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前説





「凪なぎよ、今日こそ私がおまえの下着を脱がす」

　橘たちばなの宣言に、清きよ原はら凪は総身を固くした。

　この金髪の美しい少女の言動は普段からだいたいこんなものだ。

　だから、凪はなにを言われようがだいたい苦笑で受け流すし、いざとなれば力で抵抗もできた。

　けれど、今は事情が違う。

　自室ベッドの上で寝込んでいる自分の体はひどく熱く、頭は連日徹夜をしたかのように朦もう朧ろうとしている。

　風邪だ。

「凪おにいちゃん、くるしそう……木この花はなのせい……」

　橘の横に立つ、橘よりも幼い少女、木花が表情をくもらせて言う。

　凪は『違うよ』と言ってあげたかったけれど、喉のどがかすれてうまく声が出なかった。

　頭を撫なでようにも、橘たちばなのさらに後ろに立つ木この花はなまでは手が届かない。

　確かに、木花にまつわる事件の決着が凪なぎの風邪の悪化を促したように見えなくもない。

　ぬらりひょんから紹介され、木花を守ることになった。

　木花が『世界を滅ぼす』として、陰おん陽みよう師じに狙ねらわれていた。

　陰謀の気配を感じながらも、木花を守ると決めた凪は、木花の敵に立ち向かった。

　結果として、木花を守るどころか、逆に守られてしまったのが情けない話ではあるが。

　凪は九きゆう尾びの狐きつねなのに、七尾である橘を守れず、三尾である木花に助けられた。

　木花にはなにかある。

　それは陰陽師の言うとおりに世界を滅ぼすなにかかもしれないし、あるいは想像もできないまったく異質ななにかかもしれない。

　木花にまつわる問題はまだ解決していない。

　けれど、木花に責任はないのだ。木花は自身について知らない様子だし、凪が風邪をひいたことだって、たまたま、タイミングが悪かっただけなのだから。

　だから、木花に陰陽師やぬらりひょんのことで質問しても無意味だ。

　なので有意義な質問をしようと、凪は痛む喉のどを咳せきで整えて、

「なんでおまえら、ナース服なんだ？」

　いろんな気持ちを込めて、橘と木花に問いかけた。



    

  
    
      



    

  
    
      「いやなに、これは奉仕の精神を体現した服と聞いてな。凪なぎを誠心誠意看護するにあたって、これ以上ふさわしい服もなかろうと判断したのだ。というわけで下着を脱がし体を拭ふき、そののち下着をはかす。よかろう、私がやってやると言っているのだ。無理に自分でやることもあるまい」

「こ、木この花はなも、やるよ……がんばって、ぱんつぬがすよ。この服きてれば、凪おにいちゃんが大人おとなしくなるって、きいたよ……」

　誰だれに聞いた、と凪はかすれた喉のどでたずねる。

　すると突如、凪の部屋の扉が開かれ、



「わたくしですわ！」



　……橘たちばなとおそろいのナース服姿の、最近あんまり姿を見なかった昔むかし馴な染じみが現れた。

　くるくると巻かれた赤い髪。

　橘に輪をかけて気が強そうな赤い瞳ひとみ。

　口元は謎なぞの自信に満ちていて、どんな発言が飛び出すのか顔を見ただけではらはらしてしまう。

　火か車しや。それが清きよ原はら凪――というか九きゆう尾びの狐きつねの昔馴染みの名前だ。

「凪、久しぶりですわね。お元気ですかしら？　子こ狐ぎつねはなにも問題を起こしていませんの？　わたくし、子狐が問題を起こして封印種認定されて地獄に放り込まれれば、いつでも地獄の管理を押し付けて凪のそばに来られるよう、準備を整えておりましてよ？」

「あ、ああ、うん、いいんだけど……」

　凪は混乱している。

　それから凪は疑問に思う。なぜこんな場所にナース服でいるのか。彼女は危なすぎて人間界に存在できない妖よう怪かいたちを閉じ込めた場所・地獄を管理している立場のはず。

　そうそう簡単に、人間界にある凪の家に来られるはずはない。

　よほど重要な目的があるのだろうか。いやでもナース服。よほど重要なナース服なのだろうか。

　凪の思考はまとまらない。

　火車という存在の緊張感と洋服のチョイスが完全にかみ合っていない。

　けれど、

「ま、ご挨あい拶さつはこの程度にして、要件を言わさせていただきますわね」

　次の一言で、ぼんやりしていた凪の思考は一気にクリアになる。

「――殺せつ生しよう石せき」

　体に活が入るのを凪は感じる。

　……もう、頭で考えるよりも早く、心が殺せつ生しよう石せきを敵だと認識している。

「わたくしを苛さいなみ、凪なぎの前に立ちふさがり……そして今、そこの眼帯子こ狐ぎつねを苦しめている石。わたくしはその石について持てる情報をすべて、貴方あなたに伝えに来ましたのよ」

　もっとも、と火か車しやは余裕のある表情で片目を閉じ、

「すでに手遅れかもしれませんけれど」

　表情とまったくかみ合わないことを、言った。
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　　　１



「殺生石とは、妖よう怪かいの妖よう力りよくを吸出し、溜ためこむ性質を持つ石ですわ」

　家のリビング。

　コタツを囲んで座る、凪、橘たちばな、木この花はな、火車。

　凪は、四人にお茶を出して一礼し橘の服の中に消えていく管くだ狐ぎつねをなんとなくながめてから、火車に視線を戻す。

　赤い巻き髪の、橘に輪をかけて気の強そうな顔立ちをした昔なじみは、凪の視線に気付くと柔らかく笑んで、

「今回、わたくしが地獄からここに来ましたのは、殺生石の脅威および、凪に殺生石がどのようにかかわり、害を為なすかを調査の範囲内でお教えするためですわ」

「それはありがたいんだけど……」

　凪なぎは困る。なんだか気にしているのは自分だけのようだし、実際、話の重要度からすればなんでもないことのような感じもするのだが、どうにも放置できない疑問がある。

「……ナース服から普通の服に着替えてもらうわけにはいかないんだろうか」

　着替える間は確かになかった。

　火か車しやが来て、殺せつ生しよう石せきのことで話があると言って、それからベッドに寝たまま聞く話でもないと思い、すぐにリビングまで出てきたけれども。

　それでも、真面目まじめな話をするのだから、そんなコスプレじみた格好でなくともいいじゃないか、と凪は思うのだ。

　けれど、

「報告は一刻も早いほうがいいでしょう？　それに、わたくしの本題はむしろこの話のあとなのです」

　そう言われてしまっては、服装なんて気にしてる自分のほうが場違いに思える。

　凪は「わかった」と言って目で続きを促す。

「さて、かつてわたくしを苦しめた忌いま々いましい石の話に戻りますけれど。……限界まで妖よう力りよくを吸収した殺生石は、その後、身に着けた者を強化する呪じゆ具ぐになりますわ」

　あの石にも限界はあるのか、と凪はおどろく。

　……しかし、そういえばかつて火車が騙だまされ身に着けていた殺生石は、ある程度まで火車の妖力を吸い出したあと、暴走を始めた。

　九く条じように至っては、記憶と、おそらく力を奪い、もう一人の九条を作り出した。

　ならば殺生石とは――

　第一段階、身に着けた妖よう怪かいの妖力を吸収する。

　そして、第二段階、身に着けた妖怪の力を暴走・強化する。

　――そのような用途のある石なのかもしれない。

　凪が頭で整理し終えたと見たのだろう、火車はうなずいて、

「そしてぬらりひょんは、殺生石を複数所持しているようなのです。……さて、ここからはわたくしの仮説ですけれど。仮に、妖力を限界まで吸収した複数の殺生石を身に着けて、暴走しない妖怪がいたとすれば？」

　いたとすれば。

　それは、純粋に強化の恩恵だけを受けることになるだろう。

　火車の時はともかく、九条の時は、本物の九条よりも殺生石九条のほうが強かった。

　殺生石九条は、どうにか勝てた相手なのだ。

　ならば複数の殺生石を身に着け、理性を以もつてその力をふるうことができれば、その強さはきっと、九きゆう尾びの狐きつねをも軽くしのぐであろう。

　九尾の狐を軽くしのぐ者。……凪自身、自分の強さがどの程度のランクにいるのか把握してはいないが。今まで対戦した妖よう怪かいたちの力を参考にするに、自分を軽くしのぐほどの妖怪は、おそらく単体で妖怪すべてを相手取れるのではないだろうか。

　それどころか――人間すべてを相手取り、妖怪による人間支配、なんてことも成し遂げるかもしれない。

「……でも、わからないな。その仮説は、どうして出てきた？」

　少し飛躍している気がする。

　凪なぎは考える。『殺せつ生しよう石せきは妖怪から妖よう力りよくを吸収する』、これは、火か車しやが体感したことだ。間違いはないだろう。『殺生石は妖怪を暴走・強化させる』これもまた、火車が体感し、凪も九く条じようをとおして体感した。ここまではわかる。

　だから、わからないことは二つ。

　一つ、『殺生石を身に着けて暴走しない妖怪がいたとすれば』が成り立つ根拠。

　それから、最初に言われたのだ。

　眼帯子こ狐ぎつねを苦しめている石、と。

　もう一つ、この話が木この花はなにつながるとして、なぜ火車はつながると思ったのか。

　この二つがわからない。

　しかし橘たちばなは思い至ったようで、黄金の瞳ひとみで火車をきつくにらみ、

「……くるくる女、貴様、見ていたのか」

「わたくしではなく、鵺ぬえが、ですわ。勘違いなさらないでいただけますか、短絡的な子狐ちゃん？」

「えっと、いいかな？　どういう意味か聞いても？」

　橘と火車のあいだでどんどん話が進みそうだったので、凪は説明を求めるべく挙手。

　にわかに一触即発の雰囲気だった橘と火車は、なぜか毒どく気けを抜かれたようにため息をつきあう。

　そして火車が幾分力の抜けた表情で、

「ですから、見ていたのですわよ。二月十四日の夜、凪が倒れ、追い詰められ、そして眼帯子狐が貴方あなたを守った、その光景を」

「貴様は凪のことが大事ではなかったのか。……見ていたならば、なぜ、鵺に助けさせんのだ」

「助ける？　わたくしが？　凪を？　ありえませんわ。わたくしは凪を疑いませんのよ。凪に越えられない苦境などありえません。すべては布石、遠大なる目的のための布石に過ぎませんのよ」

　リアルに追い詰められていた凪はいたたまれない気分になった。

　しかし火車は自信たっぷりに続ける。

「なにが目的であれ、わたくしは凪を信じることにしましたのよ。ねぇ依存症の子狐ちゃん、わたくしは貴女あなたとは違いますのよ」

「ふん、私の凪なぎは木この花はなや私が追い詰められているのに、芝居を打ったりはせんわ。小細工も布石もなく、凪は我々を守るのに全力だった。そのうえで追い詰められていたのであれば、本当に追い詰められていたのだ。貴様の節穴のごとき目ではわからんかったかもしれんがな」

　無言でにらみあい火花を散らす仲が悪い二人に凪はため息をついた。

　なぜ、顔を合わせて十分ぐらいでケンカができるのか不思議でならない。

「ま、いいでしょう」

　先ににらみあいをやめたのは火か車しやだった。

「……ともあれ、わたくしは鵺ぬえをとおして眼帯子こ狐ぎつねが凪を助けた光景を見て、判断したのですわ。三尾の狐がなぜ七尾では倒せないような相手を一撃で倒せたのか。なぜ眼帯子狐ばかりが狙ねらわれるのか。なぜぬらりひょんがあなたがたに眼帯子狐を託したのか。この三尾の眼帯子狐は、なんなのか。……すべてを統合し、わたくしが立てた仮説というのが、つまりはそういうことですわ」

「そういうこと？」

　凪はおうむ返ししかできなかった。

　風邪で頭が回っていないのだろうか。どうにも多くの情報を一つに結び付ける作業ができない。

　火車は、一瞬、遠慮するように木花を見て、しかし凪に向き直り、

「ま、本人の前で結論まで言うのは少し酷かと思いますわ。理解もしていない様子ですし。……理解できないようならばそれで結構。ただ、わたくしは鵺をとおしてそこの眼帯子狐の様子を見て、一つの名前がひらめきましたのよ」

　凪は木花に視線を向ける。

　橘たちばなより幾分色素の薄い金髪・金眼。それから小さな体に、幼い顔立ち。

　左目には――眼帯。

　着ているものがナース服なのが、こう、色々と台無しな感じで、緊張していいのか弛し緩かんしていいのか判断に困るのだが。

　どんな名前がひらめくというのか。

　見た目だけを拾っていけばいくほど、橘と本当の姉妹のようで、『橘の妹』以外の呼び方は思いつかない。

　火車に視線を戻す。

　答えにたどりつけていない凪と木花を、火車はどこか憐あわれむような目で見たあと、

「『十尾の狐』。……ここまで情報が出そろって、凪にわからないとは思いませんけれど。聞くところによれば風邪？　なのでしょう？　治ったならば、少し考えてみるといいと思いますわ」

「……十尾……」

　狐きつねの強さは尾の本数で決まり、過去にも現在にも、九を超える本数の尾を持つ狐を凪なぎは知らない。

　確かに十も尾があればそれは強そうだが……今火か車しやからされた話をどのように結び付けてまとめればいいのか、凪にはわからなかった。

　久々に部屋から出てきたせいもあるのだろう。先ほどまで心が冷えた影響で活性化していた頭が、また少しぼんやりし始めた。

「というわけで、どうでもいい話も終わりましたし――」

　火車がまとめに入っている。

　いや、全然まったくどうでもよくはない話だと思うのだが。



　ぴんぽーん。



　来訪者を告げるチャイム。

　なぜか立ち上がって出迎えに行く火車。

　ここは俺おれの家、と凪は思うも、風邪でだるい体がついていかない。

　木この花はなは木花で、彼女には難しかったらしい話を理解しようと考え込んで、無理っぽく目を回しているし。

　橘たちばなは――なにか、思いつめた顔で木花を見ているし。

　誰だれも動かず、結局来訪者は客人である火車によって出迎えられた。

　軽い足音が二人分、廊下を歩いてリビングに向かってくる。

　そして火車に連れられ登場したのは、小柄な少女。

「ぬえー。みなさんおそろいで」

　透明感のある茶髪を、ツインテールにまとめた、なぜか首輪をつけている、幼い少女。

　がさがさ、と中身満載のビニール袋を、大量に肩から腕から首からさげた、ご存じ火車の従者、鵺ぬえだった。

　凪の家の（見た目）平均年齢が下降の一途をたどっている。

　下から木花、鵺、橘、火車……とか、どうでもいいことを考えながら、凪はぼやけた頭で、鵺とか火車へ口にすべき質問を整理する。

「……ええと、なんで？」

　結局整理できずに出てきた。

　本格的にダメだな俺、と思いながら凪は答えを待つ。

　すると火車は鵺の頭をなでながら、

「風邪？　なのでしょう？　わたくしがどうにか治してさしあげますわ。そのために必要なものを鵺ぬえに買いに行かせていたのです」

「ぬえっ、ぬえっ」

　同意するように鳴く鵺は、火か車しやがそばにいると人間の言葉を話さなくなる傾向がある。

　そのうえ火車が頭を撫なでているものだから、だんだん鵺がペットに見えてくる。

　凪なぎがぼんやりと鵺を見ていると、火車が視線をさえぎるように鵺の前に立ち、

「というわけで凪、これからわたくしと鵺が、その風邪？　をどうにかしてみせますわ。ご安心を。わたくしはそこの子こ狐ぎつね×２とは違いましてよ。で・す・か・ら、凪をなんだかよくわからない状態異常に陥らせた子狐たちは引っ込んでおいでなさい？　すべてわたくしに任せれば、瞬く間に、具体的には今日の夜までに凪の風邪？　を治してみせますわ」

　火車は挑発的にウィンクする。

　なぜだか火車は凪の風邪の原因を橘たちばなや木この花はなだと思っているようだが、それはまったくの勘違いだ。凪は勝手に風邪をひいただけだし、橘や木花が感染源というわけでもない。

　だから釈明すれば丸く収まると凪は思うのだが……。

「私を愚ぐ弄ろうするか、くるくるぱーの分際で」

　しかし、この家には一人、とても挑発に乗りやすい子がいた。

　黄金の瞳ひとみをぎらりと輝かせ、立ち上がって火車に近づいていくのは橘だ。

「ふん、なにやら貴様は、私と木花が凪に風邪をひかせたというような甚大な勘違いをしているようだが……まあいい。私は寛大ゆえ、貴様の勘違いを見過ごそう。それにだ、私が貴様よりも早く凪の風邪を治せば、すべて帳消しであろう」

「言いますわね子狐が。理解していますかしら？　その言葉は、わたくしへ挑戦する、という意味に聞こえますけれど。まさか、無知な子狐が、凪とともに地獄を統すべ、凪の過去を知るこのわたくしに挑もうなどと、傲ごう慢まんを垂れ流してはおりませんですわよね？」

「傲慢と言うならば貴様の態度のほうがよほど傲慢であろうに。それともなにか、過去にしがみつくなど愚かしい――と、再びわからせてやらねば気がすまんのか？」

「言いますわね、子狐の分際で」

「勘違いばかりのくるくるぱーは、自分に都合のいい世界しか見えておらんようで幸せそうじゃな」

　火車の赤い妖よう力りよくと橘の黄金の妖力が両者のあいだでぶつかりあい、火花を散らす。

　凪は風邪でぼんやりした頭でも理解する。……きっとこれから、自分にとってあまり都合のよろしくない展開が待っているのだろう。

　そして案あんの定じよう、

「では、実際に凪を治したほうが勝ちとしましょう」

　火車が提案してしまった。

「よかろう。私が勝ったら、貴様は私の許可なしに凪なぎに近づいてはならんぞ」

　そして売り言葉に買い言葉で承諾する橘たちばな。いやまあ結果はわかってました。だって橘が売られたケンカを買わないはずがないから。

　というわけで、なんだか看病対決みたいなものが勃ぼつ発ぱつしてしまった。

「……凪おにいちゃん、すかれてるね」

　木この花はなが笑う。

　凪は苦笑して、

「いや、もう、うん……嬉うれしいんだけどね……」

　もっと仲良くできないものか、と橘と誰だれかの会話を横で聞くたびに思う凪である。

　そんなことを思いながら凪が苦渋の顔で火か車しやと橘を見ているのを、木花はかなり勘違いして受け取った。

「なーす服がうれしいの？」

　違います。
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　嫌な予感をともなった既視感に、早くも頭痛がひどい。

　リビングで『寒いだろう』と過剰なまでに被かぶせられたわたいれや毛布により拘束され身動きがとれない凪は、戦々恐々と台所の様子をうかがう。

　橘と火車が、凪のために料理をしている。

　……それ自体は前にもあった展開だ。

　前回は材料が足りなくなったが、今回はこの展開を予期していたかのように鵺ぬえが大量の食材を買ってきてしまったので、材料がないエンドは訪れない。

　訪れるのはたぶんバッドエンド的ななにかである。

「あ、っていうか、鵺、なんか悪い……材料のお金、出すよ」

「ぬえぬえ。気にしないでほしいですよう」

　ほがらかな笑顔を浮かべ、凪の対面に腰かけた鵺は手を振る。

「もともと火車ねえさまのお使いですからねえ。それに、お金は支給されるので、鵺はちっとも懐ふところいたまないんですよう」

「ちなみに、どこから支給されるかとか聞いてもいい？」

「かまいませんよう。地獄の門を管理してる組織からですよう」

　それは、ぬらりひょんを頂点に置く組織。

　火車に殺せつ生しよう石せきをあたえ、九く条じようを殺生石で暴走させ、木花をあずけてきた組織。

　……なにかがひっかかる。なにか、疑問に思うべきことを見過ごしている気がする。

　けれど凪なぎは考える。とりあえず火か車しやが落ち着いたら聞くことにしよう、と。

「しかし凪さん、鵺ぬえはうれしいですよう」

「なにが？」

「火車ねえさまがうれしがってるから、鵺はうれしいんですよう」

「……嬉うれしがってるのかな」

　ちらりと台所をうかがう。

　橘たちばなと競り合うようにして台所に立つ火車は、なんだか不機嫌そうに見えるのだが。

　それでも鵺は、

「嬉しそうですねえ」

　と、笑う。

　凪は考える。……鵺より、自分のほうが火車よりも付き合いは長いはずだ。けれど火車のことがちっともわからない。

　それは、自分がいなくなってから、鵺が出で逢あってから、火車が変わったからか。

　あるいは自分が火車のことを最初からなにも理解できていなかったのか。

　もしくは。

　九きゆう尾びの狐きつねだったころの記憶が、欠如でもしているのか。

「にゅえ、鵺、おねえちゃん……」



    

  
    
      



    

  
    
      「ぬえ？」

　木この花はなの固い呼びかけに、鵺ぬえはやわらかく反応する。

「か、かしゃしゃ、かしゃさん？　は、橘たちばなおねえちゃんと、なかよしなの？」

「仲良しですよう」

「ちょっと鵺！　適当なことを言わないでくださいます!?」

「木花！　仲良くなどないわ！　見てわからんのか！　このようなくるくるとはおまえも口を利いてはならんぞ！」

「……と、台所の二人は言ってるけど？」

　凪なぎが話をふれば、それでも鵺は笑ったまま、

「仲良しですねぇ」

　しみじみ、つぶやいた。

　木花など怒鳴られただけですくんでしまっているというのに、鵺は強い子だ。

　橘は鵺があんまりにも動じないので、

「ぐぬぬ……」

　と歯ぎしりをしていたが、思い出したようにふんぞりかえり、

「まあ良い。妄もう言げんを許すぞちんちくりん。もう料理は完成した。凪が私の作った粥かゆを食したのち、貴様の主あるじたるくるくる女は私に敗北し地を舐なめることになるでな。貴様ら二人とはとうてい仲良くなれそうもないが、我が臣下として傅かしずくのであればその限りではない。妄言の一つも許容してやろうという気になろうものだ」

「あらあらあらまあまあまあ、なにを言っておいでですかしら？　わたくしのお粥を凪が食べたあと、わたくしに『すみませんでした火か車しや様、二度と逆らおうとは思いません。これが賞品の凪ですどうぞお納めください』と言うのは貴女あなたのほうですのよ？」

　勝手に賞品にされている凪は苦笑いである。

　ともあれ料理ができたらしい。

　不安半分、恐怖半分の時間がこれより始まると思うと、凪は腹痛でトイレに駆け込んで半日ぐらいこもっていたい気分になった。

　けれどせっかく作ってもらったのだ。味わわないのも申し訳ない話である。

　凪は意を決した。

「ええと、それじゃあ、持ってきてくれるか？」

　配はい膳ぜんぐらいやりたかった凪だが、ほとんど拘束される感じでわたいれや毛布をかぶせられているので、身動きがとれない。

　橘と火車はともにふんぞり返り、

「よかろう、では、私の粥に舌鼓をうつがよい」

「なにを言っていますのかしら？　まずはわたくしの作った料理を食べるべきではありませんこと？」

「……」

「……」

　火花が散った。

　散るべき時は今じゃなく、料理が運ばれてきてからのはずなので、火花にはひっこんでてほしいと思う凪なぎ。

　しかし思いとは裏腹に、橘たちばなと火か車しやは『争うべきは今』と認定してしまったらしい。

　お粥かゆの入っているらしい土ど鍋なべを二人はそれぞれひったくるように持つと、一歩一歩、凪のもとへと早歩き。

　途中で肩を押し合い、にらみあい、ぶつかりあい、台所から凪のいる場所までそれほど距離がないはずなのに、やけに息詰まるデッドヒートである。

　そして互いが互いを押しのけあい、凪まであと三歩というところで、身長に勝る火車が足の長さでリードする。

　しかし橘も追い越さんと半ば跳ぶように一歩を踏み出す。

　火花散り肩がぶつかり鍋が揺れる。

　凪まで互いにあと一歩。もう両者の瞳ひとみには互いしか見えておらず――

　――コタツの電源コードなど、目にも入っていなかった。

　橘と火車がほぼ同時に足をひっかけた。

　ぶつん、という音が聞こえる。それはたぶん、コンセントが抜けた音。

　閉じられていた土鍋のふたが外れるのがはっきり見える一いつ刹せつ那な。

　倒れてくる橘と火車。こぼれるお粥。待って、橘のお粥、なんで黒いの？

　凪は避けるべく身をよじるが、わたいれと毛布に拘束された体ではかなわない。

　視界の端で、鵺ぬえが木この花はなを連れて避難しているのを見て、少し安あん堵どする。

　じゃあ、もういいか。

　凪は安堵とあきらめのにじむ気持ちで笑った。

　そして。

「あぢぃぃぃぃ！」

　ちょっと自分でも信じられないような声が出た。

「ちょ、子こ狐ぎつね、なにしてますの!?」

「私のせいではなかろう!?　そ、そ、それよりも！」

「わかっていますわよ！　水！　冷たい水を！」

「うむ！」

　どうにかお粥をこぼしただけで倒れずに済んだらしい二人は、もつれあうように台所へと帰っていく。

　凪なぎは悶もん絶ぜつを続ける。わたいれと毛布のせいで動けない。顔にかかった白と黒のお粥かゆをぬぐうこともできない。

「水！　水！　とにかく水を！」

「わかっておるわくるくる女！　冷やせば良いのであろう!?　ちょうどいい容器を発見した！　これに水を！」

「貴女あなたがやりなさい！　わたくしは氷を！」

「うむ」

　じゃあああ、と、なにか、不吉なほど大きな容器に水をためる音。

　がらがらがら、と一キログラムの袋入り氷が全すべてぶちまけられる音。

　そして戻ってくる二人。

　――手には氷水満載のバケツ。

「ちょっ、」

「これで冷えろ！」

　やけに息の合った動作で橘たちばなと火か車しやは水を凪に向けてぶちまける。

　虹にじが見えた。

　あるいは、あまりにも最悪の未来が見せた白昼夢だったかもしれない。

　しかし現実は非情である。病人の凪に降りかかるバケツいっぱいの氷水。

　そして当然の帰結。

　降り注ぐ氷水の冷たさと、ねっとり髪にからみつくお粥の感触を感じながら凪は思う。

　ひょっとしたら、このまま二人に殺されるかもしれない。
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　結論。ナース服が悪い。

　どうにか風呂で体を清め温まることに成功した凪は、自室に戻ってベッドに入った。

　入り口側には私服に着替えた橘、火車、木この花はな。そしてもとから私服の鵺ぬえがいる。

「しかし服装のせいにして着替えてはみたものの、冷静に考えたら、悪いのは服装ではなく、私だ」

　橘は重々しく言うが、そんなことはわかりきっているので実に今更である。

　けれど凪の意識はもうろうとしていて、目を開けていることすらできないぐらいなので、「うん、ああ……」という生返事。話はほぼ聞こえていない。

「た、橘おねえちゃん……火車おねえちゃん、かわいいのきてるね……？」

「ふん、服装だけはな！」

「あら、わたくしの服に興味がありますの？」

「う、うん……」

「……よろしいでしょう。今度用意しておきますわ。鵺ぬえ」

「ぬえー。わかりましたよう」

　というやりとりがある間も、凪なぎは目を閉じて苦しげに息をしているだけ。

　そんな半死人じみた凪の様子を見て、火か車しやはため息をつき、

「まあ、少しはしゃぎすぎたのは認めざるを得ませんわね。……仕方ありません。折せつ角かくの地上なのに凪から離れるのは口惜しいのですけれど、わたくしは今回の失態を働きにより補うことにしますわ」

「……なにをする気だ、くるくる」

　橘たちばながうさんくさそうに問いかける。

　火か車しやは優雅に手て櫛ぐしで髪を梳すいて、

「殺せつ生しよう石せきとぬらりひょんのことを調査しますわ。手遅れかもしれませんけれど」

「手遅れ、とは？」

「あのねぇ子こ狐ぎつね、わたくしは地獄の管理官なんですわよ？」

　火車はあきれた顔をして、

「そして地獄の門を管理しているのは、そのぬらりひょんが頭目を務める組織ですわよ。わかりませんの？　わたくしがなにをつかみなにをしようとも、すでに手遅れな段階まで『こと』は進んでいる――そういう可能性もありますわ」

「ふん。私がいて、凪がいる。ならば、手遅れなどありうるものか」

　橘の発言に火車はおどろき、それから微笑ほほえむ。

「……言うとおりですわね。では、わたくしはわたくしなりに、少しでも凪の助けになれるよう、がんばりますわ」

「どのようにだ」

「感覚で」

「……そうか、がんばれよ」

「貴女あなた、わたくしを馬ば鹿かにしておりませんこと？」

　火車が目をすがめる。

「貴女に勘違いさせておくのが気に入らないので注釈いたしますけれど、わたくしは一度、殺生石を身に着け、妖よう力りよくを吸収されているのですわよ？　ですから、気配はわかります。わたくしはその気配が他の場所にもないか探ってみるつもりですわ」

「……他の場所？」

「それはもちろん、ここ以外の場所ですわよ。……というか、凪はともかく、子狐、貴女は本当に気付いていませんの？」

「……」

　橘たちばなの黄金の瞳ひとみが、ちらり、木この花はなを見る。

　木花はなぜ急に視線を向けられたのか理解していないように笑ったが、火か車しやには十分すぎるほど伝わったようで、

「それでも貴女あなたは、大切にすると誓ったのでしょう？」

「無論だ。私は同胞を見捨てん。……私でも、誰だれかの居場所になれる」

「動機が不純に感じますが、ま、よろしいでしょう。わたくしは貴女のことを好きになりえませんが、貴女と凪なぎの意思は最大限尊重するつもりでいますのよ。眼帯子こ狐ぎつねに対する意思は把握しました。ならば、眼帯子狐が貴女がたのそばにいられるよう、わたくしも動くとしましょう」

「……凪はともかく、貴様が私の意思を汲くむなどと、どういう風の吹ふき回しだ？」

「さて。しかし少しだけ話すならば――凪に貴女がいるようにわたくしがいて、貴女に眼帯子狐がいるように、わたくしには鵺ぬえがいる、ということですわ。……そろそろ動きます。鵺、行きますわよ」

「ぬえー。みなさん、お元気で。体に気をつけてくださいねえ」

　すでに凪が風邪をひいているので、その言葉は少々手遅れだった。

　火車と鵺が部屋から出て、玄関へ向かう。

　橘はその様子を見送っていたが、思いつめるように凪に視線を戻した。

　朦もう朧ろうとした意識の中で、凪は視線を向けてくる橘の瞳を見る。

　それから、火車と鵺にあいさつをできなかったなぁ、と、家の扉が閉まる音をやけに遠くに聞きながら、思った。

「凪、くるくるはやつなりに動くようだな」

「……」

　言葉をかけられている。

　しかし凪は、声が出ない。意識がぼやけて動かない。

　けれど橘は気にせず続ける。あるいは、独り言なのかもしれない。

「私はなにができるだろう」

　そっと凪に近づき、橘はベッドに手を置いた。

　自問自答という名の独り言は、しんと冷えた室内にむなしく残響する。

「与えられるばかりで、守られるばかりで、そんなものは嫌で、おまえと並び立つつもりで……けれど私はあまりに弱い。おまえはもちろん、木花にすら劣る始末だ」

「た、橘おねえちゃんのこと、すきだよ？」

　木花が慌てて言う。

　その不器用な気遣いに、橘は目を細めて笑い、木花の頭を撫なでる。

「いいのだ木花。私はな、本当はおまえに好かれる資格などないのやもしれん。私は、凪が倒れ、窮地に陥った時、まったく動けなかった。おまえがいなければ、凪なぎは死んでいたのだ。そんな時に、無力に倒れ伏しているだけだった。それどころか――嫉しつ妬としている。おまえが強くて、凪を守れて、凪と並べることに、嫉妬しているのだ」

「……おねえちゃん、木この花はなのこと、きらいになった？」

「どうだろうな。今まで、私の世界には仲間と敵しかいなかった。仲間は守るべき、好くべき対象だったし、敵は倒すべき、憎むべき対象だった。……なぜ、人間は割り切らんのだろうな。世界を二つに分けてしまえば、こんなにも悩まずに済むであろうに」

「木花は、敵？　味方？」

「同胞で、妹分で、凪に認められ、嫌いではない。ゆえに、仲間だ。けれど、私はおまえに嫉妬している。仲間の勲いさおは誇るべきにもかかわらず……」

「橘たちばなおねえちゃん……」

　木花が目を伏せる。

　橘は頭を撫なで続ける。

　その光景を見ていて、凪は考える。……なにもまとまらない。橘も木花も落ち込んでいるらしいことはわかるけれど、うまく励ませる言葉など、出てこない。

　だから、率直に。

「そばにいてくれてるだろ」

　かすれた喉のどから絞り出すように、思いを吐露する。

「それだけで、俺おれには救いだよ」

　人でありたいというわがままに、妖よう怪かいであってほしいという願いを抱きながらもつきあってくれている橘。……どれほど救われたかわからない。

　どちらにもなれないことを仕方ないなと思いながらも見守ってくれる彼女がいなければ、清きよ原はら凪はきっと、善悪や正誤ではなく、想おもいを貫くために悩み続けることなど、できなかっただろう。

　うまくまとめて語りたいのだけれど。声が出ない。頭がぼんやりする。

　だから、凪は、そっと橘の手を握った。

　冷たくてすべすべした、小さな手。握れば、かたい指の感触が熱で柔らかい自分の手にもぐりこんで、そこから一つになっていくような錯覚。

　きっと世の中には二つに分けたままでいいことと、一つに決めなければならないことがある。

　清原凪が人間なのかそれとも九きゆう尾びの狐きつねなのか、という問題は、きっと二つに分けたままでいいことなのだと、最近の凪は思う。

　しかし、橘のことをどう思っているのか。

　友人なのか、親族なのか、恋人なのか。

　死んでほしくないという気持ちでそばに置いたことで始まったこの関係は、いったいどういうかたちで決着を迎えるのか。

　選択肢があるならば、望む一つを選ばねばならない。

　選択肢がないならば、望むものを作らねばならない。

　どちらにせよ、自分の中にある気持ちをはっきりさせなければならない。

　……風邪でぼやけた頭では、難しすぎる。

「ふん、寂しがりやめ」

　橘たちばなは笑って、凪なぎの手を握り返した。

「仕方ないから、そばにいてやる。まったく、これではまるでおまえが私を求めているようではないか。これがおまえの本心であれば……風邪というのも、いいものかもしれんな。私が風邪をひくことはありえんはずだが、普段見えぬおまえの心を見ていて、少しだけ、惜しい気持ちだ。風邪一つでこんなにも素直になれるのならば――人間も、いいものかもしれん」

　橘はそう言って、さらに力を込めた。

　意識が落ちていくのを、凪は自覚する。

　温かさではない。体力の限界でもない。

　おそらくこれは、安あん堵どの気持ち。



    

  
    
      



    

  
    
      　握り返された手から伝わる橘たちばなの存在が気持ちいい。

　凪なぎは思う。こうしているだけで、幸福を感じる。……だから、無理になにかをしようとしなくてもいい。そばにいてくれるだけで、いいのに。

「……けれど、私はこれだけでいいのだろうか」

　橘は悩んでいる。

　でも、悩みを消せる言葉は見つからなくて――

　凪の意識は、ついに落ちた。
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　一気にこじらせたことで、澱おりのように体にたまっていた悪いものが出たのだろうか。

　翌朝の通学路。体調がずいぶんと――少なくとも学校に行けるぐらいには――回復した凪は考える。これも一種のショック療法みたいなものなのかな、と。

「というか凪よ、おまえは生き真面目まじめすぎるのだ。なにも行けるようになったからといって、すぐさま学校なんぞに向かわんでもいいであろうに」

「いや、橘まで俺おれに付き合って休んでたし、これ以上は進学とか受験に響くだろ。……それに、学校がどうなってるか、この目で見ておきたいし」

　バレンタインの日、陰おん陽みよう師じの襲撃により、校舎の大部分が破壊された。

　その被害は鬼と妖よう狐この戦いに比してもなお甚大だった。

　けれど、どういうわけか、襲撃の翌週にはすでに校舎は修繕を完了していたようで、凪の安否を気遣って電話をかけてきた赤あか染ぞめの言葉に、ずいぶんおどろいたものだ。

　そんなわけで、凪はここ三日ほど、普通に欠席扱いだった。

「というか学校も学校だ。生真面目に修繕が終わり次第再開することもなかろうに」

「いや、その文句はなんか違う」

　具体的にどう、と言えないあたり、まだ頭がぼんやりしているのだろうか。

　凪は考えながら歩く。今朝は早めに支度したくを済ませ、早めに出た。

　まだ体調が回復しきっていないので、なるべく学校までゆっくり歩くためにだ。

　久方ぶりの朝の空気は、痛いほどに冷たい。

　基本的に暖房禁止の家に住んでいる凪だが、やはり屋根と窓と壁があると、気温が違う。家があるって素晴らしい――となにかずれたことを思いながら、凪は考える。

　今後のこと。

　具体的には、木この花はなとぬらりひょんのこと。

　というよりも、ぬらりひょんはなんだかうさんくさいだけで、実際になにかを企んでいる様子があるわけではないのだ。

　けれど、ぬらりひょんから託された木この花はなが、陰おん陽みよう師じに狙ねらわれていたことは事実で。

　陰陽師は、木花を『世界を滅ぼす』妖よう怪かいと表現していた。

　情報が全然まったく足りていない。

　しかし調査もできない。

　組織としての調査は、赤あか染ぞめ兄と和泉いずみ恋れんがやってくれている。

　個人としての調査は、藤ふじ紫むらさきや火か車しや、鵺ぬえがやってくれている。

　では、凪なぎになにができるのか？　……というのは、何度も何度も同じ結論に至るしかないのだが、なにもできないのだ。

　凪は結局、問題が顕在化したあとに、力で解決するのが役目。

『普通の人間』ならいいのかもしれないが、凪は九きゆう尾びの狐きつねでもある。

　……それに、力で解決しなくていいなら、それが一番だ。

　だからどうにか調査能力と言うか、せめてすでにある情報から推理する力ぐらい欲しいものだが、いかんともし難い。

　火車の言った『十尾の狐』という言葉の意味すら、わからない。

　九尾より上、という意味合いはわかるのだが。

「俺おれは本当に無力だな……」

「唐突にどうした」

「いや」

　口に出して再確認しても、むなしい気持ちにしかならなかったので、凪は口ごもる。

　……こんなことで、本当に橘たちばなの『居場所』になれるのか。

　そもそも、口に出してはいたが、『居場所』とはなんなのだろうか。

　住居を提供する役目？

　幸せを願う人？

　橘の幸せってなんだろう？

　凪は考える。自分は、このままがいい。けれど、橘はどうだろう。

「……凪よ、おまえよりも、私のほうが無力だぞ。なにせ私は七尾だし、そも、七尾としても無力であろう」

「いや、確かに尻尾しつぽの数じゃそうかもしれないけど、そういう力じゃなくて、もっと、色々実生活に必要な面で無力だなぁ、って」

「いやいや、私のほうが……」

　言い争い（？）をする二人。

　木花がおろおろしているのに凪は気付いて、

「まあ、とにかくさ、無力とか無力じゃないとかは、ゆっくり答えを出していこう。こんな、通学路で立ちながら言い争うんじゃなくて、もっと、腰を据えて」

「……うむ」

　うなずく橘たちばな。

　凪なぎは安あん堵どして、学校へ向かうべく、いつの間にか止まっていた足を動かす。

　しかし――



「ちょっと待ったぁ！」



　行く手をはばむように、一人の少年が立ちふさがった。

　ずいぶん小柄な少年だ。

　髪は銀髪、顔立ちが整っていて、どことなく高貴な雰囲気がある。

　なにか、橘や木この花はなに通ずる雰囲気を持っているように、凪には見えた。

「ほう、最近はよくよく妖よう狐こに縁があると見ゆる。……あやつも妖狐じゃぞ、凪」

　凪は納得する。なるほど、雰囲気は妖狐特有のものなのか、と。

　初対面の人間に敵意とか対抗意識とか見下しオーラとか遠慮なく向けてくるあたりも。

「まったく、毎日毎日ここで張り込んでたのにどうしてこないんだよ！　ぼくが毎朝何時間待ったと思ってるんだ！」

　すごい言いがかりから少年の言葉は始まった。

「ああ、失敬。ぼくは須す磨ま。ちょっともう色々口上を考えてたけど待ってるあいだに忘れちゃったんで単刀直入に言うと、そこの橘の婚約者だよ」

「む？」

　名前を出された橘が、ぴくりと反応する。

「……そうか、私の夫となるべきは、貴様だったのか」

「『だった』じゃない。今もだ」

　須磨は懐ふところからなにかを取り出し、示す。

　それは、達筆すぎて読めない筆文字の書かれた、古めかしい和紙だ。

　凪は目を凝らして暗号文を解読するように読んでいく。……けれど、判別できたのは和紙の最後に記された葵あおいという署名だけで、それも『他ほかに近い形の漢字を知らなかった』という理由で判別しただけなので、正解かどうかはかなり怪しい。

　けれど、橘には読めたらしく。

　正確に意味を読み取って、青い顔をしていた。

「……橘？」

「そんな、まさか……ありえん」

「ちゃんと署名はある。花押もある。確かにこれは、おまえのお母様からいただいた証文だよ、橘」

「つまり、どういうことだ？」

　凪なぎが問いかけると、須す磨まは勝ち誇ったような顔をして、

「ここにはざっくり言うと、こう書いてあるんですよ、九きゆう尾び様。『須磨と結婚し群むれに尽くすのであれば、橘たちばなの勘当を解き、再び家族として迎え入れる』ってね」

　帰れる場所がある。

　そのことは喜ぶべきだけれど、凪は橘の顔を見て、いい話ばかりでもないことを悟る。

「だからぼくは、九尾様、あなたから橘を取り返しに来たんです」

「『取り返す』？」

「はい。妖よう狐こ一族において神にも等しき存在として崇あがめられる九尾の狐きつね……あなたへ捧ささげられた哀あわれな狐を、神への供く物もつから家族に戻しに来た、ということですよ。まあつまり、すごく簡単に言えば、ぼくが橘と結婚します。そして――」

　須磨はどことなく自分に陶酔した様子で、

「――あなたと橘は、二度と会わないことを誓います」

　それが、橘が群に戻る条件です、と。

　凪側の驚きよう愕がくも葛かつ藤とうも迷いも斟しん酌しやくしない調子で、さらりと言った。

　――こうして。

　長いあいだ放置していた、橘にまつわる問題が、動き出す。

　情報を集める必要はない。己と向き合い、橘や周囲の人々に己の想おもいを伝え、須磨の申し出を断ればいいだけのイベント。

　しかし凪は、橘の幸福が自分のもとにあると、すぐに答えることができず。

　腰を据えてじっくり考えればいいと思っていた答えは、意外に性急に求められているのだと、やっと認識した驚愕に、呆ぼう然ぜんとするだけだった。



    

  
    
      二章　二月の終わり、かみ合わない狐きつね二人
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　橘たちばなの荒れようがすさまじく、ところにより火炎が降り注ぐでしょう。

　須す磨まと別れて教室に入った時点での橘は荒れに荒れに荒れていて、見る者すべてを焼き殺すと言わんばかりに周囲を威嚇し肩をいからせ大おお股またで歩き長い髪をひきずっていた。

　凪なぎと木この花はなでどうにかなだめようとがんばっているが成果はあがっていない。

「凪、今度はなにをやったんだ」

　たずねてくるのは、毅き然ぜんとした少女。

　橘がどかどかと歩むままにたどりついた席、その斜め後ろで授業の予習なんかしていた優等生。腕を組むことで強調されるバストのすさまじさは他たに類を見ない２年Ｂ組の女帝、赤あか染ぞめだった。

　しかしその女帝の問いかけに、凪は苦笑するだけで答えを返さない。まさか言えまい。『たった今、橘の元婚約者が現れて、橘がそいつを燃やしかけたんだ』とは。

　須磨から復縁の旨むねを告げられたあとの橘の対応は、記すに忍びないほど簡素だった。

　しばし青い顔で呆ぼう然ぜんとしていたかと思ったら、みるみる顔を怒りに染めて、おもむろに須磨に近寄ると、オトコノコの大事な部分を蹴けりあげた。

　そして火球を放とうとしたところで凪と木花が止めて、ひきずるように須磨から離して、学校に至る。

　凪は不安に思う。通学路に放置せざるを得なかった須磨は大丈夫だろうか。

「というか凪」

　すぐ横には、おでこをこつこつと叩たたいて、今にも説教をくれてきそうな赤染。

　肩をいからせ大股で橘がたどりついた場所が、つまり凪の席なので、ななめ後ろには赤染がいるのだった。席替えはまだないので、きっと今年度はもうないだろう。

「おまえ、あんまり先輩を怒らせないほうがいいよ。ただでさえ制御不能な先輩が、もっと制御不能になるだろうが」

「ははは……」

「……よくわからない」

　静かな声でつぶやきながら窓の外から出てきたのは、藤ふじ紫むらさきだ。

　あいかわらずなにを考えているかわからない無表情は健在で、女性らしさを感じさせない体たい躯くには、なぜかところどころ土や葉っぱがついている。それら状況証拠から窓の外の樹を上って教室に入ってきたと凪なぎは信じたいが、彼女の正体は天てん狗ぐなうえにいまいちなにを考えているかわからないので、白昼堂々黒い翼を生やして空を飛ぶ姿が下の階から目撃されていないことを祈るばかりである。

　そして凪は思う。窓を開けて『よいしょ』と外から登場する藤ふじ紫むらさきの行動のほうがよくわからない。

　ここは二階なのでなるべく人間っぽくない行動は避けたほうがいいと思うのだが。

「ちなみに、藤紫はなにをやってたんだ……？」

「橘たちばなは～なにが楽しく、て、眼帯を育てている、のか？」

「……」

　視線を向けられ、無言であとずさる木この花はな。ふわふわの金髪が大きく揺れた。

　前に藤紫により眼帯を奪われた恐怖は、いまだ根強いらしい。

　それにしても凪は思う。『眼帯を育ててる』て。ケイタイ配信のゲームみたいだ。

「ところで、なぎー。藤紫は、こんなの、拾った」

　すっ、と藤紫が、手の中にあるものを見せてくる。

　凪は橘の様子が気になりつつも、今はそっとしておくしかないなと思い、木花を近寄らせて、藤紫の手の中に視線を向ける。

　そこには、

「小鳥じゃねぇか！」

　確かに小鳥なのだが、その小鳥を吹ふき飛ばしかねない胴どう間ま声ごえのほうがインパクトが強く、かわいいとか小さいとか汚れてるとか、そういう感想が凪の頭から吹き飛んだ。

　視線を向ければ、興奮した様子で藤紫の手の中をのぞきこむ大男。

　声を聞くのもバレンタインぶりになるクラスメイトの大男、一いち条じようだった。

「いちじょー、声が、大きい。とりが、しぬ」

　藤紫がちょっとむっとしている。

　一条は自分の胸ほどもない少女の視線にたじろいで、

「い、いや、すまねぇ。かわいいものを見るとつい興奮してな……っていうか、その鳥、どうしたんだよ」

「地面に落ちてた。治療はした。おもにふしぎな力で」

「ああ……」

　一条はなにかを悟ったようだった。

　しかし凪にはわからない。親鳥が地面に落ちた小鳥を放置したということだろうが、親が子を放置するなんて、自然界、動物のあいだでありうることなのだろうか？

「なにも不思議は、ない」

　藤ふじ紫むらさきは凪なぎの思考をだいたい読んだようで、

「よくあること。おちてしぬドジっ子に、自然界での需要はない」

「言いかたがあんまりだ……」

　しかしよくわかった。確かに自然界にドジっ子需要はない。

　失敗したら、死ぬ。

　どのみち死ぬなら、助ける労力など払わない。

　なるほど、それは一片の隙すきもない掟おきてで、種を存続させるために遺伝子に組み込まれた知恵なのだろう。

　死ぬべき者を生かそうとするほど動物の世界は甘くない。

　だから、死ぬべき者を生かし、生かしたあとになにをすべきかを示すのは、非常に人間的な行いだと思う。

　凪は橘たちばなに視線を向けた。

　自分は彼女に、なにを示せているだろうか？

「このとりは、藤紫がそだてる」

「え？」

　なんだか意外に思える申し出に、思わず凪は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　けれど赤あか染ぞめや一いち条じようはうんうんとうなずき、

「まあ普通はそうだな。理解しがたいことでもない。ちょっと授業中に世話する場所を確保してくる」

　赤染は立ち上がって教室を出て行き、

「それがいいんじゃねぇか？　……けどよ、一人で飛べるまで育て終わったら、ちゃんと自然に帰すんだぞ？」

　一条は真剣な顔で藤紫に言い含める。

「問題ない。藤紫は、こう見えて、飛ぶのとかとくい」

　凪は藤紫天てん狗ぐモードの黒い翼を思い出す。確かに得意だろうけれど、それを人前で言うのはちょっとやめたほうがいいと思う。

　一条は普通に冗談としてとったようで、笑いながら、

「なら安心だ。……食わせるもんとか、色々、相談にのるぜ。俺おれ、こう見えて動物育てんの得意だからよ」

「熊くま？」

「いや、熊は育てたことねぇけどさ」

「いちじょーは、人間？」

「俺が熊に見えるって話かよ!?」

　一条からしたら藤紫にからかわれているようにしか思えないかもしれないが、『妖よう怪かい』という存在がこの学校に多数存在していることを知っている凪なぎとしては、なかなか肝の冷える藤ふじ紫むらさきの発言である。

「というわけで～、藤紫は、藤紫なりに、眼帯をそだてる橘たちばなの気持ち、理解する。Ａｒｅ　ｙｏｕ　ＯＫ？」

「お、ＯＫ」

　妖よう怪かいの口から横文字が出ると挙動不審になる凪だった。

「だから、橘」

「なんじゃ」

　不機嫌全力全開の橘に、藤紫が切り込む。

「とりは、育ててくれてる相手をみて、飛びかたをおぼえる。橘は、眼帯に、どんな飛びかたを教えるつもり？」

「……ふん。親がなくとも子は育つ。我々を軟弱なからすと一緒にするでないわ、この天てん狗ぐ」

「いや、この小鳥はカラスじゃねぇよ」

「わかっておるわ！　事情を知らんのなら黙っておれ！」

「まあまあ橘、どうどうどうどう」

「ふー！　ふー！」

　怒りのあまり、ほとんど動物化している橘だった。

　なだめながら凪は思う。……なぜ、これほどまでに怒っているのか、わからない。

　戻れと言われて、断った。

　もちろん、『今まで勘当してたくせにいきなり』とか、『顔を見たこともない婚約者がいきなり』とか、『自分に黙って親がいきなり』とか、そういうおどろきがあって、怒る以外にどうしたらいいかわからない気持ちはあるのだろう。

　けれど、それにしては、怒りすぎているような気がする。

　そこまで考え、凪は思い出す。

　そういえば、橘は須す磨まからの誘いを、言葉にして断っただろうか――



「ちぃーっす上級生でーす。橘の回収に来ましたー」



　悩んでいたところで、教室の前扉から、やけに明るい声が聞こえた。

　その上級生は長いポニーテールをぐいぐい自分で引っ張りながら、細くしなやかな手足を大きく動かして、今は橘の座っている凪の席まで歩いて来る。

　上級生が突如入ってきたのに、周囲からはおどろきもなければ注目もない。もはや教室に入ってくることに誰だれもおどろかなくなるぐらい入り浸っている先輩、和泉いずみ恋れんである。

「おはよう凪なぎくん、赤あか染ぞめちゃん、木この花はなちゃん、藤ふじ紫むらさき、一いち条じようくん。いやあ、橘たちばなが毎朝毎朝ごめんね。なんか知らないけどまたなんかやったんでしょ？　保護者として代わりに謝るから、許してほしいのさ」

「おい貴様、なぜ私がなにかしたと決めつける。というかなぜ貴様が私の保護者を気取る。ついでになぜ貴様はよその教室にずかずか入ってくる。疑問に答えろ。そして帰れ」

「いやぁ、生徒会役員としてさぼりはどうかと思うわけさ。というわけで帰れないし、橘を下級生の教室に残しておくわけにもいかないのさ。さ、帰ろう。楽しい授業があたしらを待ってるよ」

「くだらん人間の訳知り顔の間違いであろう」

　とか言いながら立ち上がる橘。

　凪は安あん堵どする。さきほどまで黙り込んでしまうぐらい不機嫌だったのだが、和泉いずみの登場によって、いつもの橘に戻っていた。

　怒りが収まったか、収められたか。

　なににせよ、いろんな意味で和泉には頭が上がらない。

「はいはい、ってなわけでまたねー皆の衆。あ、そうそう、一条くん以外の人には話があるから昼にいつもの場所集合ね」

「俺おれだけハブ!?」

「あはは。まあ、今度凪くんに埋め合わせでもしてもらってほしいのさ。ちょーっと聞かせられない話だからね」

「……またなにか事件でも？」

　一条以外、ということは、妖よう怪かいがらみの話だ。

　そしてわざわざ集合をかけられた。またなにかよろしくないことでも起こったのか、と凪は身構える。

　けれど和泉は笑い飛ばして、

「いやいや。ただの近況報告さ。こっちは色々情報が集まったし、なんかお客さんが来てるみたいだしね。一度整理とか照合とかしてみたいのさ」

「なるほど」

　確かにお客さんが来ている。

　それに、凪からしたら『昔なじみ』という感じでしかないのだが、火か車しやは本来、地獄の管理を任されているほどの大妖怪である。

　問題視されるのも、わからない話ではない。

「そういうことなら、お昼は屋上で」

「ん。じゃ、またね」

　ひらひら手を振って歩き去っていく和泉。

　橘たちばなはしかし、踵きびすを返し教室の出口まで歩いてから、ぴたりと止まって、

「凪なぎよ」

　振り返らずに、

「おまえは、先ほどのこと、どう思う？」

「……どう、っていうのは」

「いや、いい。詮せん無ないことを聞いた……のかも、しれん」

　最後まで顔は向けずに、出て行った。

　入れ違いざまに、赤あか染ぞめが帰ってくる。

「凪、やっぱり先輩になにか言ったんじゃないのか？」

「え？」

　開口一番に言われて、おどろく凪。

　赤染は中にタオルが敷かれたダンボールを藤ふじ紫むらさきに渡しながら、

「なんか、先輩の顔を見てたら、おまえが悪いとしか思えなくてな」

「……橘は、どんな顔をしてたんだ？」

「どんな顔、って」

　赤染は不可解そうに眉まゆ根ねを寄せる。

　それから、なにかに気付いたようで、考え込むように右のデコをとんとん、とんとん、人差し指でたたいていたが、

「なんか、表現し難い顔だったな。ただ、泣きそうでもあった気がする。だから、凪のせいだろ？」

「いや」

　どうだろう、と凪は悩む。

　自分は、気付かないあいだに橘になにをしていたのか。

　答えは出ない。

　けれど赤染は確信しているような口調で、

「いいや、たぶんおまえだよ。まったく度し難いな」

「……参考までに、どうしてそこまで決めつけるのか、教えてもらっても？」

「はぁ？」

　今度こそ赤染は、わけがわからないという顔をして、

「おまえのせいに決まっているだろうが。理解し難いな。だって――おまえ以外に、誰だれが先輩に泣きそうな顔をさせられるんだよ」

　さも当たり前のことを言うかのように、言った。

　一いち条じようがうなずき、藤紫も否定せずじっと凪に視線を向ける。

　木この花はなだけが、視線を逸そらして、悔いるように地面を見ている中。

　凪なぎは。

　赤あか染ぞめの言葉の意味を、理解できずに悩むしかなかった。



　　　２



「ついに学校まで出おったか、この害虫猫めが」

「わたくしがどこにいようとわたくしの自由であり、凪の隣がわたくしの居場所なので、凪のそばにわたくしがいるのは、なんの不都合もない必然ですわよ」

　目と目が合った瞬間に火花を散らさないでほしいと、凪は節に願う。

　昼休みの屋上はかしましい。

　原因は橘たちばなと火か車しやの言い争いだったり、藤ふじ紫むらさきと鵺ぬえと木この花はなが世話している小鳥だったり、赤染兄のことで話し合う和泉いずみと赤染だったり、色々だ。

　そんな喧けん噪そうの中、凪は一人困る。なんのために屋上に集まったのか、みんなちょっと目的を思い出してほしいなぁ、と。

　火車が増えたし近況報告、と言っていた。

　けれど人が多いコミュニティにありがちなことに、みんなばらばらな話題で盛り上がってしまっている。車座になっている意味があまりない。

　誰だれかがまとめるしかない。なので、気は進まないが、凪は箸はしでおかずをつかんでは弁当箱に戻すという作業をいったん切り上げて、

「みんな、いいかな？」

　軽く呼びかけてみることにした。

　すると和泉が反応する。

「ああ、ごめんね凪くん。あたしがやるべきだったのにさ。……はいはい、みんな注目注目。わかってることを話してほしいのさ」

「人間ごときに仕切られるいわれはございませんわ。貴女あなた、わたくしが誰かわかっていないようですわね？」

「火車、話が進まないから……」

「……ま、凪が言うのでしたら」

　しぶしぶ引き下がる火車はかつての橘のようで、凪はなんだか笑ってしまう。

「じゃ、集めた手前、あたしらからかね。……っても、なんにもわからないんだけどね。組織間のやりとりでわかる範囲では、木花ちゃんのことも、ぬらりひょんのことも、殺せつ生しよう石せきのことも、今までわかってることぐらいしか情報はないよ」

「兄貴は私が締め上げたが、なにも新しいことは吐かない。……だから、なにかを知ってて隠してるってことはないと思うけど」

　赤あか染ぞめ兄の赤染に対する甘さは周知の事実なので、報告の信しん憑ぴよう性せいは上がっているだろう。

　それでも――なにもないと。

　ぬらりひょんのこと。

　木この花はなのこと。

　殺せつ生しよう石せきのこと。

　その三つを結び付けられる情報は持ちえないし、それら一つ一つの情報をより深く掘り下げることもできないと、そういう結論だった。

「いやぁ、ごめんね。そんでさ、藤ふじ紫むらさき、なんかある？」

「ことりの名前をまよっている」

「……あとでじゃダメかな？」

　笑う和泉いずみ。

　藤紫はしばし沈黙していたが、彼女の中でなんらかの決定が下されたのだろう、

「藤紫は～、あかぞめについて、調べてた」

「……私か？」

　やり玉に挙げられて面めん喰くらったような顔をする赤染。

　藤紫はこくりと無表情のままうなずき、

「仮説。希望的観測。……赤染の兄が、妖よう怪かい管理の中心人物であること、それから、あかぞめが、いままで『妖怪』についてかくされてきたこと、ぜんぶあわせて、結界と結び付けてかんがえてみた」

　結びつける、というのは少々論理の飛躍に思えた。

　けれど冷静に考えれば、『この学校が妖怪を住まわせる場所として機能している理由』と、『この場所を守る責任者』の家を結び付けて考えることにそこまで不自然はないし、あるいは、藤紫しか持ちえないなんらかの情報があったのかもしれない。

　ともあれ、赤染と学校を包む結界になんらかの関係性がある、と仮定して進めていたらしい藤紫の調査は、

「あんまりよくわからない」

　それほど実りがなかったらしい。

「というわけ、でー」藤紫は『置いておく』動作をして、「今度、あかぞめを、調べたい。もとむ協力」

「……それは、必要なことなのか？」

「藤紫にとっては」

「じゃあ――まあ、いいか。できる範囲でな」

　赤染は悩んだそぶりもあったが、すぐに承諾した。

　藤紫はかすかにガッツポーズして、

「もみしだく」

　小さな小さな声で、そんなことを言った。

　……害はないだろうということで、凪なぎは特に注意しないことにする。

「で、火か車しやはどうだ？」

「わたくしの情報量にひれ伏しなさい」

　凪が促せば、むやみに高笑いなどしながら火車が反応する。そして、

「ぬえ、準備してきますねえ」

　と言って鵺ぬえが引っ込んでいった。

　……グラフとかが描いてあるボードでも持ってくるのだろうか。

　けれど火車は鵺を待つ様子もない。

「とは言え、わたくしの持っている殺せつ生しよう石せきにまつわる情報はすべて凪に渡してありますし、やはり――ほかに殺生石の反応も見られません」

「『ほか』？」

　和泉いずみが首をかしげる。

　火車は不自然に沈黙する。

　と、そこに、鵺が扉を開けて帰ってきた。

「ぬえー、お待たせして申し訳ないですよう。申し訳ないついでに、橘たちばなさん、木この花はなさん、火車ねえさまから贈り物があるので、こちらに来てほしいのですよう」

「……貴様から施しを受けるいわれがない」

　橘が警戒もあらわに火車を見る。

　火車は余裕のある表情で、

「あらあら、度量が知れますわね。毒であれ薬であれ、見もせずに受け取りを拒否するとは、子こ狐ぎつね、貴女あなた、わたくしが怖いんですの？」

「……誰だれが誰を恐れていると？」

「貴女が、わたくしを、ですわよ。……ま、認めたくないならばよろしいでしょう。鵺、せっかくの贈り物ですが、さげて――」

「受け取ろう。行くぞ、木花」

「うっ、うん……」

「では、ご案内しますねぇ。みなさんにはちょっとだけ待っててほしいんですよう」

　というわけで挑発に見事引っかかった橘は、木花を引き連れ鵺について校舎に入っていった。あまりの単純さに凪は思わず頭を抱える。

　そして、三人が出てしばらくたってから、火車がようやく口を開く。

「木花、でしたかしら、あの眼帯子狐」

　火車の猫のような瞳ひとみが細められる。

　凪なぎは理解する。あまり面白くない話がこれから始まるのだ。

「わたくしはかつて、殺せつ生しよう石せきに妖よう力りよくを吸い出され、暴走しかけました。……その体験をもとに、殺生石の気配のようなものを探っていたのですけれど……木この花はなさん以外に、この街には殺生石の反応はありませんでしたわ」

「……木花に殺生石？」

　思わず聞き返す凪。

　聞き間違い、あるいは火か車しやの言い間違いを期待していた。

　しかし、

「間違いありませんわ。それも、わたくしが妖力を吸い出された殺生石など比べ物にならぬほど、大きな気配ですわ」

　火車は断言する。

「……そもそも、殺生石自体、正体のわからぬもの。隠いん蔽ぺい方法があるやもしれませんし、本来は気配を発しておらず、いざ活動の時だけあの禍まが々まがしい空気を醸し出す類たぐいの呪じゆ具ぐかもしれません。けれど、現状、わたくしにできる範囲の調査で判明したことは、二つ。一つは、木花さんが少なくともわたくしがかつて身に着けたものよりも五倍以上は強力な殺生石を所持していること。そして、ぬらりひょんおよびその組織の建物に、わたくしが感じられる殺生石の気配はないこと、ですわ」

　……一番最初に、火車から語られた仮説。

　そして、『十尾の狐きつね』という言葉。

　なにより――九きゆう尾びの狐である凪が苦戦した相手を退けた、木花。

「……前に話してた『殺生石を身に着けても暴走しない妖よう怪かい』が木花で、木花に殺生石を埋め込んだやつがいて、そいつには木花を『十尾の狐』にする目的意識があった」

　凪は情報を整理する。

　けれど、大事な部分が抜けていて、気持ちが悪い。

「そうだ、『誰だれ』が、『なんの目的で』そんなことを？」

「『誰』を今さら聞きますの？　凪らしくもない。それに、『誰』がわかれば、『なんの目的で』もわかりそうなものではありませんかしら？」

　火車が片目を閉じて歌うように言う。

　その言葉を引き継いだのは、藤ふじ紫むらさきだ。

「……よくわかってる。『彼』は妖怪の頭領。百鬼夜行を率いる者。……でも～、闇やみが消えて、人間の支配がゆきとどいた今の世界、では、百鬼夜行は呼べない。……妖怪は堂々と夜を謳おう歌かできない」

「思い出してくださいませんこと？　なぜ、『彼』は地獄という牢ろう獄ごくを引き継ぎ、その中に人間界に害を及ぼしそうな危険な妖怪を捕え、地獄から現世に閉じる門を自分たちで管理しているのですか？　貴方あなたとわたくしで平定した妖よう怪かいたちは、地獄という環境に不満を持ち現世で人間を支配することを望んでいたのではありませんでしたか？」

「藤ふじ紫むらさきも、やったことある。……妖怪は存在意義で生きる。『ぬらりひょん』の存在意義は妖怪の頭領。でも、今の世界では、存在意義を満たせない。満たせないなら、妖怪はなにをする、か」

　……藤紫と出会った九月のある日を思い出す。

　その時、藤紫は、この学校の体制に不満を持つ妖怪を率いて、人間を支配しようとしていなかったか。

　つまり、木この花はなに殺せつ生しよう石せきを埋め込んだのはぬらりひょん。

　そしてぬらりひょんは、九きゆう尾びよりも強い十尾の狐きつねを作り出し、その十尾を利用して、人間界を支配しようとしている？

「……いや、それはおかしい。あんまりにも作戦として穴がありすぎる。だったら、なぜ木花を俺おれにあずけたんだ？　俺にあずけて、どうするつもりだったんだ？」

　確かに九く条じようによりぬらりひょんの組織は深刻なダメージを受けていたかもしれない。

　けれど、それでも、人間界支配のための虎とらの子である木花を、わざわざあずけたりするだろうか。……凪なぎは考える。自分がぬらりひょんの立場であれば、絶対に木花を手放すようなことはしない。ならば、ほかになにか理由があるはずだ。あるいは、ほかに犯人が、『誰だれ』にあたる人物がいるはずだ。

　けれど、

「時間切れですわ。……眼帯子こ狐ぎつねに話すかどうかは、凪に任せます。わたくしは、言ってもいいと思っているのですけれど。あんまりにも平和な頭をしていて、少しにおわせたぐらいではわからないようですからね。言うならば、はっきり告げるしかないでしょう」

　それきり、他ひ人と事ごとみたいに話題を打ち切ってしまった。

　重責に打ちひしがれる。……言ったらなにが起こるのか。言わなければなにが起こるのか。わからないことが多すぎて判断がつかない。

　凪がうつむいていると、屋上の扉が開いた。

「ぬえ、そろそろ限界なのでお二人をお連れしましたよう」

　と言いながら出てくる鵺ぬえ。……どうにも、今の話をするため、火か車しやが命じた人払いだったらしい。

　しかしこれは、完全に橘たちばなの単純さ頼りの作戦だよなぁ、と思う凪。

　だが、鵺に続いて屋上に出てくる二人を見て、野暮なつっこみは頭から消し飛んだ。

　ゴシックロリータ姿。

　屋上に出てきた二人は、冬の冷たい風にたっぷりフリルの服装を揺らしながら、わざわざ身に着けたらしいリボンが飛んでしまわないように手で押さえている。

「どうだ凪なぎ。着てみろ着てみろとちんちくりんがあまりにしつこいでな、着てやったが、なかなかのものであろう」

　いつかも思ったことだが、橘たちばなは洋装が似合う。

　普段和服を好んで着ているが、金髪に黄金の瞳ひとみ、透き通るように白い肌をしている橘は、こういうドレスじみた服がとてもよく似合っていた。

　さらに橘の妹と言われても信じてしまうぐらいに似ている木この花はなも似合うのは同じで、しかもこちらは左目につけた眼帯とおどおどして表情もあって、退廃的な雰囲気が強い。

「……っていうか、なんでいきなり、ゴスロリをプレゼントしようって思ったんだ？」

　直視するのに恥じらいを覚えるレベルで似合っている二人から目をそらし、凪は火か車しやに水を向ける。

　火車は不思議そうな顔をしたあと、

「ああ、貴方あなたはあの時寝ていましたものね。いえ、そこの眼帯子こ狐ぎつねがわたくしの服に興味を示したので、わたくしも布教のために、あと、貴方をおどろかせるために、着せてやろうと思いましたのよ」

　凪は思い出す。そういえば火車、人をおどろかせるのが趣味だったような。

　前に鵺ぬえに会いに地獄から出てきた時も、ひとサプライズ入れていた。

「……ええと、なんか悪いな」



    

  
    
      



    

  
    
      「いえ、弱者に施しをするのは、強者の務めですわ」

「というか凪なぎ、くるくる女とばかり話しておらんで、なにか私に言うことはないのか」

「いや、その……異常に似合ってる」

「なんだ『異常に』とは。褒ほめておるのかけなしておるのかわからんではないか」

「……ごめん。似合ってる。すごく、似合ってる」

「凪？　わたくしには言ってくれたことがないように思うのですけれど？　わたくしも似たような服を着ておりますのよ？」

　凪があんまりにも照れているのが面白くなかったのだろう。火か車しやがずずいと凪の視界をふさいだ。

　しかし橘たちばなはわざわざ凪のほうまで歩いて火車を押しのけ、

「そこはそれ、素材の差というやつであろう。おとなしく負けを認めよ。さもなくば負けを認めよ」

　選択肢が見当たらない。

「素材の差、と言うのであれば、わたくしも今度、貴女あなたのような和服を着て見せてさしあげますわ」

「ふん、よかろう。その挑戦受けて立つ。なぜならば、なにをやろうが私の価値は揺るがんからな！」

「口ばかり達者ですわね。よろしいですわ。その口、実力と美び貌ぼうでつぐませてさしあげましてよ」

「……こりゃあ、今日の報告会はお開きかね」

　和泉いずみが苦笑している。

　凪は様子を見る。にらみあう橘と火車。おろおろする木この花はな。その木花の服装を見つつまさぐる鵺ぬえ。藤ふじ紫むらさきは小鳥の世話に戻っているし、赤あか染ぞめはため息をついている。

　確かに報告会は終わりらしい。

　凪は無駄だろうなと思いながらも周囲に呼びかけるように、

「じゃあ、午後の授業に間に合うように、食事をとろうか。……あ、一いち条じようとか呼んでも平気かな？」

「ちょーっと、部外者がいるからおすすめできないかな」

　そういえば火車がいた。

　もう、火車も生徒になっちゃえよ、とか凪は思う。けれど、だめだ。

　火車には、地獄の管理という役目がある。

　けれど、もし仮に、妖よう怪かいが本当に人間と共存できるようになったら、『地獄』なんて牢ろう獄ごくは必要なくなって、火車も橘や和泉と一緒に、机を並べて授業をできるようになるかもしれない。

　そのためには――ぬらりひょんが抱いているかもしれない『人間世界の支配』という目的を、どうにか、くじかなくてはならないだろう。

　くじく。

「……結局俺おれは、なにもできそうもない……」

　こと情報収集のフェーズにおいて、凪なぎは無力極まりない。

　誰だれかに聞かせるつもりのあった心情の吐露ではなかった。

　けれど和泉いずみは耳ざとく、優しい。

「じゃあさ、凪くん、『九きゆう尾びの狐きつね』とか『妖よう狐こ』について、ちょっと調査してみたらどうかな？」

「……調査、って？」

「本を読んでみるとか……あ、うちの会長に聞いてみるとかさ。今回の件、どうにも『妖狐』が深くかかわってるぽいじゃんさ。普通の妖狐についてならうちらの組織も結構まとめてると思うし、それに、九尾の狐については、凪くん、知ってるでしょ？」

「まあ……」

　知ってはいる。

　けれど――最近、おかしい。

　自分は九尾の狐であり清きよ原はら凪である。受け入れたし認めたし、『そういう存在』としてこれから生きていこうと決意もした。

　なのに、薄れていく。

　自分は九尾の狐だということが、まるでただの情報であるかのように。あの、燃えるような地獄で過ごした日々が、幼い日に読んだ寝物語のように――どんどんどんどん、『他ひ人と事ごと』になっていく。

「……じゃ、凪くん、会長には放課後話せるように言っとくね」

「えっ？　あ、はい、すいません」

「私も同席しよう。兄貴は、どうにもおまえに対して素直じゃないみたいだからな。私はいるだけのつもりだけど、おまえと一対一よりは話がしやすくなるだろう」

「ああ、助かる」

　思考を切り替える。

　現実を意識する。

　昼休みはもう十分も残っていない。橘たちばなと火か車しやが言い争っている。藤ふじ紫むらさきが小鳥を手に乗せてなにかささやきかけている。鵺ぬえが火車にだきつき、木この花はなが橘の背に隠れる。赤あか染ぞめがほほえんで、和泉は苦笑いしている。

　一度死んだ清原凪が、九尾の狐を体に宿して獲得した日常。

　人間に絶望しきれなかった九尾の狐が、清原凪を通して見る日常。

　どちらでもなく、どちらでもある。

　だからあいまいなままでいいし、迷い続けるままでいい。

　なのに、今さら、すでに乗り越えたはずの根本的な問いかけが、頭にこびりついて離れない。

　九尾の狐きよはらなぎは思う。

　――俺おれはいったい、誰だれなんだ？
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「もしかしたら私は、はめられたのではないか？」

「突然なにさ」

　橘たちばながまたわけのわからないことを言いだして、和泉いずみ恋れんは苦笑いした。

　この七尾の狐きつねには、けっこうそういうところがあって、会話の流れとか関係なく、ふと思い出したようになにかに気付く。

　今もそうだ。授業と授業の間の十分休み。座っている橘を囲むように、木この花はな、姑う獲ぶ鳥め、飛ひの縁えん魔まとともに和泉恋も集まって他愛たわいない話をしていたのだが、今まで押し黙っていた橘が唐突に言いだしたのだ。

「いや、あのくるくる女めが、服を寄越したであろう」

「くるくる女ってなんだよ」

　橘の発言になにか思うことがあったのだろう。不機嫌そうに髪の毛をいじっていた飛縁魔が、好意的ではない感じの目を橘に向けた。

　けれど橘は飛縁魔を一いち瞥べつしただけで、視線を和泉恋に戻し、

「あれは私に恩を着せ、なにか重要な時に『このあいだ服をあげたから』ということで言うことを聞かせる作戦なのではないかと、気付いたのだ」

「あはは……それは、ないんじゃないかな……」

　火か車しやが橘と木花に服をあげたのは、両名を話し合いの場から遠ざけるための配慮だ。

「しかし、あやつはなにかにつけて凪なぎを狙ねらってくるでな。油断はならん。……それに、あやつは、私よりも凪の役に立っているでな。……私にはどんな働きができるだろうか」

「……おねえちゃん、前からずっと、いってるの」

　木花が、つらそうな顔でそっとつぶやいた。

　和泉は困って笑う。役に立つとか、どんな働きができるだろうかとか。橘はとてもつまらないことを言っているけれど、うまく言葉で納得させてやることはできそうもない。

　役に立つ立たないではない位置に橘はいるのだと、和泉恋は思っているし――役に立つ立たないを論じるならば、下には下がいるのだ。

　たとえば、自分みたいな。

　まあ、『自分のほうが……』みたいなことを言ってもしょうがないので、笑うしかないのだが。

　和泉いずみ恋れんは思いを強くする。これは、しっかりと応援してあげなきゃなぁ、と。

　九月、九く条じようと凪なぎが戦う時、橘たちばなを凪のもとへと送り出してから、自分の役目は橘と凪の応援だと、和泉恋は認識しているのだった。

「バッカじゃねーの」

　和泉が苦笑いする横で、飛ひの縁えん魔まがいらだたしげに吐き捨てた。

「こらこら飛縁魔さん、あんまりそういうことを言ってはなりませんよ？」

　姑う獲ぶ鳥めがおだやかに微笑ほほえみながら、柔らかく注意をする。

「なにその『役立つ』って。意味わかんないんですけど。むしろ古臭いんですけど」

「おまえはちゃらちゃらしておるからな……」

　ふぅ、と物憂げに息をつく橘。

　和泉恋はささやかにおどろく。からんできた飛縁魔につっかかっていかないあたりに、橘の懊おう悩のうの深さが見てとれたからだ。

「うるせーし。ったく、なんかなぁ……」

「飛縁魔さん、いらいらしないで。それとも愛が足りませんか？」

　そう言って姑獲鳥が両腕を広げた。

　飛縁魔はさっと姑獲鳥の手のとどく範囲から逃げて、

「つ、つーか橘、らしくないんだよ、アンタ」

「なんだ。貴様ごときに私のなにがわかると言うのだ。一文字以内で答えろ。さもなくば帰って寝ていろ」

「できるもんならアンタがやってみろっつーの。……あのさぁ、人間、いるんだよ？　人間の前で弱音吐くとか、アンタらしくないと思わねーのかよ」

「はぁ、私はおまえが羨うらやましいぞ、飛縁魔」

「……なにがだよ」

「いやな、人間だから、とか。妖よう怪かいだから、とか。そういう単純なことで敵味方を判別できるのが心より羨ましい。私は最近迷っておるでな……世の中、二つに分けることができれば、これほど便利なことはないのだがなぁ……」

「なんだそれ」

「わからんであろう。ま、おまえには永久にわからんかもしれんな……」

　ふぅ、とため息をつく橘。

　和泉恋は苦笑いする。これは、本当に、重症かもしれない。

「なんなんだよもう！」

　飛ひの縁えん魔まも、いつもと様子の違う橘たちばなを相手に、調子が狂っていらいらしている様子だ。

　和泉いずみ恋れんは姑う獲ぶ鳥めを見る。

　姑獲鳥もまた、和泉恋を見て困ったように笑っていた。

　今の橘や凪なぎの状態と言い、放課後の生徒会長からの情報収集と言い、なんだかひどく前途多難だった。
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「まさかなんの対価もなしに情報が得られるとは思っていないだろうな？」

　と言われてしまえば言い返せない。確かにただで色々教えてもらうというのは普段から凪が気に病んでいることではあるし、赤あか染ぞめ兄とはそこまで仲良くもない。

　そもそも、『妖よう狐こと九きゆう尾びのことを知りたい』という願いを聞いてもらったのも、赤染妹の尽力あってのことだった。

　というわけで、生徒会長赤染頼平に話を聞きに行った凪一行は、その足で体育館まで来ていた。

　次第に気温が上がっている。

　三月は、すぐそこまで迫っている。

　というわけで毎月のようにイベントが開催されるこの学校は、二月もまだ終わらぬうちから三月のイベントに向けて準備を進めていた。

「……今年は生徒からの要望が多かったバレンタインをやったせいで、ホワイトデーもやらねばならなくなった」

　恨みがましく言いながら、生徒会長は体育館の舞台側へと歩いていく。

　そのやけに背筋の伸びたいい姿勢を体育館の入り口側から、凪、橘、木この花はな、和泉、赤染はそれぞれの表情で見ていた。

　ちなみに凪は苦笑いしている。

　なぜかと言えば、

「さて、これから君たちに支払う情報の対価として、君たちには『図面通りに椅い子すを並べてみて実際に何個並ぶか』をやってもらいたい」

　ようするに、舞台下の収納スペースから椅子を出して並べ、それから数と距離を確認後またしまう、というなかなかめんどくさい作業をこれからやらされるのだ。

　凪、橘、木花、和泉、赤染兄妹の、六人で。

「凪よ、現場指揮は私に任せるがいい」

　訂正。凪、木花、和泉、赤染兄妹の、五人で。

　橘は相変わらず肉体労働をやる気がない。

「……情報がいらないなら好きにさぼるといい。妖よう怪かいにはわからんかもしれないが、人間は普通、働いた対価としてほしいものを手に入れる。……ああ失礼、妖怪には、と言うよりも、獣には、と言ったほうがいいか」

「我ら妖よう狐こをただの狐きつねも同じと愚ぐ弄ろうするか」

「力で奪うのは獣だろう。なにか間違いがあるならば言いたまえ。言葉で」

「っぐ、ぬ、ぬ……」

　橘たちばなが言い負かされているのを見て、凪なぎは生徒会長の恐ろしさを初めて目まの当あたりにしたような気がした。

　というわけで六名での作業が始まる。

　妹のほうの赤あか染ぞめが指揮する立場に据えられ、言われるがままに椅い子すを並べていく時間が十分ほど続いた。

「……なぜ、私が、あの小娘の、下働きのようなことを、させられているのだ……！」

「まあまあ橘。たまにはこういう作業もいいもんだと思うよ？」

「橘おねえちゃんはやすんでてもいいよ……？　木この花はな、がんばるから……」

「……くそう」

　というやりとりがあったりしつつ、一応作業は順調に進み、椅子を並べ終えあとは片付けるだけという折り返し地点へと差し掛かったところで、

「座れ」

　いったん図面通りに並べ終えた椅子、たくさんある車座に並べられたブロックの一つに腰かけて、生徒会長は正面の席を示した。

　凪が従い、その周囲に橘、木花、和泉いずみ、赤染も座る。

「妖狐について聞きたい、だったか」

「あ、はい……」

　凪は思わず姿勢を正して、ちらりちらり、左右にいる橘と木花を見る。

　生徒会長は腕を組んで、

「とは言え、既知のこと以外で語るべきところはないな。群むれで暮らし、血統を重んじ、尾の数で強さが決まる。……長の子同士の婚姻は群の拡張のために行われ、そうして群をどんどん拡大していく。外から観察してまとめた資料はこの程度だが、妖狐本人ならばもっと知っているのではないか？」

「……ふん」

　橘は不機嫌そうに鼻を鳴らすだけだった。

　凪は判断する。ということは、生徒会長の説明でおおむねすべてということだろうか。

「それよりも、我々は『九きゆう尾びの狐』について知りたい」

「情報を提供する代償を要求しておきながら特に目新しい情報もなく、さらに九尾の情報をよこせ、とは。ずいぶんと面の皮が厚いことじゃのう」

　橘たちばなが反撃とばかりに口を開いた。

　けれど生徒会長は動じない。

「求めには最大限応じた。妖よう怪かい相手に、人間が、だ。本来ならばありえないことだが、妹の頼みなので渋々情報を吐き出した。こちらの労苦の代償は労働で支払ってもらっているが、君たちを特別扱いする待遇の代償は情報で支払ってもらおうという話だ」

「そもそも、貴様はなぜ人間のほうが偉いかのような立場でものを語る？」

「その話はやめよう、妖よう狐こ。君と我々では、議論にならない。時間の無駄だ。我々にとって、人間が妖怪より勝っているのは厳然たる事実だが、君らにとっては違うのだろう？　理解しようという気が起こらない。君もおそらく同じ心境だと思う。よって、この議論は無駄だ」

「貴様より我ら妖狐のほうが優れていると、証明するのはたやすいのだぞ」

　にわかに緊迫し始める空気。

　けれど、やはり生徒会長は動じない。

「力では、妖怪はおろか、ただの狐きつねにすら劣る脆ぜい弱じやくな生き物。それが人間だ」

「……」

「けれど、人間は知恵と結束で『闇やみ』を克服し、獣から土地を勝ち取り、今では世界を支配している。妖狐よ、君は私を殺せるだろう。だが、それがなんだ？　妖怪は一枚岩にはならない。そして、妖怪単体の能力では人間社会を覆せない。だから、妖怪が人間を真の意味で支配し、表の世界に跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする方法は二つきり。すべての妖怪が団結して人間に対抗するか、個体で人間すべてを相手取れる妖怪が生まれるか、その二択だ。さて、君はどちらだろうな、妖狐。すべてを率いる者か、すべてを滅ぼす個体か」

「……」

　橘が悔しげに黙った。

　確かに、橘は集団を率いるタイプでも、個ですべてを圧倒するタイプでもない。

　しかし、凪なぎは思う。『個ですべてを圧倒する』など、不可能だ。

　実際、九尾の狐じぶんには、できなかった。

　地獄から出て、鬼と人間に、負けたのだ。

「ああ、失礼、二つきりではなかった」

　生徒会長は平へい坦たんな声こわ音ねで言う。

「もう一つあったな。――伝承に残る『九きゆう尾びの狐』は、その手練手管で国のトップを籠ろう絡らくし、内部から瓦が解かいさせたと聞く。……さて、ここで疑問なのは、九尾の狐は女のはずだ。なぜ、君は男なのだろうな、清きよ原はら凪。そして、なぜ君は、国家元首の傍かたわらでも国のフィクサーの隣でもなく、ただの高校生として妖狐のそばにいるのだろうな？」

「……だろうな？　って言われても」

　普通に小学校とか中学校に通って、『家から近い』という理由でこの高校を受験して、合格して、そして――橘たちばなに出で逢あって、今に至る。

　思惑はない。

　それに、

「その伝承に出てる『九きゆう尾びの狐きつね』と俺おれは、別物だ。少なくとも、俺に国を瓦が解かいさせた記憶はない」

「殺せつ生しよう石せきに封じられた記憶もか？」

「……ない、けど」

　そういえば、伝承の中で人間に追い詰められた九尾の狐は、殺生石に姿を変えて沈黙したという話になっている。

　九尾の狐と殺生石。

　……関連が深い二つの要素が、今もまた、並んでいる。

　九尾の狐とはなんなのか。殺生石とはなんなのか。

　たぶん、それらの疑問が氷解すれば、『妖よう狐こ』と『九尾の狐』の違いも、わかる……の、だろうか？

「仮説はいくらでも立てられるが、君たちにとって有益な情報を、どうやら我々は持ちえないようだ」

　生徒会長は立ち上がる。

「まあ、好きに行動したまえ。……どうせその時が来れば、我々人間が勝利する。これは確定事項だ」

「その時？」

　凪なぎが問い返す。

　生徒会長は今まで座っていた椅い子すを片付けながら、

「君たちが今かかわっている問題が深刻に顕在化し、抜き差しならぬ状況になった時、我々には人間を守る用意がある、ということだ」

　ちらり。

　表情の動かない生徒会長にしては珍しいぐらいに、なにかをこらえるような、苦しげな顔で、赤あか染ぞめを見て、

「……人間全体の存亡のためならば、個人の自由意志など取るに足りない些さ事じだからな」

「ん？　どうした兄貴？」

「いや……いや、そうだな。九尾、せいぜい努力しろ。三尾の正体を知り、殺生石のなんたるかを知り、九尾と殺生石の関係性を知り、何者かの野望を砕いてみせろ。……そして、犠牲を払わせず我々を勝利させるならば、我々はおまえを認めてやってもいい」

「なぜ凪なぎが貴様なんぞに認めてもらわねばならん」

　橘たちばながかみつく。けれど、生徒会長は無視して椅い子すの片づけを続行する。

　橘がいい加減本気で怒りそうだったのを止めたのは、和泉いずみだった。

「まあまあ、生徒会長もさ、橘と一緒で、ちょっと言葉に難があるのさ」

「なぜ私をあやつと一緒にする!?」

「素直じゃない、って意味で一緒だろうに」

　赤あか染ぞめが椅子を片付けながら、少しだけ微笑ほほえんで言った。

　橘はその態度が気に食わなかった様子だが、同時に毒どく気けを抜かれもしたようで、

「……もう良い。結局、働き損ということはわかった」

「労働などそんなものだ」

「させた本人がなにを……！」

　赤染兄の発言にまた切れそうになる橘。

　さすがに見かねて、妹のほうが口を開く。

「……兄貴、理解し難いよ。なんで先輩や凪に対して、そういちいち神経を逆なでする言い回しを選ぶんだ？　なんかされたのか？」

「こいつらは敵だからだ。りっちゃん、今は理解できないかもしれない。でも、そのうちわかる。我々兄妹にとって妖よう怪かいっていうのは、どうしようもなく不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だということが」

「……理解し難いんだけど。妖怪が実は両親の仇かたきとかそういう話でもあるのか？　だとしても、度し難いよ。たぶん、凪も先輩も無関係だろうに。一人の妖怪が敵だから、妖怪すべてが敵だ、っていうのは、ちょっと差別的すぎる」

「いいや、間違っていない。妖怪というのはおしなべて、りっちゃんを害する可能性がある敵だ」

「……どういうことだ？」

「……それは言えない」

　生徒会長はちらりと凪を見る。

　しかし凪は理由が思い至らない。それとも生徒会長は、凪が赤染を害するなんらかの目的をもって赤染に近づいた、とでも思っているのだろうか？　さすがにそれは、濡ぬれ衣ぎぬすぎるのだが。

「……ともあれ、ホワイトデーは図面通りに椅子を並べればいいことがわかった。協力、感謝する。今回の取引は以上だ。またなにかあったら言え」

　生徒会長は強引に話題を打ち切り、黙々と椅子を片付ける作業に戻った。

　凪もやっと立ち上がりながら、座っていた椅子を持ち上げ、運ぶ。

「……なんでこんなに敵視されてるのかな」

　誰だれにともなく放ったつぶやき。

　反応してくれたのは、やはり、和泉いずみだった。

「案外、妹をとられるって思ってるだけかもね」

　笑って和泉が言うので、凪なぎにも冗談であることがわかった。

　……いや、本当に、そんなしょうもない理由で敵視されているだけならば、むしろ嬉うれしいぐらいなのだが。

　現実はきっと、もう少し非情なのだろう。

　根拠もなくそう思ってしまうのは、たぶんまだ、風邪の余韻でネガティブになっているから。

　思いながら、凪は片付けを続ける。

　そして隣に来た橘たちばなに、ふと質問。

「なあ、橘」

「どうした？」

「『妹』って、どんな感じだ？」

「……人間の枠にはめるな。私と木この花はなは、姉や妹などという軽い関係ではない。これは、そう、同じ生命を共有しているような、そんな強い結びつきなのだ」

　どうにも今の橘は、人間嫌いモードに入っていてあんまり話にならない。

　凪は笑って、どうなだめるか考える。

　そして、やはり、頭にまとわりつく問題がある。

　自分は、どちらなのか。

　人間も悪くない、と人間側から言えばいいのか。

　それとも同じことを妖よう怪かい側から言えばいいのか。

　わからなくて、苦笑するしかなかった。
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　調子に乗って活動しすぎたら、風邪がぶり返した。

「愚か者め」

　橘の声に返す言葉もなく、凪はベッドの中で咳せきをするだけだった。

　すでに夜。木花は先ほどまで凪の部屋で心配そうにうろうろしていたが、体力の限界だったのだろう。今はもう眠ってしまった。

　だから、部屋には二人。

　風邪をぶり返して、ベッドの中で上体を起こし、申し訳なさそうに橘を見る凪と。

　あきれたような表情で凪のために白さ湯ゆを給仕する橘だけだ。

「……橘たちばな、大丈夫だよ。普通に寝てればたぶん、明日の朝までには治るから」

「油断していると死ぬぞ」

「死なないよ！」

　どんな重病だと思われているのだろうか。

　ただの風邪のはずなのに。

「とにかく、橘も、ごほっ」

　大きな声を出したせいでまた咳せき込こむ。

　橘はそっと凪なぎの背をさすりながら、

「だいたいな、凪よ、風邪と言われてもわからんのだ」

「……ひいたことないのか？」

「妖よう怪かいは風邪などひかん」

「……」

　そういえば自分も、これが初風邪だったことを凪は思い出す。

　人間ならば、普通にひくものも、妖怪はひかない。

　しかし、今、妖怪でもある自分が風邪をひいたのは、どういうことなのだろうか。

　凪は想像する。けれど、結論は一つしかない。

　清きよ原はら凪は、いつしか、人間になっていた、のだ。

　……少しの疑問を感じて、凪は手のひらに小さな炎を発生させてみる。

「ぬお、どうしたのだ」

　火が出て、橘をおどろかせてしまった。

　慌てて消して、凪は「いや」とかぶりを振る。

　まだ、妖よう狐こだ。

　自分の体の変化がよくわからない。

　けれど、それ以上に、心の変化がよくわからない。

　人間に近づいて――妖怪はひかないという風邪をひいて――自分は、喜ぶどころか、妖怪としての力をなくすことを、惜しい、と思ってしまった。

　かつての清原凪からは考えられない。

　あるいは、かつての清原凪もまた、いざ妖怪としての力をなくせば、口では『普通の人間になりたい』と言いながらも、惜しいと感じていたのだろうか。

　わからないことだらけで、頭が痛い。

「なあ、橘、本当に妖怪は風邪をひかないのか？」

「……さて、すべての妖怪がそうだ、とは私も言えんが。少なくとも妖狐はそのはずだ」

「そうか……」

「しかし、九きゆう尾びの狐きつねと八尾以下の妖狐とは、なにか違うようではあるし、結局、おまえの体調についてはわからんな。だから私は、私なりにおまえを看病するだけだ」

「まあ、そんな意気込むような重病じゃないからな？」

　凪なぎは苦笑いする。

　けれど橘たちばなは真剣な顔をして、

「意気込むもなにも、どのぐらいつらいのか、どのぐらい長引くのか、私にはわからんのだ。不安に思ってなにが悪い。……おまえの体のことを、私が不安に思うのは、いけないことなのか？」

「……いや、ありがとう」

「なんなら、風邪ももらってやる」

　そう言って、橘は凪の毛布の下にある脚の上に座る。

　それから、まるで内緒話でも打ち明けるように顔を近づけ、唇を重ねた。

「……」

　唐突なことに、凪の頭が止まる。

　橘の唇はすぐに離れた。……ついばむような口づけだったけれど、凪の時間を止めるには十分すぎる威力で、凪は無言で橘をまじまじ見るしかできなかった。

　橘はそっと凪から離れて背を向ける。

「わ、私でも、おまえの役に立てる……」



    

  
    
      



    

  
    
      　もごもごと、凪なぎには背を向けたまま、橘たちばなは言う。

　凪は、やっぱり、ぼんやりと橘の金髪を見ているしかできない。

「こんなことでしか役に立てんかもしれんが、それでも、私は、役に立てるのだ……」

「……橘？」

「なあ、もしも私が、あの元婚約者の言うとおり群むれに戻ると言ったら、凪、おまえはどうする？」

「……」

　凪は考える。

　ここに残ることと、群に戻ること。どちらが橘にとって幸せなのか。

　……わからない。

　もっと言えば、自信がない。

　ここにいれば幸せになれる、自分のそばなら橘は困らない――そう言ってやれるほど、今の凪は『自分』というものを確立できていなかった。

　だから、

「俺おれの願いは、橘の幸福だ。……だから、どっちでも、橘が幸福になれると思うほうを、選んでほしい」

「……そうか」

　橘が、一歩前へ進む。

　そちらには、部屋の出口がある。

「では、早めに眠れよ」

　ぱちん、照明を消して、橘が部屋から出て行く。

　……なにかが、かみ合っていない。

　どこかで、すれ違っている。

　今朝、橘があんまりにも憤慨していた本当の理由を、凪はまだわかっていない。

　けれど、考えてもわからない。

　暗い部屋の中で、どうしたら橘のためになれるか考えたけれど、答えは見つからず。

　眠りに落ちることもできず、凪は朝を迎えることになった。



    

  
    
      三章　後に思えば、結末の前のささやかな亀き裂れつ
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　凪なぎはまた風邪を長引かせた。

　なので凪は今日、学校をまた休んだ。橘たちばなはその看病で一日を終えた。

　看病疲れを癒すため木この花はなと一緒に湯船につかりながら、橘は思う。

　いつもいつも、凪は意味のわからないところで無理のしすぎだ。というかどれだけ凪の中で『学校』の優先度は高いのだ。これ以上凪が学校のせいで無理をするようならちょっと燃やしてきてやろうか。

「橘おねえちゃん、お湯、熱いよ……」

「む？　おお……すまんな」

　膝ひざのあいだに抱え込んだ木花から文句が。

　メラメラと気炎を燃やしているうちに、めらめらと実際に炎を燃やしてしまっていたらしい。確かにちょっと熱い。

「まあ、温まったであろう。そろそろ体を洗うぞ。湯から出るがよい」

「うん……」

　木花が足のあいだから抜けて、洗い場に出る。

　橘も追って、木花を椅い子すに座らせると、その背後に膝をついた。

　それから、体洗い用のスポンジにボディーソープを出す。

　橘は思う。押すだけで洗剤の出るこれは大層な発明品だ。けれど、もう少し、においのないものはないのだろうか。妖よう狐この鼻に人間用に調合された『いいにおい』は少しきついのだ。

「体を洗ってやる」

「う、うん……で、でも、くすぐったくしたら、やぁよ？」

　木花が体を固くした。

　正面に見える鏡には、眼帯に隠れていないほうの目をぎゅっと閉じる顔が映っている。

　橘は木花の態度に笑い、スポンジを木花の体に押し付けた。

　……と、その前に、洗う予定でまとめずにいる髪を軽く頭の上にまとめてやる。

　橘自身も相当髪が長いほうなので、

　まあ本当は、体の手入れなどしなくても、妖よう怪かいなので気合一つで最高の状態を維持できるのだが。

　それでも橘たちばなは、可能な限り凪なぎの思う『人間』の風習に合わせて行動することを心がけている。

　妖よう怪かいは、便利だ。妖よう力りよくが不足していたり呪じゆ術じゆつ的な後遺症でもないかぎり、汚れも傷もたちどころに治る。

　しかし――橘は、木この花はなの背中を撫なでながら、思う。

　この傷は、なんなのだろうか？

　木花の背中には、いたるところに傷跡があった。

　遠目にはわからないぐらいにうっすらと、しかし、近くで見れば大きな傷跡だ。

　癒えないものかと、少しだけ妖力を込めて撫でていく。……けれど、橘に治ち癒ゆの技は使えない。吸い取られるような感覚はあるが、傷跡の状態は変わらない。

「橘おねえちゃん、く、くすぐったいよう……」

「む、悪い」

　くすぐったがらせるだけが精いっぱいだった。

　……橘は、自覚している。自分があまり他者に気をつかわずに生きていることを。

　けれど木花の背中にはしる傷跡は、橘でも気をつかって聞き出せないほどに痛ましい。

　きっと、木花の持っているであろう秘密とつながる傷跡。

　この傷跡について木花を問い詰めれば、凪の役に立つ情報が手に入ると思うのだが。

　どうにも、この傷について問い詰めることは、文字通り木花の古傷をえぐることになってしまいそうな気がして、問い詰められずにいた。

　そんなことで悩んでいる橘を、木花はどう思ったのか。

「……橘おねえちゃん、元気だして」

「む？」

「凪おにいちゃん、橘おねえちゃんのこと、きっとすきだよ？」

「……」

　今、橘が気にしていたのはそこじゃない。

　しかし――そうか、と橘は納得した。最近の自分は、木花に気をつかわせてしまうほどに悩んでいたのか。

「あ、でも、こ、木花、あんま、ほかのひと、しらないから……ひょっとしたら、橘おねえちゃん、ほんとは、元気なのかも、だけど……」

「……ほかのひと？　……そういえば木花、おまえ、妖よう狐こなのに群むれでの生活はしたことがないのか？」

「……」

　木花が黙り込む。

　なんだろう、と橘たちばなは首をかしげつつ、木この花はなの体を洗う手を動かす。

　しばし、木花の腕やわき、胸からへそなどを洗い終えたあたりで、

「……群むれは、木花のこと、いらないって、言ったから」

　傷口を開くかのように。

　痛そうな声で、木花は言った。

「目が、へんだったから……木花、みんなに、すてられて、それで、へんなとこに、つかまって……」

　眼帯を押さえる木花。

　橘は思う。……群という社会は、異物を排はい斥せきする。それは、知っていたし、自分も、そうだった。

　けれど、木花の様子を見て。

　片目の色が違うというだけの同胞を排斥する社会は、群は、本当に正しかったのかと、疑問を覚える。

　橘は木花を背中からぎゅっと抱きしめた。

「私はおまえを見捨てん」

「……おねえちゃん」

「凪なぎも、きっと他ほかの連中も、見捨てんであろう。……『学校』というところは妙な場所でな、妖よう狐こがいる。けれど、天てん狗ぐもいる。河童かつぱも、ぬりかべも、ろくろ首も、姑う獲ぶ鳥めも飛ひの縁えん魔まも、種族など関係なく、『くらす』という単位でまとめられる。そして――そこでは、人間だって、隣にいるのだ」

「……」

「片目の色が違うぐらい、気にする者などおらんさ」

　橘は、そっと木花の眼帯に触れる。

　木花は、少しだけびくんと体を震わせたが、抵抗はしなかった。

　そのまま、橘は木花の眼帯を、かさぶたをはがすような慎重さでゆっくり取り去った。

「両の目でしっかりと見てみるといい。……おまえがどんなつらい目に遭ったのか、私にはわからん。けれど、おまえが今いる場所は、つらいところではない」

「うん……ね、橘おねえちゃん」

「どうした？」

「木花、『ばけもの』じゃないよね？」

　――言葉に詰まった。

　すぐに否定できたはずなのに、一瞬だけ、考えてしまったのだ。

　九きゆう尾びの狐きつねが苦戦した相手を、一撃で吹ふき飛ばした木花。

　彼女が九尾であれば、橘はなにも思わなかった。

　けれど、木この花はなは三尾の狐きつね。

　だから、返答に詰まって、その戸惑いをかくすために、

「だ、誰だれかに言われたのか？　おまえは、『ばけもの』だと」

「……まえいたところで」

「それは、どういう場所なのだ？」

「わかんない。……でも、みんな、木花のこと、『ばけもの』だって。痛いこととか、苦しいこととか、いっぱいされて……それで、おじいちゃんに、たすけてもらったの」

「おじいちゃんとは、ぬらりひょんのことか？」

「うん……」

　ぬらりひょんの思惑も、人となりも、わからない。

　橘たちばなは考える。確かに『うさんくさい』感じではあるし、鋭い自分の第六感が『気をつけろ』と警鐘を鳴らしている。

　けれど、その一方で、『うさんくさい』以上の人物ではないことは、事実だ。

　……少し、ぬらりひょん自身についての情報が欲しい。

　状況証拠や感覚以外での、客観的な物的証拠が。

　……とは言え、人となりを物的証拠で判断できるとは思えない。

　凪なぎだって片づけをしないと怒るし、ほかの女に優しくするし、かたくなに料理をさせてくれないし、ほかの女に優しくするし、勉強の教え方がわかりにくいし、ほかの女に優しくするが、それでもすごく魅力的な部分もある。

　複数人の、ぬらりひょんを知る人物からの意見をまとめる必要があるかもしれない。

　橘はささやかに決意する。

　なにが正しいのか、凪に追従するだけでなく、状況に流される果てにたどりつくでもなく、自分なりに情報を集め、整理し、判断しよう、と。

「くしゅん！」

　……決意していたら、木花がくしゃみをした。

　少々、話し込みすぎてしまったかもしれない。

「一度泡を洗い流すぞ。それでまた温まってから、洗おう。どうせ髪も洗わなければならんでな」

「……うう……」

　髪を洗うのを木花は嫌がる。

　実際、洗わずとも木花の髪は美しいのだが、そこはそれ。妖よう狐こと人との文化の差である。人間はまっこと不便な生き物で、入浴しなければ美しさがたもてないのだ。

「よし、まあ、とにかくだ」

　湯船に入り、再び木花を足のあいだにはさむ格好になってから、橘はつとめて明るい声で言う。

「凪なぎを元気づけるぞ。どうせあやつのことだ、明日また、学校に行かねばならない、とか言うに決まっているでな。ま、わがままを聞いてやろう。その代わり、私が、凪が学校に行っても平気なぐらい、凪を元気づけてやるのだ」

「どうやって？」

「朝食を作る」

「……」

　木この花はながなんだか不自然に沈黙した。

　橘たちばなは首をかしげる。

「なんだ、なにか不服か」

「う、ううん……お料理、いいと、思うよ……？」

「であろう！　というわけで、明日は早起きして料理をするぞ！」

「あ、あの、でもね、木花、いっこだけ、橘おねえちゃんにお願いしたいの」

「なんだ、なんなりと言ってみろ」

　橘は木花のほっぺたをむにむにつつきながら言う。

　木花は抵抗せず、ぎゅっと身をかためながら、

「凪おにいちゃんを、ころさないであげてね……？」

「どういう意味じゃ」

　木花は答えなかった。
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　朝、ふらふらと、いいにおいに吸い寄せられるように凪は目覚める。

　けれど部屋を出てリビングに向かう足取りは、ホラー映画なみに慎重だ。だってありえない。この家には、凪、橘、木花しかいないはずなのに、だしをとった味み噌そ汁しるのにおいとか、異物のないご飯の炊けるにおいとか、焦げ臭くない魚の焼けるにおいとか、自分が今起きたばっかりなのに、するわけがないのだ。

　やや暖かくなってきたとは言え、未まだ二月。病み上がりの体に朝の空気は少しきつい。体の熱っぽさと頭痛を少し覚える。

　それでも真相を確かめずにはいられないぺたりぺたりと、恐怖に震えながら凪はリビングへと進んでいく。

　そしてリビングにたどりついた凪の見たものとは――

「ちょ、朝食ができてる……!?」

　いや、予想はしていたが。

　というか、それ以外の可能性がなかったぐらいの勢いなのだが。

　リビングのテーブルには、においの通りにおいしそうな朝食が並んでいて。

　木この花はなが、困ったように笑って凪なぎを出迎えて。

　……橘たちばなが、非常に不機嫌そうな顔をしていて。

　なぜか――

「……よくわからない。なぎは、目覚ましより、おきるのが遅い」

　――朝食を配はい膳ぜんしている、藤ふじ紫むらさきがいた。

「なにが起こっているんだ？」

　食卓の自分の席へ、凪はふらふらと向かう。

　橘の正面、木花の左ななめ前の自席に着く途中で橘を見ても、そっぽを向いて答えない。木花を見ても、気まずそうに笑っているだけ。

　答えたのは、この状況を作り出した犯人、凪が席に着くとほぼ同時に淹いれたてのお茶を持ってきた藤紫である。

「朝食をつくりに、来た」

「……いや、うん」

　ところが、なんの答えにもなっていなかった。

「鍵かぎは、どうにかなった。ね」

　フィヨフィヨ、と藤紫の肩から同意するような鳴き声。

　そこには、前に学校で藤紫が助けたらしい小鳥が、ちょこんと乗っていた。

「……ずいぶん懐いてるな」

　藤紫の行動に関する謎なぞを考えるのは、ちょっと労力の無駄だと悟り始めている凪は、早々に疑問を放置することにした。

　藤紫は肩の上の小鳥を人差し指で撫なでて、

「朝食つくりを手伝うぐらいに、賢い」

「小鳥が!?」

「というのは、嘘うそ、でー」

　藤紫は『置いておく』動作をして、

「飛び方を教えがてら、なぎの家まで、来た。藤紫は、厳しい。飛べない鳥はただの鳥として、あつかう」

「じゃあ、飛べる鳥はなんなのか」

「……とりあえずご飯にするといい。管くだ狐ぎつね、かもん。ごはん、あげよう」

　どうしよう、藤紫と会話ができない。

　凪が冷や汗を垂らしているあいだにも、藤紫は橘が飼っている管狐を勝手に呼び出し、朝食を与えてしまう。

『べつにあんたに呼ばれたから来たんじゃないんだからね！』と手持ちの半紙に表示しながら藤ふじ紫むらさきの周囲を飛び回る管くだ狐ぎつねが完全に藤紫に懐いていて、なんだか得体のしれない恐怖を感じる。

　藤紫はそうやって小鳥と管狐を床に置いたご飯に誘導してから、自分も凪なぎの隣に腰かけた。配はい膳ぜんはすでに終了している。あとは朝食を食べるだけだ。

「では、いただけ」

「ああ、うん、いただきます……」

　しかし藤紫に答えながらも、凪の視線は橘たちばなに釘くぎ付づけだった。

　超、不機嫌。

　これは食事を始める前に色々状況を整理せねば、と凪は気持ちを新たにする。

「……ええと、まあ、藤紫の行動が突発的でよくわからないのはいつものこととして、なんで橘はそんなに不機嫌そうなんだ？」

「……知らん」

「せっかくだから、食事、しようよ」

「……言われんでも腹が減れば食うわ」

「……おいしそうだよ？」

「見ればわかる！」

　橘は言葉にならないいらだちを込めた声で叫さけび、それから、やけになったように食事を始めた。

　凪は苦笑いしつつ木この花はなを見る。

「あれ、そういえば……」

　木花が、眼帯をつけていない。

　どうしたんだろう、と思い、ついつい赤い瞳ひとみをまじまじ見てしまう。

　木花は少しだけびくっとしたが、すーはーと深呼吸してから、

「やめたの」

　と、すっきりした顔で言った。

　きっとなにか、眼帯をとるための勇気が出るようなことがあったのだろう、と凪は推測する。

　だから凪はそれ以上つっこまずに、食事を始めた。

「なぎ」

　始めたとたんに、藤紫に呼びかけられて手が止まる。

「……どうした？」

「藤紫は～、そろそろ、なぎ攻略に本腰を入れる、べき？」

「……質問の意図はもちろんのこと、なにを言ってるかもわからないんだけど」

　相変わらず、藤ふじ紫むらさきは近くに見えて遠い世界にいるようだった。

　藤紫はしばし首をかしげたあと、

「……そういえば、ぬらりひょんとか殺せつ生しよう石せきについて、藤紫は、小耳にはさんだ」

「あ、ああ、情報を教えてくれるために来てくれたんだ？」

「用事もなく来ると、狐きつねが怒るかんじ」

「用事があったところで私は不機嫌だがな！」

　今朝の橘たちばなの不機嫌さがオーバーランしている。

　なにがあったのか、あとでちゃんと聞いてフォローしておいたほうがよさそうだ。

「昨日、おととい、あかぞめを、もみしだいて調査した」

　わきわきと藤紫が指を動かす。ずいぶんいやらしい『調査』もあったもんだ、とその手の動きを見ただけで誰だれもが思った。

「たまたま、火か車しやが隣の部屋に住んでた、ので～、いろいろ、聞いたり、聞かなかったり？　も、した」

「……というか貴様ら、普段はどこに住んでおるのだ」

「なぎの、あしのした」

「下の階……？」

「……よくわからない。登校中の、なぎの、あしのした」

「地下？」

「妖よう怪かい、宿舎。……で、」藤紫は『置いておく』動作をして、「どうにも、あかぞめの気配と、殺生石の気配が、よくよく調査したら、似てる、感じ？」

「……それは、赤あか染ぞめが殺生石を所持してる、ってことか？」

　そういえば、人間に対して殺生石は効果を発揮するのだろうか？

　今まで被害に遭ったのはすべて妖怪……いや、陰おん陽みよう師じの式しき神がみも恩恵を受けていたようだから、人間以外、ということになるのだろうか。

　それにしても、なぜ赤染が所持しているのか――悩む凪なぎに、しかし藤紫は、

「あかぞめは、もってない。裸にむいて、調べた」

「……そう、なのか」

「礼儀として、藤紫も、裸になった」

「そうなのか!?」

　どういう礼儀なのだろうか。

　ちょっと凪の知ってる世界と違うようだ。

「お互いに裸で正座、したり～、もみしだいたり～、そういうことを経て、あかぞめと、少し、仲良くなった」

　発禁になりそうな光景が広がっていたことだけは理解する凪だった。

「すいこまれそうな感じって、火か車しやは、言った」

「……」

　赤あか染ぞめの肌が？　と普通に聞きそうになって、凪なぎは慌てて口をつぐんだ。

　違う。わかりにくいが、藤ふじ紫むらさきはそろそろまじめな話をしようとしているのだ。

「それが、殺せつ生しよう石せきの気配に通じる、とも、言った。……そう考えると、よくわかる。殺生石も、あかぞめも、たぶん、学校の結界も、なんらかの関係性がある。具体的にどんな関係性があるかは、これからしらべる」

「……調査の糸口が見えてきた、ってことか？」

「そうらしい」

　なぜ他ひ人と事ごとのように言うのか。

「藤紫のかんかくは、ただしかった」

　そう言って藤紫が見た先は、木この花はなだ。

　もっと言えば、木花の、今まで眼帯に隠されていた、赤い左目。

「……どういう意味だ？」

「朝ごはんを食べるといい」

　これで話は終わりらしい。

　いまいち釈然としない、消化不良感を凪は覚えたが、味み噌そ汁しるをすすって「なめこを入れ忘れた」とか言う藤紫を見ていてもしょうがないので、食事に戻る。

　しかし正面にいる橘たちばながすごい顔をして凪をにらんでいたので、食事の手が止まる。

「ど、どうした？」

「藤紫は有能であるな！　料理もできる！　調査もできる！　そのうえ不法侵入もできるときたものだ！」

「……最後の一つはどうかと思うけど。まあ、感謝してるよ」

　いつか、なにかのかたちで返さなきゃなぁ、と凪は思う。

　藤紫にだけではない。和泉いずみに、赤染に、火車に、鵺ぬえに、一いち条じようにだって、なにかしら借りている。そろそろ作った借りで首が回らなくなりそうだ。

「ぬぐぐ……ああくそう！　うまいなぁ！　今日の朝食は本当にうまいなぁ！」

「え、普段、まずい？」

「まずくない！　まずくない！」

　橘が泣きそうな顔で怒りながら朝食を大絶賛している。

　情緒不安定すぎる。

　なにかあったんだろうか、と凪が木花に事情をたずねる視線を向ける。

　木花は笑って、

「え、と……凪おにいちゃん。橘おねえちゃんは、きっと、うん……」

　なにか事情を知っているらしいが、なにも言わなかった。

　気にはなったが、推測できない、言ってくれない、聞ける雰囲気じゃない、となると、凪なぎにはもう手のほどこしようがない。

　根掘り葉掘り、いろいろ聞きたい気持ちはあるが、ここは橘たちばなと木この花はなの沈黙を尊重しようと凪は決意する。

「……まあ、多くは聞かないよ。ただ、機嫌直してくれると、俺おれは嬉うれしいかな」

「私は怒ってなどおらんわ！」

　怒鳴られる凪。

　怒ってるじゃん、という野暮なつっこみはしないことにする。

　これから学校だ。それほど時間があるわけでもない。

　急いで食事をとる凪。

　熱っぽさも、頭痛も、気づけばどこかへ置き忘れていた。
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　突然だが、くっきーを作っている。

　いや、突然ではない。橘は思い返す。今日、調理実習があるのは知っていた。用意もしてきた。けれど、作るものがなんなのか、知らなかった。名前しか、知らなかった。

「……しかし珍妙な。まさか、小麦粉を練るだけで菓子ができるとは」

「焼かなきゃできねーっつーの」

　昼の調理室で感慨にひたっているところに水を差すのは、飛ひの縁えん魔まだった。

　飛縁魔はいつもそうだ。ちゃらちゃらした見た目をしていて、人が気持ちよくなにかをしていると水を差しに来る。そういうのどうかと思う。

「……なんだよ、じろじろ見て」

「いや、貴様は相変わらずだなと思っていただけだ。けばけばしいことこの上ない」

「今日はノーメイクだっつーの！」

　のーめいくがなんなのか知らないが、橘は思う。髪飾りつけすぎだ。髪は女の命なのだからもうちょっとどうにかならないものか。

　それから、服装ももうちょっとどうにかならないものか。

　今日は割かつ烹ぽう着ぎを持ってくるようにと言われたので、その判断に逆らう理由もないと結論して持ってきてやったはいいものの、なぜくらすの連中はこうもきゃらきゃらした割烹着ばかり持ってきているのだろうか。白い割烹着が自分だけというのはどういうことだ。割烹着と言えば白に決まっているだろうに。

　飛縁魔など街の落書きみたいな模様の割烹着を着ている。

「だから、なんだよさっきから、じろじろ見て」

「いや、貴様は相変わらずだなと思っていただけだ」

「ノーメイクだっつってんだろ」

「馬ば鹿か者ものめ。私が貴様の飾り立てた外面だけ見ていると思ったら大間違いだ。私が見ているのは、貴様の内面の方だ」

「はあ？　……どういう……いや、だから外面飾り立ててねーって言ってんじゃん！」

「楽しそうですねえ」

　横合いからかけられた声に一瞬で警戒心が高まる。

　橘たちばなは飛ひの縁えん魔まを盾にして、声のしたほうをにらみつけた。

「なんだ姑う獲ぶ鳥め。いつまでも不意打ちで窒息死しかける私だと思うなよ」

「まるで私が日常的に橘ちゃんに不意打ちしてるみたく言われましても……」

　姑獲鳥は穏やかな顔で困ったそぶりを見せるが、騙だまされてはならない。

　そろそろ暖かくなってきて納まってきたが、寒さが厳しい時期などは、常に背後から、あるいは横から、時に正面から抱きつかれて、そのたびにあの凶悪な二つのふくらみに殺されかけてきたのだ。

　慎ましさが足りない。

　大きさ的な意味で。

　あと、行動に。

「それにしても、木この花はなちゃんがいないと、華やかさが一段減る感じですね……」

　姑獲鳥は残念そうにつぶやいた。

　……木花は今、藤ふじ紫むらさきと一緒だ。

　殺せつ生しよう石せきやぬらりひょんの目的について、話し合うらしい。

　同席を申し出たが、他ほかならぬ木花に断られた。

　木花のことだから、と。自分一人でもできる、と断られたのだ。

　……眼帯を外した木花の披露目も済んでいないし、なんだか横からさらわれたような感じだが、不思議といい気分でもある。

　たぶん、木花が手を離れて少し寂しくて、でも、木花が強くなったのを見て、かなり嬉うれしいのだ。

「なんなのアンタ、いきなりニヤニヤして……」

　飛縁魔に言われて心のゆるみが表情に出ていたことに気付く。

　あわてて戻すが、その前に姑獲鳥の手が高速で動いてこちらを『けいたいかめら』で撮っていたような気がしなくもない。あの『けいたいかめら』、音が出ないし姑獲鳥の動作が素早いので、厄介なことに撮られていてもなかなか気づかないのだ。

「さて……飛縁魔さん？　生き地じはどんな感じでしょうか？」

　姑う獲ぶ鳥めはなにもしなかったかのように、飛ひの縁えん魔まに声をかける。

「生き地じオッケーだと思うよ。いい感じじゃね？」

　飛縁魔が今までこねていた生地を姑獲鳥に見せる。

　姑獲鳥はじっと生地を見て、

「大丈夫そうですね。じゃあ、伸ばして型抜きしましょう」

「時に姑獲鳥よ」

「なんでしょうか橘たちばなちゃん？」

「……私はまだ、仕事を任されていないのだが」

　飛縁魔は生地をこねていたし。

　姑獲鳥は姑獲鳥で、姑獲鳥と似た、なにかよくわからん作業をしていたし。

　だが、その間、橘は『ちょっと待っててくださいね』と言われ、二人の作業をじっとながめていただけだったのだ。

　そろそろ次の工程に移るので仕事があるだろう、と橘は気遣いを発揮した次第である。

　しかし、飛縁魔と姑獲鳥はそろって微妙な表情。

　なぜじゃ。

「え、ええと……橘ちゃんは、型抜き！　型抜きまでいったら、手伝ってもらおうと思ってるんですよ！　ねえ？」

「そ、そうそう。あたしらが地味なとこはやっとくから、一番大事な部分だけやんなよ」

「……飛縁魔が私に気を遣っているだと……？」

　かなり愕がく然ぜんとした。

　ついに臣下の礼に目覚めたということだろうか。

「ぐっ、とにかく、アンタは手ぇ出すなよ？　いいか、絶対に出すなよ？」

「それは『まえふり』というやつだな。知っておるぞ」

「ちげーから！　とにかく、大人おとなしくしてな！　ほら、椅い子す！　はい、座る！」

「……むぅ」

　なにやら調理台から遠ざけられているような気がする。

　けれど遠ざけられる理由がないので、たぶん勘違いだろう。

　椅子に座って足をぶらつかせ、二人の調理を見守ることにする。

　こうして背後から飛縁魔と姑獲鳥を見ていると、妙な感慨がある。たぶんこれは、親が子の成長を見守る感慨と同じものだろう。親になったことがないので知らないが。

　つらつら考えて、橘は気付く。

　ああ、そうか。思えば、二人の背中を見てぼんやりしていることなど、今までなかった。いつも、姑獲鳥がいて、飛縁魔がいて、その中心に、自分がいた。

　だからきっと、今抱いている妙な感慨は――まだ名前も知らぬ、未知の心情なのだ。

　寂しさに近い。けれど寂しさではない。

　嬉うれしさもある気がする。けれど嬉しさでもない。

　強しいて言えば、郷愁によく似ている気がした。

　と、橘たちばなが自分の心を解剖していると、飛ひの縁えん魔まと姑う獲ぶ鳥めが振り返る。

「橘ちゃん、そろそろ型抜きをお願いしますね」

「うむ」

　いよいよ出番ということで、満を持して立ち上がる。

「……飛縁魔、なかなかいい生き地じではないか」

　いい生地も悪い生地も本当はわからなかったが、それでも臣下の礼に目覚めたらしい飛縁魔になにか言ってやろうと思った。

　けれど飛縁魔は、

「………………キモっ」

「……肝？」

「いや、えー……なんでもねーし。ほら、いいから型抜きなよ」

「うむ……」

　なにやら不穏な感じがする。

　ひょっとしたら騙だまされてるんじゃなかろうか、色々と。



    

  
    
      



    

  
    
      　……けれど、まあ。

　別にそれもいいか、と橘たちばなは思う。

　信じる信じないとかそういう話じゃなくて。

　騙だましたり騙されたり、嫌われたり好かれたり、そういうのも全部ふくめて、すべてを十じつ把ぱ一ひと絡からげにしてしまう場所が、『学校』だと思うのだ。

　群むれで生活するよりも、個人の強さが問われる場所。

　けれど、個人の強さがある限り『周りと違う』という理由だけでは差別されない場所。

　だから、橘は思う。強くあろう、と。

　個人の強さが問われる場所で、個人として強くあれば、きっと、誰だれかを守る余裕もできるはずだから。

「……では、これより『かたぬき』を始める」

「なんでそんな宣言したし」

「飛ひの縁えん魔まよ、おまえは『かたぬき』の重要さを知らんのだ。いいか、『かたぬき』はな、それ一つで『くっきー』の出来を左右してしまう重要な役目なのだ」

　なにせ、橘が任せられるぐらいだから。

　その重要度たるや、着物における帯ぐらいに違いない。

　けれど、その前に一つ。

「ところで姑う獲ぶ鳥めよ、聞きたいことがあるのだが」

「なんでしょう？」

「『かたぬき』とはなんだ？」

「知らないで引き受けたんかい」

　飛縁魔があきれた顔で言った。

　なぜ知ってると思ったのか理解できなかった。
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　藤ふじ紫むらさきは小鳥の名前を考える。

　種類は知らない。こげ茶色の体毛の、手のひらに乗るぐらいに小さな鳥だ。

　もう飛べる年齢には達しているようなのだが、どうにも飛ぶのが怖いらしく、自分から大空に羽ばたこうとしない。

　むしろ、高いところ――今だと、学校の屋上、給水タンクの上ぐらいの高さでも、嫌がるように羽を震わせ、うかがうように藤紫を見る。

　よろしくない。

「とりは……うえから下をみるべき」

「ところで貴女あなた、わたくしをこんなところに呼び出しておいて、なにを延々無視してくれますの……？」

　声がして、藤ふじ紫むらさきは火か車しやを呼んびつけていたことを思い出す。

　そういえば、ぬらりひょん関係のことで、火車に依頼すべきことがあったのだ。

「藤紫は～、おまえを無二のしんゆうだと、おもっている」

「え、そうだったんですの……？　わたくしたち、なにか、そこまで深い関係性になるようなこと、しましたかしら……？」

「いっしょに、あかぞめを、もんだ」

「……ああ、そうでしたわね」

　火車はげんなりした顔をして、自分の胸を触る。

「わたくしは今までに見たことのないものを見た心地ですわ……」

「しかしこの学校じゃ二番目だ」

「まだ上がいますの……？　おそろしいところですわね、学校……」

　ごくり、と火車が生なま唾つばを呑のみこんでいる。

　しかしこんな話をしたくて呼び出したわけではないので、とりあえず、置いておいて、

「たのみたいことがある」

「……わたくしの胸は触らせませんわよ」

「その話は、おわった。頼みたいこと、は～、殺せつ生しよう石せきの、こと」

「殺生石？　……とは言え、もう気配を探ったところでなにも」

「ぬらりひょんの本部、で～、殺生石を、探して、ほしい。ついでに、予備のきつねも」

「……話が見えませんわね」

　火車が毛先をひっぱる。

　バネみたいで面白そうだな、と思った。

「ぬらりひょんの行動が、ずさんすぎる。だからたぶん、殺生石かきつね、それか両方の予備がある気が、する。それを見つけて～、保護および、処分、してほしい」

「ああ、眼帯子こ狐ぎつねを凪なぎにあずけてみたり、監視の一つもつけなかったり……確かに、ずさんですわね。なるほど、代わりがあればこその適当さとも言えますし、『殺生石に耐え得る妖よう怪かい』はともかく、殺生石自体の予備はまだありそうですわ。けれど……」

「問題ない」

「問題はありますわよ。このわたくしに、潜入しろとおっしゃいますの？」

「できると思ってない」

「なっ？　で、できますわよ。ただ、貴女に命令されるのが気に食わない……」

「できると思ってない。無理、よくない」

「できますわよ！　なんならやってやりますわよ！」

　なんだか火か車しやがやけにつっかかってくる。

　なので、冷静になってもらうために、スカートをめくることにした。

「ちょっとなにしてますの貴女あなた!?」

「ごーじゃす」

「いいからスカートを放しなさい！　のぞきこまないの！　検分しないの！　ああもう、灰にしますわよ!?」

「まずはだまって、藤ふじ紫むらさきの話をきくといい」

「下着に話しかけないでくださいます!?」

　そろそろ殺気を感じたので、藤紫は火車から一歩離れた。

　視線を上げれば、息を荒げ顔をあからめ、スカートをぎゅっと抑える火車。

　藤紫は親指を立てた。

「なんのサインですのそれは!?」

「置いておいて～」

「なんのサインか言いなさい！」

「藤紫の策は、それだけじゃない」

　ばっ、と気分的に芭ば蕉しよう扇せんを取り出して口元を隠してみる。意味もなく「今です」と言いたくなった。

「ぬらりひょんの組織を、のっとる」

「……乗っ取る？」

「鬼はいない。兵隊は人間ばかり。主あるじさえどこかに釘くぎ付づけにできれば～、乗っ取ることは、できなくも、ない」

「貴女、わたくしの力に頼る作戦ではないでしょうね、それは」

「たよるところも、ある」

「いくらわたくしと言えど、組織まるごと一つを相手取るのは骨ですわ。凪なぎのためならばともかく、貴女のために命を懸かけてやる義理はありません。……なにかありますの？　わたくしの情に訴えかける事情か、あるいは、わたくしを動かす勝算は？」

「……」

　凪と一緒にいる時の火車の言動を見る限りだと、お願いすればなんだかんだ言いつつ聞いてくれそうな感じがしたが。

　世の中はそこまで甘くないし、火車はそこまで愚かでもなかったようだ。

　さすがは地獄を統すべる妖よう怪かい、ということだろうか。

　地獄がどんなところだかは知らないが。

　それにもちろん、用意はある。

　事情と勝算、両方に。

「事情。このままだと世界がやばい」

「……貴女あなた、わたくしを説得する気、ありますの？」

「世界は置いておいて～、すくなくとも、なぎは、やばい」

「詳しく」

「なぎの力が弱くなってる。原因は～、このはな」

「ちょっと灰にしてきますわ」

「落ち着くといい」

　バネのような髪を引っ張った。

　予想以上の弾力に楽しくなる。

「わたくしの髪で遊ばないでくれませんこと!?」

「殺せつ生しよう石せきは～、九きゆう尾びの力を、吸収してる」

「……」

「このはな一人が仮に暴走しても、なぎは止める。けどー、たぶん、今後、やばい。力の落ちた九尾の狐きつねが、これからもどんどん送られてくる殺生石妖よう怪かいを止め続けることは、無理」

「しかし凪なぎは力を吸い取られているのでしょう？　いくら眼帯子こ狐ぎつね一人とは言え、殺生石を相手にそれは少し……」

「止める。そうでなくては困る」

「どういうことですの？」

「ここからが、勝算の話」

　火か車しやはいぶかしげな顔をした。

　藤ふじ紫むらさきは火車の髪の毛を引っ張って、

「それ、やめてくださいませんこと!?」

「なぎが木この花はなをどうにかするっていうことで～、藤紫は、ほかの妖怪に説明できる」

「……説明というのは」

「殺生石の危険性。殺生石は決して関係のない脅威ではないこと。それから、殺生石に侵された妖怪をなぎが助けられること。そしてなにより～、人間でもあり、妖怪でもあるなぎが、人間と妖怪両方をたすけようとしてる、こと」

「説明すると、どうなりますの？」

「ぬらりひょんをわるものにできる」

　藤紫はそこで言葉をいったん切った。

　火車はしかし、続きをなんとなく理解したらしい。どこか恐れるような顔になって、

「……貴女、とんでもないことをしようとしていませんこと？　この学校には種類も思想も多岐にわたる妖怪がいるんですわよね？　それを……」

「そのぜんぶを、まとめる。まとめて～、ぬらりひょんのとこを攻める」

「本気ですの？」

「本気。それが、勝算。説得のかなめは～、なぎ」

　人間でもあり妖よう怪かいでもある――このあたりを説明するのが割と難儀だが。藤ふじ紫むらさきはそれでも、やり遂げる自信があった。

　……ちなみにこの説明は秘密裏に行われる。なにせ、凪なぎはきっと、藤紫が凪の過去を知ってることを知らないはずなのだ。盗み聞きはよくないと思う。

　置いておいて。

「どちらでもない凪が、どちらもまもる。……しかもなぎは、『九きゆう尾びの狐きつね』っていう、人間の敵として有名な妖怪。人間に任せて逃げればいいと思ってる妖怪も～、自分には関係ないと思ってる妖怪も～、このはなみたいな強い妖怪に人間支配を任せようと思ってる妖怪も～、説得するためには、いいシンボルだと、思う」

「……少々不透明なところもありますが、考えだけは理解しましたわ」

　火か車しやはそう言ってはいるが、あんまり理解できていない様子に見えた。

「つまり貴女あなたは、眼帯子こ狐ぎつねがいつか必ず暴走すると思っていて、その時になんらかの手段でぬらりひょんをおびき出し、その間に、わたくしとこの学校の妖怪たちに任せてぬらりひょんの組織を攻めようと言うのですわね。……ですけれど、眼帯子狐が暴走したあとも、まだ妖怪たちを説得できてなかったらどうするおつもりですの？」

「なぎがやばいなら、命、懸かけるって、言った」

「……なるほど、どの道、わたくしは動かなくてはならないんですわね」

「ぬらりひょんは、火車が障害になるとは思って、ない。油断してる。たぶん、いける」

「まったく、とんでもなく性格が悪い天てん狗ぐですわね……」

　火車が嘆く。

　元気を出してもらおうと、スカートをめくってみた。

「やめなさい！」

「……ぐー」

「だからその親指を立てるのはなんなんですの!?」

「……ことりの名前、どうしよう、か」

「話を聞きなさい！」
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　ネタバレされてしまってすごく微妙な気持ちだが、橘たちばながクッキーを作って、それを持ってきてくれるらしい。

　凪なぎは悩む。「たぶん意気揚々と持ってくると思うからおどろいたげてね！　あ、これあたしの！」とクッキーを置いていった飛ひの縁えん魔まの目的が見えない。

　うっかり言ってしまったのか、それとも『自分が持ってきたから橘たちばなも持ってくることは予想できるはずなので注意した』なのか、それともほかの意図があるのか。

　ともあれ走って来たらしく息を切らせて来て、そしてまた走って去って行った飛縁魔のおかげで、むやみに廊下でぼんやりしてしまう昼休み。

　橘に、中庭まで呼び出された。

　今日もこのあと、なんとなく屋上にみんなで集まって昼食という予定なので、まあ、クッキーを渡すぐらいの時間なら中庭にいられるし、なんとなく知り合いに見られたくないよね、プレゼントを渡すシーンとか、と納得してしまう。

　一度頭の中をリセットしよう。

　凪は歩きながら考える。

　しかし、橘がクッキーを作った。

　調理実習だったので、おそらく姑う獲ぶ鳥めと飛縁魔あたりががんばってくれたのだとは思う。けれど、いや、飛縁魔が来たせいで色々考えてしまったが、なるほど、くれるのならば素直に嬉うれしい。

　橘も意気揚々と持ってきてくれるらしい。

　これはおどろく練習でもしておいたほうがいいか――と思いながら、凪は昼休みでにぎわう、しかし顔見知りのいない中庭にたどりついた。

　適当なベンチを探して視線を巡らせれば、すでにベンチに座っている橘を発見する。

　手には、大事そうにきれいな包みを抱えている。

　おそらくあれがクッキーだろう。

　顔は――うつむいていて、髪で隠れて見えない。

　だが少なくとも、意気揚々、という感じには思えないのだが。

「……橘？」

　近づいてそっと声をかければ、橘はかすかに顔を上げる。

　泣いているわけではなさそうだ。少し安あん堵どする。

　だって、長く前に垂れ下がった黄金の髪のあいだからのぞく瞳ひとみは、炯けい々けいと輝いていて、少し怖いぐらいだから。

「凪……」

　橘は、ぞっとするほど静かな声こわ音ねを発する。

　凪はやっと理解した。悲しんでるとか落ち込んでるとかそういうことはまったくない。

　今の橘は、すごく、すさまじく、このうえなく、怒っている。

「なにがあったか聞きたいか」

「ええと」

「聞きたいか」

「……聞きたいです」

　断ったら燃やされそうな気迫である。

　橘たちばながばんばんと隣をたたくので、凪なぎはおっかなびっくり橘の横に腰かける。

　橘はしばし沈黙したあと、前髪を上げることもなく語り始めた。

「また、私の元婚約者が来た」

「……ご苦労様です」

「なあ、凪はどう思う？」

「なにが？」

「私は、どうしたらいいのか。もっと言えば……群むれに戻るべきと、思うか、どうか」

　首を回して橘が凪を見上げる。

「なあ、凪、私は、須す磨まに群に戻れと言われた。母上からの手紙も手渡された。そこには確かに母上の字で、群に戻してやると、群の役に立たせてやると、そういう内容だ」

「……役に立たせてやる、って」

　捨てておいて、その言い分はないだろう。

　しかし橘は、「違うのだ」と言う。

「母上はなにも理不尽なことは言っていない。群とはそういう集団で、群の長の娘たる私は、群の役に立つことを至上の喜びとして育った。……ゆえに、おまえと初めて出会った夜、おまえが私の縁談を破談にした時、群の役に立てない私は、自暴自棄になった」

　八月の夜を思い出す。

　うっかり、橘の縁談を邪魔して。……それから、橘の命を無理やりつなぎ止めた。

　今にいたるまで続いている、『居場所になる』という誓い。

　律儀だとか義務感だとか、そういうもので始めたけれど、今ではしっかり凪の胸に根付いて、誓いであり願いであり、望みになっている。

　けれど、凪は未いまだ答えを出せていない。

『居場所』とはなんなのか。

　もしも、『保護者』、『橘が群に戻れるようになるまで安息の地を与える役目』とするならば、もうその役目は終わろうとしている。

　……結局、答えは、橘の幸福がなんなのか次第なのだ。

「なあ、凪。おまえは私をどうしたい？　私が群に戻ったほうがいいと言うのか、それとも、そばに置いておきたいのか」

「……橘は、どっちが幸福なんだ？」

「私はおまえの意見を聞いている」

「俺おれの答えは、橘たちばなが幸福なほう、だよ」

「……そうか」

　橘が立ち上がる。

「呼び出してすまなかった。ほかの連中が屋上で待っているのだろう？」

「ああ、たぶん。そろそろ集まってるんじゃないかな」

「ふん。そうそう情報が増えているはずもなかろうが。よく飽きもせず集まるものだ」

「まあまあ、情報交換会はそれはそれで重要だけど、みんなで昼食をとるのもいいもんだと思うぞ？」

「やれやれだな」

　橘が歩き出す。

　凪なぎも、橘を追って歩き出す。

　二人は廊下の途中で横に並び、階段を上って屋上へ。

　屋上には和泉いずみ、藤ふじ紫むらさき、赤あか染ぞめ、木この花はな、それに火か車しやと鵺ぬえがいて、もう話は始まっている様子だった。

　話の内容は他愛たわいない。

　新しい情報はない。

　そうして昼休みを終えたあと、凪は、思い出した。

　――そういえば。

　橘からクッキーを、受け取っていない。
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　三人そろっての帰り道。

　じきに三月になる。しかしまだ日は短く、気温は高くない。

　ただ、吹ふき付ける風の強さだけが、春の訪れを告げていた。

　橘と木花は、長い髪を手で押さえている。……二人とも、体が小さく、髪が長いため、そのまま風に髪を引っ張られてどこかへ飛んで行ってしまいそうだ。

　凪は夜風から二人を守れる位置を探し、二人の前に立った。

「むぅ……すまん」

「いやいや」

　橘からの礼に軽く笑んで答える。

　そうやってしばし進んだところで。

　――学校からある程度距離が離れ、凪たちの周囲に人の気配がなくなるのを見計らったかのようなタイミングで。

　まるで吹ふきつける風の主ぬしであるかのように、風上から、染みだすようにぬらりひょんが現れた。

「しばらくぶりだねぇ」

　好こう々こう爺やの笑みは変わらず顔に張り付いている。

　紋付き袴はかま姿で杖つえを持った才さい槌づち頭の老妖よう怪かいは、重要な立場であるはずなのに、護衛もつけずに、そこにいた。

「……お久しぶりです」

　言いながら、凪なぎは二人をかばうように立つ。

　それは無意識の行動だったけれど、

「サテ、九きゆう尾びさん、木この花はなを返してもらいに来たよ」

　その言葉を聞いて、凪は自分の無意識の正しさを知る。

「……悪いですけど」

　まだ、返すわけにはいかない。

　ぬらりひょんの目的がわからないのに、木花を、危地かもしれない場所に放り出すわけには、いかないのだ。

　……けれどそれも、凪や、他ほかの多くの人による『直感』と『状況証拠からの予測』に過ぎない。

　本当の危険はないかもしれない。

　だから、木花の意思をたずねるべきか。……凪はそう結論する。

　けれど、

「いいから」

　ぬらりひょんが、語気を強めた。

「木花、帰りなさい。私はね、おまえのことを、すごく、すごく、心配しているんだよ？　こうして信用できる人たちにあずけたはいいけれど、おまえの身になにか悪いことが起こってないか、とても、とても、心配してるんだ。だから、帰ってきなさい。おまえは、私のところにいるべきだ」

　……言葉と笑顔にゆがみはない。

　けれど、なぜだろう。

　凪には、その優しい言葉の裏に、ねばつくような執着を感じた。

　木花もまた、感じたらしい。

　凪の背中にぎゅっとしがみついて、

「おじいちゃん、なんか、こわいよ……木花のこと、いじめてた人たちみたい……」

　木花の恐怖が服を通して凪に伝わった。

　……ぬらりひょんは返せ、と言っている。

　けれど――

「悪いですけど、木この花はなは返せません」

「ほう？」

　にわかに、ぬらりひょんから感じられるすごみのようなものが増した。

　けれど凪なぎは負けじと一歩前に出る。

「俺おれは木花を守ります。……力しかないから、俺は、力を発揮するのをためらいません」

　空気を焦がして火か焔えんの蛇が三匹、顕けん現げんする。

「まだそんな力が残っていたのか――」

　ぼそり、ぬらりひょんが不気味につぶやく。

　けれど凪がその意味を問う前に、ぬらりひょんは好こう々こう爺やの笑みを再び顔に貼はり付け、

「いやいや、失礼、失礼。私もねぇ、別に君らから無理やり木花を取り上げようというんじゃないんだよ？　仲良くやれているようでなにより。ハテ、困った、困った。このままでは木花を九きゆう尾びさんたちにとられてしまうねぇ」

　そう言いながら、ぬらりひょんはきびすを返し、未練のない足取りで去っていく。

　その後ろ姿が宵よい闇やみに消えていくのを見て凪は安あん堵どし、火焔の大蛇を消した。

「……木花、大丈夫か？」

「う、うん……おじいちゃん、どうしたのかな……木花、なにかしたのかな……」

「いや、たぶん、木花は悪くないと思う」

　悪いとすれば。

　それはきっと、なにかの思惑に木花を巻き込もうとしているほうだろう。

　凪は感覚で確信した。ぬらりひょんにはなにかある。

　具体的にはわからないけれど、いざ力が必要になれば、尽くそうと決意する。

　木花を守る。それが、自分と、橘たちばなの意思だから。

「凪」

　橘が二歩歩み出て、凪の横に並んだ。

　凪はそちらを見て、それから、異常に気付いた。

　橘が怒っている。

　その怒りはぬらりひょんに向けたものではない。

　はっきりと、凪のほうを向いていた。

「ど、どうしたんだ？」

　心当たりがなく、凪は戸惑う。

　橘は、静かに深く怒りを秘めた声で、

「木花には、残れと言うのだな」

「え？」

「私には、私に判断をあおがせたくせに、木この花はなには、なにも言わずに残れと言うのだな」

　凪なぎは橘たちばなの怒りの正体を模索する。

「ええと、ひょっとして、木花にしっかり選ばせなかったから、怒ってる？　……でも、言葉にしてないだけで、木花はぬらりひょんのところには戻りたくなかったと――」

「そうではない！」

　橘の金色の髪がざわめく。

「そうではなく……なぜ、おまえはそこまで鈍感なのだ！」

「……」

　凪は考える。木花に選ばせなかったことを怒っているのではない。

　ということは――

「俺おれが、木花の身の振り方を選んだことを、怒ってる？」

「～！　ええい、もういい！」

　肩をいからせ、橘はさっさと家を目指してしまう。

　凪は考える。自分の判断は間違っていなかったと確信できる。あのまま、木花をぬらりひょんに渡していたら、なにかよくないことが起こりそうな気がした。だから、引き留めた。とどめ置くことを決定した。

　……判断に誤りがあったとは、思えなかった。

　なにもわからない。

　ただ、一つだけ。怒りながら歩いていく橘の後姿を見て、わかったこともある。

　きっと、自分の行動が橘を怒らせるほうへ怒らせるほうへと向かっていて。

　だから、原因を見つけないことには。どんどんどんどん、橘は肩を怒らせ大おお股またで、先へ先へと進んでしまう、ということだけだ。

　凪の手も声も届かない、はるか先へ。
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　うまくいかない、うまくいかない。全然まったくうまくいかない。

　爪つめを噛かみながら銀髪の妖よう狐この少年、須す磨まは考える。

　このままではまずい。思ったより橘たちばなが乗ってこないのがまずい。考えていたより九きゆう尾び様が橘を手放したがらないのがまずい。

　どういうことだよ九尾様。あんな凶暴なの、なんで手放さないの？　もらってやるって言ってんじゃん。蹴けられても踏まれても、我慢してもらってやるって言ってんじゃん。

　結論。九尾様はマゾ。

「その結論じゃなにも解決しない……！」

　ひとりごちる通学路。

　これから学校に行って、また橘に話を持ちかけるつもりだ。

　説得の方法は考えた。

　あとは、話し合いができるところまで持っていく方法である。

　……とりあえず先制攻撃をガードしたらいいのだろうか？

　これだから野蛮な狐きつねは困るんだよ。狐っていうのはさ、もっと優雅にしてなきゃならない。そのへん、妻に迎えたらじっくり教育してやりたい。……うん、でも、もうちょっと、色々、成熟してるほうが好みなんだけどな。

　橘の母上様、マジ理想。

「あー！　くそう！　くそう！　なんで僕がこんなに苦労しなきゃならないんだ！」

　近場にある電柱など蹴ってみる。

　蹴り方を間違えてつま先が痛い。

「うまくいかない、うまくいかない、全然まったくうまくいかない――」



「力を貸そうか？」



　――背後から突如かけられた声に、怖おぞ気けがした。

　慌てて振り向き、手のひらに炎を生む。

　しかし、背後にいたのは、ただの老人だった。

　須す磨まは考える。なら、たった今感じた、背中を冷たいものがはいまわるような怖おぞ気けは、いったいなんだったというのか。

「なに、困っているようだったからねぇ。助け合いでもしてみようかと思ってねぇ」

「……何者だよ、あんた」

　炎を収めて問いかける。

　老人は、笑って、

「ぬらりひょん、で、いいかねえ。地獄の門の管理をしている者だよ」

「……」

「そう警戒しないでくれないか」

　ぬらりひょんは杖つえをつきながら近づいてくる。

　そして――白い、古びた包帯のようなものを袂たもとから出して、

「君の願いを叶かなえるために、いいものをあげようかと思ってねえ」

「……うさんくさくて受け取れない」

「まあ、まあ、そう言いなさんな。……これさえあれば、君は九きゆう尾びさんから婚約者を取り戻せるかもしれないよ？」

「……」

　須磨は考える。なぜ、事情を知っているのか。今、口に出していただろうか？

　けれど、ぬらりひょんは須磨が考える時間を嫌うように言葉を続ける。

「私の簡単なお願いを聞いてくれたら、これを使って、君の願いは叶うんだがねぇ。ま、話だけでも、聞いてみて損はないんじゃないかね？」

　あからさまにうさんくさい。

　ここまでのうさんくささを振りまいておいて、よくもまあ人に話を聞いてもらえるなどと思えるものだ。

　けれど――窮しているのは事実だし。

　相手は老妖よう怪かい。こちらは若い妖よう狐こ。いざとなってもどうにでもなる。

　だから須磨は、

「……まあ、話を聞くだけなら」

　と、承諾した。

　ぬらりひょんが、好意的な笑みを浮かべる。
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　とりたてて何事もなく授業が終わり、凪なぎたちは図書室に来ていた。

　何事もなく――ようするに、昼休みに橘たちばなが教室におとずれたり、そういうこともなく、いたって普通に授業が終わって、今に至るわけである。

　殺せつ生しよう石せき、九きゆう尾びの狐きつね……そういったものを調べるために、学校の図書館にいた。

　特別図書が収められている特殊図書館とかではなく、普通の、どこの高校にもありそうな図書館に。

「……」

「……」

　なにこの空気。

　本棚から適当な本を抜いたり戻したりしながら、凪なぎは二つのことを考える。

　一つ、こんなところで自分はなにをしているのだろうか、と。

　九尾の狐のこと。殺生石のこと。さまざまな情報を調べるため、色々な人を頼った。

　けれど、有益な収穫はない。……だから図書室に来たのだが。やはり今起こっている事件について有益な情報が、普通の図書室に転がっているはずもない。

　そんな事情があって、自分たちは木この花はなの件で無関係な場所で、いったいなにをしているんだろうな、というのが一つ。

　そしてもう一つ。

「……た、橘たちばな」

　凪は、隣で本を本棚に出したりしまったりしている橘に。こわごわ呼びかける。

「……なんじゃ」

　橘は不機嫌そのものという顔で凪をにらみあげる。

「な、なんでもない……」

　凪は苦笑いをして、本を出したり戻したりする作業に戻る。

　放課後の図書室は、受験も終わった時期だからだろうか、勉強をしている生徒もおらず、凪と橘、それから木花しかいない。

　そんな状態だから、空調の音と、凪と橘が本を抜いたり差したりする音ばかりが空間を満たしていた。

　気まずさの極致がここにある。

　凪は橘の不機嫌さについて考える。いつから――は、言うまでもない。ぬらりひょんの申し出を断って、木花を手元に残すと決意した下校路。あの時から、なんだかずっと、機嫌が悪いのだ。

　橘はよく不機嫌になるが、一つの理由でずっと不機嫌になり続けたことはないはずだ。

　木花を助けようという決断は間違ってなかったはずだし、橘だって、木花のことは大事にしていたはずだ。

　だから、よくわからない。

「お、おにいちゃん、おねえちゃん……」

　凪なぎが悩んでいると、横からじっとこちらを見ていた木この花はなが、意を決したように呼びかけてくる。

「な、なにしてるの？」

「見てわからんか」

　橘たちばなが、すこすこと本棚から本を出したり戻したりしながら、木花をじっとり見る。

「本棚に、本を出したり戻したりしておる」

「み、みたらわかるよ……？」

「ならば聞くでない」

　不機嫌そうに、橘がまた作業に戻っていく。

　凪もなんとなく同じ作業をしながら、苦笑いする。

　……苦笑い以外にどうしろと？

「しかし、なんにもわからないな」

　このまま建設的でない時間を過ごすのにもそろそろ危機感を覚え始めた凪は、どうにか話を振ってみる。

　しかし、橘は「ふん」とつまらなさそうに鼻を鳴らすだけ。

　見かねたように、木花が口を開く。

「え、えっと、『九きゆう尾びの狐きつね』と『殺せつ生しよう石せき』について、しらべてるんだよね……」

「ああ……けどまあ、聞き覚えのあること以外はわからないんだよな。九尾の狐が人間に倒されて、殺生石になって消えた――とかさ。……やっぱり、俺おれなんかが調べられることには、限界があるよなぁ、と思ってさ」

「そ、そんなことないよ！」

「ははは……ありがとう」

　木花に励まされてしまった。

　ならば少し、情報と経験から想像力を働かせてみよう。

「九尾の狐と殺生石には、なんらかの関係性がある……」

　凪は木花を見た。

　……殺生石のような気配を持つ、と言われる妖よう狐こ。

　凪も何度か殺生石と相対したことがあるのだが、その気配のようなものは、つかめていない。やはり火か車しやのように身に着けなければつかめないのだろうか……。

「伝承とかでは、九尾の狐が、最後に殺生石になるんだよな」

　九尾が殺生石になる、というのはどういうことだろうか。

　……うん、やはり情報が足りない。

「やっぱりわからな――」

「あっ」

「？」

　木この花はながなにかにおどろいたような声をあげる。

「え、えと、呼んでる……」

　こわごわ、木花が図書館の入り口のほうを指差す。

　そちらを見れば、いつか見た、橘たちばなの婚約者とかいう銀髪の妖よう狐こ、『やめてやめて』という顔でぶんぶん首を横に振る、須す磨まがいた。

「て、てまねき、された……木花、行ったほうがいい、かな……？」

「……あんまり、賛成はできないかな」

　橘を取り戻すため、須磨は何度か橘に接触しているようだし。

　もしかしたら、橘があんまりにもあんまりな態度ばかりとるから、木花から切り崩しに――という作戦かもしれない。

　けれど、

「好きにさせたらよかろう」

　どこまでも機嫌悪そうに、橘は言う。

「やつは五尾だからの。なにかされても、木花ならばどうにかするであろ」

「……でも」

「木花の意思に聞いてみればよいではないか。木花がどうしたいのか。おまえはそれに任せるのであろう？」

　橘は言う。

　なるほど、それはもっともだ。

　過保護すぎるのもいけないし、木花は眼帯で目を隠すことをやめたのだ。……強くなったのだ。

　だから、こういう日常の細かいところまで、いちいち守ってやろうとしなくても大丈夫だろう。

　凪なぎは考え、問いかける。

「木花、どうする？」

「……う、うん、木花、行くよ……なんか、あのひと、橘おねえちゃんをこまらせてるから、木花、がつんと、言うよ……」

「……木花」

　一瞬、橘は、悔いるような、泣くような顔をしたが、

「任せた。よろしく頼む……」

　ばつが悪そうに、木花を見送ることにしたようだ。

　木花は静かに、笑ってうなずいて、須磨のほうへと向かい、並んで、図書室を出た。

「……凪よ」

「どうした？」

　すごく久しぶりに話しかけられた気がして、凪なぎは自分の声がおどろきに上ずったのを自覚した。

　橘たちばなは、困ったようにせわしなく視線を泳がせてから、とびきり強く凪をにらんで、

「……なんでもない」

　本棚に本を出し入れする作業に戻った。

　凪は苦笑いしながら思う。

　橘の不機嫌の原因は今もってわからないが、時間が解決してくれそうだな、と。

　でも、同時に凪は思う。

　……時間に解決させていいのかな、とも。
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　既視感がある。

　九月のある日。なにも知らずに家に帰り、そして、和泉いずみからの連絡で、事件が起こっているということを知った。

　あの時は、鬼九く条じように藤ふじ紫むらさきが攻撃された。

　……今は。



『ぬらりひょんが動いてるってさ』

『本人が学校に入る気ない代わりに、うちの生徒に声かけてたみたいでさ』

『うちの結界の対象にして消されたらたまんないだろうからね』

『橘の婚約者、いるでしょ？　ぬらりひょんは、アレに――』



　今は、同じように、なにも知らずに木この花はなを送り出し、そして、和泉からの連絡で、ぬらりひょんが動いていることを知った。

　走って出た校庭はもう暗い。

　橘と連れ立って凪は駆けている。図書室を出て、校舎を探して、それから、校庭へ。

　分かれて探せばもっと早かったか、と校舎から出たところで気付く。

　いつもそうだ。凪は考えが足りない。状況把握が足りない。情報が足りないし、情報収集の手段も足りない。

　校庭に出て、木花の姿を求め周囲を見回す。凪は緊張しながら、さらに和泉からの電話の内容を反はん芻すうする。



『ぬらりひょんは、アレに、殺せつ生しよう石せきを持たせたみたいなんだ』

『とは言え、封印処理はしてるみたいだけどさ』

『なんか、あるみたいだね、そういう便利なアイテムが。殺生石の気配を抑えるもの。ぬらりひょんが連れていた時、木この花はなちゃんはなんか特殊なもの、身に着けたりしてなかった？　たぶん、それと一緒だよ』



　和泉いずみの中ではもう、木花は殺生石を宿していると確定しているようだ。

　それは言葉のあやなのか、それとも和泉なりに、凪なぎの知らない情報を知っての結論なのか、今はわからない。

　けれど――迂う闊かつ。木花の気配を抑えるため、と言って、最初に出会った時、木花はぬらりひょんになにを着せられていたのか。

　古びた包帯じみた、白い拘束服。

　あの服が、あの布が、殺生石の気配や力を隠すのであれば、殺生石を持ち歩くことは充分に可能だろう。

　敵が、いつでも『敵』みたいに唸うなり声をあげて襲ってくるものばかりとは限らない。

　わかってしかるべきだった。でも、わからなかった。

　だから、迂闊だと言うのだ。

「凪、うつむいている場合ではないぞ」

　橘たちばなが息を切らせ、顔を青ざめさせて言う。

「見ろ、まだ間に合う。須す磨まのやつめ、木花に抵抗されてもたついておる」

　橘が指差したほうを凪は見る。

　そこは、校門近く。木花の手を引く須磨と、嫌がる木花の姿があった。

　……完全気配遮断、特定の妖よう怪かいの存在消去など、さまざまな効力を発揮する結界は、学校に張られている。

　存在消去を恐れて近づかないらしいぬらりひょんの目的が『木花を一人で学校の外に出すこと』ならば、あの校門こそが、超えてはならないデッドラインだ。

「須磨っ！」

　逃げられるかもしれない、という考えは頭からとんでいた。

　運よく、須磨はびくりと震えたあと、こちらを見る。

　凪と橘は、どんどん、須磨へと近づいていく。

「きゅ、きゅ、九きゆう尾び様……あはは、これはですね、その……そう、お茶に誘おうかと思っただけで……」

「……ぬらりひょんに頼まれたのか？」

「なんのことやら……」

　あからさまに目を泳がせる須す磨ま。

　凪なぎは、その反応に少しだけ安あん堵どする。……実はぬらりひょんに心酔している第一の手先だったとか、逆上して襲いかかってくるだとか、木この花はなを人質にこちらになにかを迫るだとか、そういうことはなさそうだ。

　凪は少しだけ態度を軟化させて、

「今、俺おれたちはちょっと微妙な状況にいるんだ。だから、木花を連れ出すよう頼んだ相手の名前と、そいつから渡された物をこっちにくれたら、手荒なまねはしないよ」

「すいません出来心でした！」

　須磨が一瞬で土下座した。

　凪と橘たちばなは、あっけにとられて顔を見合わせる。

　須磨は完全に地に伏した状態のまま、

「九きゆう尾び様を害するとかそういう意図はまったくなく！　ただ、あんまりにも橘が頑固なので、つい、本当に出来心だったんです！」

「い、いや、まあ、出来心なら仕方ない……と、思うよ？」

「こ、木花も、許すよ……？」

　木花まであっけにとられている。

「寛大なお言葉！　まことにありがとうございます！」

　ははあ！　と時代劇の改心した悪役のように須磨が言う。

　……かなり拍子抜けな感じだが、未然に事件を防げたようでなによりだ。

「……じゃあ、ええと、確認するけど、ぬらりひょんから、頼まれたんだよな？」

「はい！　全部あいつのせいです！」

「じゃ、渡された物とか、あるよな？」

「はい！　あります！」

「それ、もらってもいい？」

「はい！」

　そう言って、須磨は面を上げ、懐ふところに手を入れた。

　そして出てきたのは、かつて木花の着ていた拘束服と同じような素材の、布。

　須磨は王に献上品を開陳する家臣のようにひざまずき、凪へとその布の塊かたまりを示して。

「これでございます！」

　ばらり、と開いた。



　――赤黒い、脈打つ石が眼前にさらされる。



　今まで布により封印されていた殺せつ生しよう石せきは、息苦しかったとでも言うかのようにぶるりと震えると、すっと浮き上がった。そして、まっすぐに、木この花はなを目指す。

　まずいと思う余裕もなく、飛んで行った殺せつ生しよう石せきは、木花に吸い込まれて、消えた。

「……僕、なんか、まずいことした？」

　須す磨まがこわごわと聞いてくるが、凪なぎには答える余裕がない。

　――禍まが々まがしい気配に身がすくむ。

「あ、あ……」

　木花がかすれた声を上げて、体をぎゅっと抱きしめた。

「木花っ！」

　凪が呼びかける声も、とどかない。

　木花の、今まで眼帯で隠していたほうの、色の違う瞳ひとみ――赤い瞳が、禍々しく輝く。

　その輝きに覚えがあった。

　それは、今まさに木花へと吸い込まれていった、殺生石そのものではないか。

　禍々しい輝きは、木花の瞳から体全体へ伝でん播ぱし、そして、木花の周囲の空間にも影響を及ぼしていく。

　すでに暗い夜の校庭。木花が放つ禍々しい赤だけが闇やみ夜よを照らす。

　その赤は広がり、広がり、しかし散逸せずに、ある大きさで膨張をやめ、定まったかたちへと固まる。

　放射状に広がる、十の赤い光の帯。

　各々に蛇の顔を持つ禍々しい光の帯は、木花の腰のあたりから、扇状に広がり、うねうねとうごめいている。――まるで、尾のようだ。

「……『十尾の狐きつね』」

　我知らず、凪はつぶやいていた。

　その声に応えるように、木花が凪を見た。

　黄金だった瞳のほうも、赤く染まっている。

　その顔には表情がなく、いつものおどおどした感じも、凪や橘たちばなに向ける困ったような微笑ほほえみも、残ざん滓しすら感じ取れない。

「さ、さよならー……」

　須磨が逃げていく。

　凪は周囲を確認した。……図書室で気まずい時間を過ごした甲か斐いが、少しはあったようだ。誰だれもいない。すでに下校時刻を回っていたらしい。

　これで、木花に誰かを傷つけさせることはない。

「木花！　私がわからんのか！」

　橘が叫さけぶけれど、木花は、感情のない瞳でじっと橘を見るだけだ。

　凪は呼びかけることすらしない。

　すでに知っている。……殺せつ生しよう石せきを砕かないかぎり、殺生石に支配された者は戻らない。

　木この花はなの殺生石は――十本ある尾の、それぞれ先端に、一つずつ、見えた。

　さきほど須す磨まが持ってきた殺生石が呼び水になったらしい。……なんという油断。木花は今までも九の殺生石を宿していたのに、凪なぎはついぞ気付かなかったのだから。

　けれど、悲観している暇はなさそうだ。

　十あるならば、十砕かねばならない。木花をもとに戻さねばならない。

　凪は息をつき、焔ほのおの大蛇を顕けん現げんさせた。

　九匹の大蛇を全力で顕現させるつもりだった。――けれど、三しか、出ない。

「……凪、加減をしている余裕はあるのか？」

　橘たちばなが、希望にすがるような声で言う。

　そこまで余裕の相手ならば、木花を無事に助け出せるという可能性も高い。

　しかし、違う。力が出ないのだ。

　尾の数にして、ふだんの三分の一。なにが原因なのか、凪にもよくわからない。

　それに、原因を究明している余裕もなさそうだ。

「……とにかく、どうにかする」

　橘にそれだけ言って、凪は覚悟を決め、木花のほうを見る。

　……こうなる前に、どうにかできなかったのか。

　こうなってしまったあとに、どうにかできるのか。

　情報を集めることもできず、戦闘力も失いつつある今の自分に――なにができるのか。

「……あの時、一人で行かせていなければ、こんなことにはならなかったやもしれんな」

　悔いるように橘がつぶやく。

　けれど、慰めることは叶かなわない。



「――――」



　声というよりは、音。

　甲かん高だかい音を発しながら木花が放った火か焔えんの大蛇が、凪と橘を、吹ふき飛ばした。
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　学校が見える高いビルの屋上で、ぬらりひょんは風を受け、無念そうな顔をしていた。

「……失敗か。もう少し我慢していればよかったのかねぇ。ヤレ、歳を食っても私はこらえしょうが足りなくてねぇ。……まあ、『次』に期待するとしようかねぇ」

　誰だれかに語りかけるようなその声こわ音ねは、『失敗』と自分の行いを評している割には、あまりにもなんでもなかった。

　まるで、幾度も繰り返されてきたものを見るかのように、ぬらりひょんは、泰たい然ぜん自じ若じやくとしている。

「……よくわからない」

　すとん、と。軽い音を立てて、天てん狗ぐ姿の藤ふじ紫むらさきが、ぬらりひょんの隣に降り立つ。

　ピヨピヨ、とその肩の上では小鳥が鳴いていた。

「おまえは～、なにを、する、つもりなの、か」

　藤紫は、ぬらりひょんに目を向けず、学校の方角をぼんやり見て言う。

　ぬらりひょんは呵か呵か大たい笑しようし、

「なにをするつもり、もなにもねぇ。妖よう怪かいならわかるんじゃないかね？　我らの悲願はただ一つ……人間支配、ではないかね？」

「ずさん」

「ヤレ、これはこれは、手厳しいねえ。……ま、確かに。ずさんだねぇ。イヤハヤ、本当に、本当に、我慢が利かなくて、自分でも困っているところなんだよ。あと少し我慢すれば成功するのはわかってるのにねぇ。どうにも、成功するか、しないか、ぎりぎりのところで試したくなる……私の悪い癖だねぇ。天狗さんもないかい？　そういう悪い癖が」

「……あのころはわかかった」

　藤紫は、昔を懐かしむように言って、

「予測は、できる。……この世に存在した九きゆう尾びの狐きつねは、ぜんぶ～、つくられた、もの」

「ほうほう」

「妖よう狐この中には～、殺せつ生しよう石せきに、耐性をもつ者が～、いくらかの確率で、出る。そういう妖狐に、たとえば、時の帝みかどなどが～、殺生石を、何個も、飲ませて、強くする」

「……そうして生まれるのが、物語で出てくる『九尾の狐』という予測、かねぇ。ハテ、では、その殺生石はどうやって生まれるのかねぇ」

「おまえは、なんのために『地獄』を管理してるのか」

「……」

「人間界に恨みをもった、大量の妖怪を閉じ込めて、なにをしてるのか。管理をしてるはずの火か車しやが、なぜこんなに楽に表に出て来れるのか。……よくわからない。情報の管理が甘すぎる。隠す気があるとは、思えない」

「ホホホ、隠してどうする、ってのも、確かにあるねぇ」

　ぬらりひょんは、藤紫に向きなおる。

「で、どうするね？　『地獄』に人への恨みと強い妖よう力りよくが渦巻いているかぎり、殺生石は生まれ続ける。この世に妖狐がいる限り、木この花はなみたいな特別なはぐれ者も生まれ続ける。私は回収して再利用をしているだけでねぇ。木花がこのまま九尾さんにやられても、次があるしねぇ。天てん狗ぐさん、君にできることは、なにもないんじゃないかい？」

「おまえに『次』はない。藤ふじ紫むらさきが、ここでおまえの『次』をうばう」

　藤紫は、ぬらりひょんへと向き直る。

　ぬらりひょんは、しかし、笑った。

「人間の守護者を気取るか、天狗さん。イヤイヤ、しかしねぇ、考えてほしいんだが、もし、妖よう怪かい上位の世界が来るとしたら、君だって得ではないかね？」

「損得よりも大事なものを、藤紫はみつけている。……成功するなら、『人間』とか～、『妖怪』とか～、こだわらなくても、生きていける、はず」

「そうかいそうかい。ま、話が合わなかったってぇことで。ここはひとつ、見逃しちゃくれんかね？　おまえさんも、学校に『十尾の狐きつね』を止めに行きたいんだろう？」

　藤紫は学校のほうを見る。

　天狗の視力は、この場所からでも、遠く離れた学校の様子を細さい大だいもらさず捉とらえることができた。……凪なぎが吹ふき飛ばされる。橘たちばなは動かない。木この花はなが蹂じゆう躙りんしている。きっと、助けに行ったほうがいいのだろうと、藤紫は判断する。けれど――

「小鳥のはばたきに、手を添えて補助してやることは～、できない」

　藤紫が左腕をまっすぐ伸ばす。

　小鳥は意図を組んだように指先まで移動し、そこから、飛び立った。



    

  
    
      



    

  
    
      　ビルの屋上。それも、高層ビルの。

　通常、小鳥が飛び立てる高さではない。風にもまれて落ちて死ぬのが必定だ。

　けれど、藤ふじ紫むらさきが育てた小鳥は、力強く羽ばたき、そして、空の向こうまで落ちずにしっかりと飛んで行った。

「……藤紫は、小鳥のそだてかた、うまい」

「……」

「信じると言ってるんだよ、若造」

「……ふむ」

「小な鳥ぎは～、はばたこうとしてる。藤紫は、十分、そだてた。これで落ちて死ぬようなら――藤紫の、見込み違い」

　ぼんやりとしていた表情に、わずかな冷たさが混じる。

「その時は、おまえに協力して、人間支配も、わるくない、かも？」

「ふむ……では、九きゆう尾びさんが木この花はなにやられれば、私の勝ち、なのかねぇ」

「かもしれない。でも～、その前に、おまえが、藤紫にやられなければ、の、話」

　藤紫の右手には、いつしか芭ば蕉しよう扇せんが握られていた。

　その先端を、ゆったりとした動作でぬらりひょんに向けて、

「藤紫は、まだ、人間の守護者。……おまえを止める。『次』をうばう」

「ああそうかいそうかい。……やってみなさい。やれるものなら」



　　　５



「知っていたよ。人間の命の重さは、等しく同じだと」

　十尾の焔ほのおは鉄砲水のよう。

　圧倒的な量と濃度で凪なぎを押し流し消し去ろうとしてくる。

　凪は三尾ぶんしか残っていない力をどうにか集めて守るけれど、進めず、次第に押し流されてゆく。

「天てん秤びんの傾きは、皿に乗ったものの量で決まる。質も想おもいも、記憶も愛も、なにも天秤を傾けてはくれない。……九尾、やはりおまえは駄目だったか。期待はしていなかった。けれど少しだけ残念だ。その時は来てしまった」

　じりじりと土をえぐりながら後退する凪の背から、そんな声がかけられている。

　首を回して背後を見れば、そこには、最初からいた橘たちばなと――赤あか染ぞめ兄妹がいたけれど。すぐさま見てられる状況じゃなくなり、凪は十尾の焔をさばくことに集中する。

「ただ――まさか、まさか、だな。……引き受けてくれて感謝する。君が引き受けてくれなければ、気絶させてでも引っ張ってくるつもりだった」

「兄貴は私のことをわかってないな」

　聞こえた声はいつもと同様、この緊急時だというのに、凛りんとしたままの声だった。

「ふだんやっていることと変わらないよ、なにも。私は自分の役割を放り出すやつが嫌いだし、人に言うからには、自分がまずやる。……私にしかできない役割があるなら、それは、やるに決まっているんだけど」

　十尾の炎を押しとどめる。

　力が逆流して、指先から血が弾はじけた。

　絶対的な力量差。木この花はなの体。十ある殺せつ生しよう石せき。背後には橘たちばなと赤あか染ぞめ兄妹。

　戦いにならなければなにもできないはずの凪なぎは戦いになってもなにもできず、絶望的な状況に心が折れかけている。

　どうにか、どうにかと思うけれど、その『どうにか』は『どうにかみんなだけでも逃がせないだろうか』のどうにかで、思考も勝利を放棄していた。

　我知らず。

『みんな』の中に、木花を含めるのを忘れてしまっていた。

「九きゆう尾び、そういうわけだ。どけ。君の役目は終わった。あの妖よう怪かいは我々人間がどうにかする。……もはや妖怪にはなにも期待しないし、俺おれは妖怪を許さない」

「凪はなにも悪くないだろ……」赤染のあきれたような声が聞こえた。「兄貴は少し物の見かたが大おお雑ざつ把ぱすぎるんだけど」

「……ああ、そうかもしれないな。けれどわかっただろう。妖怪はすべて敵だ。りっちゃんの命を奪っていく」

「それは、どういう……？」

　木花の攻撃に耐えながら、凪は少しだけ集中を割いてしまう。

「どうにも私は死ぬらしいな」

　答えたのは、赤染だった。

「なんだっけ兄貴。どうも妖怪関係の理論的なところは、私にはわからないんだけど」

「……結界では封印しきれない雑多で強力な殺生石をその体に封印するんだ。人間の自我が耐え切れるはずがない。よって赤染律子、君は死ぬ。そして君の死によって、十尾の狐きつねにより殺されるすべての人間が救われる」

「赤染が死ぬって……ほかに方法は――」

「おまえはいつもそうだな、九尾。わからないから聞く。だがな、おまえの質問にいつどんな状況でも誰だれかが答えてくれるなどとは思うな。無知なる者の質問に答えてやれるのは、余裕のある時だけだ」

　厳しいが、その通りだ。

　凪はわからないわからないと言いながら、いつしか考えることに疲れていたのかもしれない。

　だから、今こそ、考えろ。

　技術がなくて情報収集ができない。力がなくて難局を乗り越えられない。ならば、あと清きよ原はら凪なぎができることは、思考を巡らせることに他ほかならない。

「気にするなよ凪」

　赤あか染ぞめは、笑っていた。

「おまえは本当に度し難いな。私が命を懸かけてやると言ってるんだから、素直に従っておけばいいんだけど」

　本当に本当にいつも通りで、だから、凪は心に炎が入るのを感じた。

　力がない。

　けれど、力で解決するしかできない。

　ならば、どこからか力を持ってくるしかない。

　どこにあるかなど一いち目もく瞭りよう然ぜん。清原凪が十尾と対面したその瞬間から、力はずっと、見える位置にあり続けた。

　ならばあとはつかむだけ。焔ほのおの本流が道を遮っているが、そんなものはどうでもいいだろう。気持ちを高めろ、手を伸ばせ。求める物はそこにある。

　凪は歯を食いしばり、一歩、前へと進む。



    

  
    
      



    

  
    
      「おい凪なぎ、無理はするな」

　赤あか染ぞめに制止を命じられるが、凪は歯を食いしばり決して振り返らず、

「赤染の言うことは、いっつもだいたい、正しいよな」

「そうだ。私は正しくあろうとしている。だから今回も正しい」

「でも、今回だけはだめだ。従えない」

「……理解し難いな。いつもみたいに、従えばいいんだけど。そしたらきっと、悪いようにはならないよ」

「これは、『なにが正しい』とかじゃなくて、意地と覚悟の問題だから」

　一歩一歩、進んでいく。

　狐きつねの強さは尾の数で決まる。

　相手は十尾の狐。

　こちらは弱った九きゆう尾びの狐。

　どちらが勝つかは数を数えられれば誰だれでもわかる。

　だが。

「俺おれを動かすのは理屈じゃない」

　あきらめるな、あきらめるな、と。

　心が燃えて止まらない。

　妖よう怪かいにはおしなべて存在意義がある。

　ならば、九尾の狐きよはらなぎの存在意義とは――

「俺は、誰かを生かしたいっていう想おもいで動いてるんだ」

　焔ほのおの本流を泳ぎ切る。気分は川面に見える岩。流れを引き裂き身を削り、いつか川下の流れに影響を与える。

　渦巻く焔の発生源。熱量も威力も桁けたが違う。

　凪は自身の力で作り出した安全圏から、手を伸ばした。

　焼ける。燃える。融とける。出した右手は一瞬ともたず、けれど、その刹せつ那なで、殺せつ生しよう石せきに触れることに成功する。

　けれど、ほんの少し安あん堵どしてしまい、失敗した。



　――瞬間、流れ込む悪念に怖おぞ気けが奔はしる。



　頭を満たすのは怨えん嗟さの声。憎い憎い人が憎い世が憎い街が憎い環境が憎い。憎悪と怨嗟に脳が焼ける。妬ねたみと嫉そねみで敵が見えない。悲しみと嘆きで耳が聞こえない。憤激と哀あい惜せきが同居して心が引き裂かれるようだ。

　苦渋と苦く悶もんが合わさって体を包む泥になる。触れてしまったものは具現化するほどに煮詰められた悪意。ただの人間になりつつある清きよ原はら凪なぎが耐えうる代物ではなかった。

　光景ひかりも音も消え去った。

　痛みを覚えるほどの悪念の泥土の中、意識が沈んでいく。

　殺せつ生しよう石せきを己が力にしようなどと、甘かった。

　いったい、何体の妖よう怪かいを廃してこの殺生石はできあがったのだろうか。

　この中には、九きゆう尾びの狐きつねの、失われた六尾ぶんの妖よう力りよくも、あるのだろうか。

　凪は自我を薄れさせながら探る。木この花はなの殺生石に吸収されたはずの、自分を。

「ああ、でも――」

　清原凪とは、なんなのだろうか。

　なにが凪を形作り、なにが凪を変えたのか。

　赤子が母を探すように手さぐりで自己を探していくけれど、形もにおいもわからない『自己』なんてものを探りあてられるはずもない。

　そうして自分を見失った果ては、強い強い殺生石による支配だけ。

　凪は自分が呑のまれていくのを自覚する。

　いや、もともと、『自分』と呼べるほど強いものはなかったのかもしれない。

『普通』という幻影にすがっていた。

　自分のことを思い出そうとすると、そんなあいまいな情報しか、出てこない。

　凪は探す。『普通』とはなんなのか。誰だれにでも応用できる概念でなくてもいい。清原凪の思う『普通』とは、なんだったのか。清原凪はいったい、なにを追い求めていたのか。……それすら、思い出すことができない。

　だから、普通なんてものを追い求めていた清原凪は、ただの抜け殻だった。

　けれど、黄金の輝きが見えた気がした。

　すべてを見失いそうな悪念の泥土にまみれて、なお尊い光が見える。

　太陽ではない。月でもない。

　その光は、生き物の輝き。

　わがままに、『自分だけを見ろ』と輝く。

　自信たっぷりに、見せつけるように輝く。

　無意識にその光を掴つかみ取る。

　暖かさに、融とけつくした右手が癒される。

　――ああ。そうか。

　自分は橘たちばなの居場所になるつもりで、命を助けてしまった責任をとるつもりで、守ろうとしたし、意思を尊重しようとしたし、橘が橘の幸福を求めて自分のもとを去るならば、それはそれで許容しよう、なんて思っていたけれど――

　全部ぜんぶ、間違いで。

　いつしか、こちらのほうが、橘たちばなをよりどころにしていたんだな――



　視界が開き、現実に還る。



　すでにここは焔ほのおの渦中。勢いを弱めることなく周囲を焼き続ける大量の焔を、凪なぎは殺せつ生しよう石せきの力で弾はじき返す。

　殺生石はしかし、一瞬でその力をなくして砕け散った。……うまく力を発揮できない。やはり、取り込んで利用するには適性が必要で、自分には適性はなかったらしい。

　再び押し流されそうになるが、すでに手は二つ目の殺生石をつかんでいた。

　流れ込む悪念に今度は負けない。

　清きよ原はら凪はすでに知っている。自分が自分であるために、どんな光を探せばいいか。

　そして悪念の中でも黄金の光はまばゆく輝き、消えない。

　だから、すでに殺生石は恐るるに足りない。

　奪った殺生石の力を、十尾の殺生石に叩たたきつけて相殺させる。

　また新しく殺生石を奪い、また次の殺生石に叩きつける。

　守らない。攻めることで、二個ずつ殺生石を減らしていく。

　そうして一個目を奪って背後を守り、二個目を奪って三個目に叩きつけ、四個目を奪って五個目を消し、六個目を奪って七個目とぶつける。

　こうして殺生石は残り三個まで減る。

　その時、木この花はなの顔に正気の色が戻る。

「凪、おにいちゃん……」

　木花の声に、凪は一瞬足を止める。

　けれど、まだ木花は体の自由が利かないようで、足を止めた凪に向けて、十尾――そのうち、残った三尾の炎を向けてくる。

　まともに受ければ消え去るに十分な威力だけれど、凪は恐れず、自分と背後を火か焔えんで守りながら、呼びかける。

「木花」

「凪おにいちゃん……木花ね、だめだったよ」

「だめだった？」

「うん……がんばったんだよ、木花。みんなに『ばけもの』って言われたけど、橘おねえちゃんも、凪おにいちゃんも、やさしくしてくれるから、がんばったんだよ。がんばって、ふつうの子みたく、してたんだよ」

「……」

「でも、木花、やっぱり『ばけもの』だったよ。あぶないよ、木花。だって、はじめてじゃないもん、こういうこと。赤いほうの目でみるとね、ぜんぶ、ぜんぶ、こわいものにみえて、ぜんぶ、ぜんぶ、こわしたくなるんだよ」

　凪なぎは考える。だから、木この花はなは眼帯で隠していたのだ。『見る者すべてを壊したくなる』赤い瞳ひとみを。そしてなにより、木花自身の、過去や本質を。

「凪おにいちゃん。もう、木花の世界、まっかっかなの。もう、木花、『ふつう』になれないの。……だから、いいや。たのしかったけど、どうせ、木花いきてたら、ぜんぶこわしちゃうもん。ね、凪おにいちゃん。そのまえに、木花をこわしてよ。きっと、おにいちゃんなら、できると思うよ」

「そっか、『ふつう』になりたいのか」

「うん」

　木花の真剣な顔に、凪は思わず笑っていた。

　取り込んだ殺せつ生しよう石せきの力は摩耗している。あたりには触れれば死ぬ暴虐な炎が吹ふき荒れている。

　それでも、不思議と、緊張のない声が出た。

　まるで、コタツを囲んで話しているかのように。

「でもさ、木花、『ふつう』ってなんだろうな」

「……よくわかんないよ。わかんないから、なれないんだよ」

「うん、そうだな。俺おれもよくわかんないや」

　言いながら、炎の奔流の中を進んでいく。

　そして、突き出されていた殺生石の尾の先端をつかみ、取り込む。

「『ふつう』って難しいよな。……クラスの連中とか観察して勉強するんだけど、本当にわかんないんだよ。約束を守れば『ふつう』なのか、借りた恩を返せば『ふつう』なのか、定められたルールを守れば『ふつう』なのか。でもさ、約束を破る普通の人間もいるし、こっちが恩だと思ってても相手はなんにも思ってなかったりするし、時にはルールを破ってでもやらなきゃならないことも、あるみたいなんだ」

「むずかしいよ……」

「難しいよな。明文化してる本とかもないし。どうしたらみんなみたいに『ふつう』になれるんだろう――って、どんなに考えても、答えが出ない」

「うん……」

「だって、答えなんてないから」

　凪は、橘たちばなと出で逢あった夏の夜を思い出す。

　当時思っていた『人間としての普通』に従って、橘の命を助けた。

　でも、それからの毎日は、『人間としての普通』とは呼べないものだった。

　常識が壊れて、思い込みが砕けて、『人間としての普通』なんていうものが、なんのよりどころにも居場所にもならないと気付いて。

　それから凪なぎは、清きよ原はら凪というパーソナリティがどんなものなのか、わからなくなった。

「『ふつう』なんていう絶対的な基準は、この世にないんだよ」

　また一歩歩む。道を塞ふさぐ殺せつ生しよう石せきと炎を、取り込んだ殺生石の力で消す。

　あと一つ。

「俺おれは迷ってるんだ、すごく。自分がなになのか、わからなくて。九きゆう尾びの狐きつねなのか、人間なのか。結局俺は、どっちなんだ、ってさ。でも、自分が二つあっても、どっちだっていいって、最近は思うんだ」

「……よくないよ。木この花はなは、ぜんぶこわす妖よう怪かいは、いやだよ……凪おにいちゃんと、橘たちばなおねえちゃんと、みんなと、いっしょにいたいよ……」

「じゃあ、俺とは違うんだな」

　凪はさらに進んで、木花の頬ほおに手を添えた。

「よかったじゃないか。意思が決まってて。……木花は、俺なんかよりもよっぽど立派だよ。だって、俺は未いまだに迷ってる。自分がなんなのか。自分がどうしたいのか。妖怪なのか、人間なのか。優柔不断すぎて、迷ったまま生きよう――なんて思ってるぐらいだ」

　木花の頬から、凪は手を離した。

「決まってるなら、決めたものになれるように、がんばろう」

「無理だよ……」

「無理じゃないよ」

　凪は、木花に微笑ほほえみかける。

「俺が手伝うから」

　殺生石の最後の一つをつかむ。

　流れ込んでくる悪念が強い。これはきっと、最後の一つ。木花の中で醸成され続け、木花の体質ゆえのさまざまなつらみや苦しみを受け入れてきた殺生石なのだろう。

　力を込めても、砕けそうにない。

　ぶつける先の殺生石もない。

　だから凪は、受け入れることにした。

　すっと体の中に取り込めば、悲しみとつらみでなにも見えなくなる。

　――これが、木花が今まで抱えていたもの。

　恐怖に身がすくむ。世界が怖い。早くどこか、誰だれもいない場所にひきこもりたい。

　優しさを疑ってしまう。

　けれど、信じたいという想おもいが強すぎて、また、裏切られる。

　……幼い狐が背負うにはあまりに重い感情だ。残った九尾の力を動員しても、とてもとても、抑え切れるものではない。

　だから、安心を探そう。

　木この花はなを見た目の奇異さで排はい斥せきしない存在。

　心にとどめ置くだけで、どんな悪意にも負けない力をくれる存在。

　その黄金の光を心においておけば、きっと、殺せつ生しよう石せきに呑のまれることはない。

　だから凪なぎは、九きゆう尾びの力で殺生石を包み込んで飲み下す。



　――ふと、憑つきものが落ちるような感覚。

　力が抜けて、ぐらりとバランスを崩しそうになる。

　けれど、黄金の狐きつねに支えられて、清きよ原はら凪は己を取り戻した。



「大丈夫か凪!?」

「たち……ばな？」

　一瞬だけ寸断していた意識を取り戻す。

　焔ほのおの奔流が止やみ、倒れた木花が赤あか染ぞめによって抱き起された夜の校庭。

　凪を支えていたのは、黄金の七尾の狐、橘たちばなだった。

　……九尾の狐が自分を支える幻影を見た。おかしな話だ。九尾の狐は自分自身なのに。

「いや、なんでもない。……ええと、一瞬気を失ってたみたいだ。どうなった？」

「木花は――」

　橘は赤染を見る。

　赤染は、こくり、と薄く微笑ほほえんでうなずいた。

「――無事、らしい。よかったな凪。おまえは、木花と小娘を助けたのだ」

「そうか」

　じゃあいいか、と凪は思う。

　なんだか体に力が入らない。長い長い夢から覚めたような心地だ。

　けれど、全部終わって、全部無事ならば。……もう休んでもいいかな。

　そうして清原凪は、安あん堵どとともに、意識をまどろみへと投げ込むことにした。
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　ぬらりひょんとの勝負には決着が見えない。

　しかし藤ふじ紫むらさきは焦じれることもなく同じ行動を繰り返す。……そう、先ほどから繰り返しなのだ。藤紫が神風を放ち、ぬらりひょんが手にした杖つえで打ち払う。

　ぬらりひょんが攻撃に出ることはなく、同じタイミング・同じ力で神風を放とうが、避けることもなく打ち払うだけ。

　だから、この勝負に変化をもたらしたのは、外的要因――学校で凪なぎが木この花はなをもとに戻したという出来事だった。

「……終わった、っぽい」

　このビルの屋上からでは米粒ほどにも見えない凪たちの様子に、藤ふじ紫むらさきは敏さとく気付く。

「そのようだねぇ」

　ぬらりひょんもまた気付いたようで、杖つえをついて、動きを止めた。

「……ははは、なにもなせずに消えるか、十尾」

　その声には、失望の念がにじんではいたけれど、その失望はどこか他ひ人と事ごと……まるで、見ていた映画の結末に対する観客の反応のようであった。

「此こ度たびも目的は達成できなかったねぇ。私はもう帰りたいのだが、君はどうするね？」

「藤紫は――」

　言いかけた時、ぬらりひょんの背後の扉が、がちゃり、と開くのが見えた。

　だから藤紫は、言おうとしていた言葉を変える。

「――今回の目的を、達成した」

「……？」

　ぬらりひょんが、彼にしては珍しいことに、なんの配慮もなく藤紫に背を向け、扉から入ってきた人物を確認した。

　そこにいたのは、

「……二人は無傷ですのね」

「ぬえ」

　どことなく疲れ果てた様子の、火か車しやと鵺ぬえだった。

「さて、ぬらりひょん、貴方あなたの確保していた『十尾の狐きつね』候補の狐たちですけれど、わたくしが地獄で保護することにしましたわ。殺せつ生しよう石せきも一緒にね」

「……言っていることが、わからないねぇ」

「貴方の組織は乗っ取った、と言っているんですわよ。わたくしがね」

　少々力ずくになりましたけれど、と火車はため息をつく。

　ぬらりひょんは、しかし、冷静な顔をして、

「ありえないよ、ありえない。私が中にいない程度で守りが綻ほころびるなんてこたぁないはずだし、そもそも、君一人で一つの組織を制圧できる力があるなら、私は君を人間界に出さんのだよ」

「残念ながら、わたくし一人ではございませんのよ。鵺もいますし、そこの天てん狗ぐの指示で、学校の妖よう怪かいも動いてますのよ」

「……それこそありえない。ウチを乗っ取って、その妖怪たちになんの得がある？　よしんば得があるかのように口先で騙だませたとしても、一つの組織を制圧できるほどの数の妖怪が、空中分解することもなく目的を達成するなど、そんな……」

　言葉に詰まるぬらりひょんの沈黙を、藤ふじ紫むらさきは分析する。

　そんなことができるならば、妖よう怪かいは、人間を支配できるはずだ。

　妖怪は飽きっぽく、利己主義なのだ。それが現在、人間が優位に立っている最大の理由。組織立つことはなく、一つの目的に邁まい進しんすることもない。

　仮に飽きない目的があるとすれば、それは『存在意義』に他ほかならない。

　けれど、妖怪が妖怪に存在意義をあたえ、操るなど、前代未聞だ。

　ぬらりひょんの驚きよう愕がくが手に取るようにわかり、藤紫は思う。

　自分もまた、そう思っていた、と。

「でも～ありうる。……藤紫も、じつは、半信半疑だった。……けど、たしかにいる」

「……いる？」

「妖怪に存在意義をあたえられる存在」

　藤紫は学校を見る。

　そこには、凪なぎがいた。

　妖怪の生き方を変える妖怪――いや、妖怪でも人間でもない、存在が。

「十尾をただの狐きつねに戻した。鬼に復ふく讐しゆうをやめさせた。火か車しやの執着をやめさせた。鵺ぬえに自分の意思を持たせた。……天てん狗ぐの新たな目標になって、七尾の狐の、命をたすけた」

　藤紫は思い出してみるけれど、わからない。

　なぜ、自分は、凪に負けたぐらいで、人間支配をあきらめたのだろう。

　そうしたくなったからとしか、言えない。

「彼にかかわれば、妖怪でも一丸に、なれる」

「……そうか、私は、見誤っていたんだねえ」

　ぬらりひょんは杖つえを落とす。

　それから、凪のいるほうを見て、

「時代が変われば、妖怪だって、進化するんだ。……どうして私は、あきらめちまったのかねえ、妖怪の未来を。いつから人間支配の名目で実験を繰り返し、妖怪たちを使いつぶすことを目的にしちまったのかね」

　それきり、黙り込んでしまう。

　藤紫は火車に向き直る。

　火車は巻き髪をバネのようにひっぱって、

「……ま、こちらはもう大丈夫でしょう。わたくしは地獄での仕事が忙しくなりそうですけれど。それにしても……」

　それから、残念そうに学校のほうを見る。

「本当に、あそこに凪はいますの？　……慣れ親しんだ妖よう気きがまったく感じられないのですけれど」

「いる。藤ふじ紫むらさきには、見える」

「……しかし、これではまるで、凪なぎが……」

　火か車しやが、言葉を発するのをためらう。

　藤紫はしかし、躊ちゆう躇ちよなく、むしろ喜ばしい気持ちで、

「人間に、なった」

「……」

「……大きな、一歩。妖よう怪かいが人になれる、なら～、この世に、支配者と被支配者は、いなくなる。藤紫は、もっともっとなぎを観察して、人間になる方法をさがす」

「……わかったらわたくしにも教えてくださいまし。地獄の妖怪が全員人間になったなら、わたくしも管理なんていうものに煩わずらわされず、凪のそばにいれますわ」

　火車の声には諦てい念ねんと疲れがにじんでいた。

　藤紫は首をかしげる。

「……よくわからない。九きゆう尾びでなくなったなぎに、火車、は、価値を見みい出だすのか？」

　火車は腕を組み、不敵に笑って、

「貴女あなたがなにを言っているかのほうがよくわかりませんわ。凪の中からなにが消えても、わたくしの中から凪は消えませんもの。まあ、妖怪でなくなって残念なことに変わりはありませんけれど」

　言い切り口調だが、まだ迷いは見えた。

　気付きながら藤紫は無視して、

「ぬらりひょんの組織、人間界側の管理は、藤紫がやる」

「では、地獄側はわたくしが。……貴女に押し付けようにも、すでに地獄はわたくしを中心に回っておりますからね。引き継ぎの手間を考えれば、妥当な判断と言えますわね。妥当な、判断と…………やっぱり交代しませんこと？」

「おまえには、人間界の常識が、たりない」

「なにか、とても、ものすごく、釈然としないのですけれど……」

「おまえに、人間になる方法を分析する？　力、があるなら～、おまえが人間界でも、いい。おまえに、理論的に人間になる方法を検証する力が、ある、なら」

「……さて、十尾の狐きつねに殺せつ生しよう石せき、地獄に放り込んだぬらりひょんの元部下から漏れれば、地獄はまた荒れますわね」

「ぬえっ、ぬえっ、火車ねえさまは、そういう地味な作業は苦手なんですよう」

「鵺ぬえ、余計なことを言わない。……と・に・か・く、わたくしは地獄が荒れるのを防ぐのと、十尾の狐候補の保護、それから殺生石の破壊や管理をします。ですから貴女は、一刻も早く妖怪が人間になる方法を探すのですわよ！　いいですわね！」

「ひきうけた」

「なんでこちらを見ずに言うんですの……？」

　火か車しやがぐぬぬと唸うなる。

「ぬえ。いつものことですよう」

「……まあ、まあ、いい、でしょう……鵺ぬえ、この天てん狗ぐの監視は任せますわよ。あと、凪なぎの情報は今までどおり、逐一報告なさい。いいですわね」

「ぬえ。ねえさまのご命令とあらば従いますよう」

　笑って承諾する鵺を見ながら、藤ふじ紫むらさきは思う。

　とりあえずこれで、九きゆう尾びの狐きつねにまつわる出来事は一段落した。

　これからは、『清きよ原はら凪』を考察する時間だ、と。
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「凪」

　まどろみに沈みかけた意識をつなぎ止める橘たちばなの声。

　凪はどうにか意識をたたき起こし、「どうした？」と問いかける。

　すると橘はしばし悩んだあと、

「今回も、私はなにもできなかったな」

　そんなことはない。

　殺せつ生しよう石せきの中で黄金の光を見つけられなければ、凪は呑のまれて意に染まぬ破壊を強しいられていただろう。

　けれど朦もう朧ろうとした意識の凪が想おもいを言葉にする前に。

「私は、おまえの横に立ちたかった」

「……」

「しかし、立てなかった。横に立つどころか、役に立つことすら」

「それは、」

「それに、木この花はなの暴走も、私のせいだ。私が、くだらん嫉しつ妬とや癇かん癪しやくを起こさず木花と一緒に行動すれば……いや、そもそも、須す磨まの誘いをもっと断固として断っていれば、こんなことにはならんかったであろう」

「橘……」

「私は、須磨のところへ行く」

　断固として、橘は言う。

「……今まで世話になった。おまえにもらった命は、きちんと、次の世代へ引き継ぐ。それが私の役目で――群むれが、きっと、私の『居場所』なのだと思う」

「おまえの幸福は、そこにあるのか……？」

　常に気にしていたからこそ、朦もう朧ろうとしている今でも、その問いかけは出てきた。

　橘たちばなはぎゅっと唇をかみしめる。

　沈黙はともすれば、最後のチャンスだったのかもしれない。

　けれど凪なぎは、橘の言葉を待つことを選んで。

　橘は――

「そうだ。群むれに戻り、群の長の娘として生きること。それが、私の幸福だ」

　沈黙のあいだに、覚悟を決めてしまった。



　――こうして。

　続くと思っていた幸福な日常は、思う通りには続かず。

　清きよ原はら凪はついに、橘を失った。



    

  
    
      終章　そして日常へ至るエピローグ
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　最後のチャンスだよ、と和泉いずみは言った。

　清原凪は、乗らなかった。
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　ホワイトデーパーティーが翌日に迫っている。

　今回も男女の別なく渡したり渡されたりするそうだ。……前回、意外と評判がよかったので今回も手作りケーキでも持っていこうかとも考えたが、考えているあいだに今になってしまった。

　材料がない。

　もう夜なので買いにも行けない。

　なにより気力もない。今日も生徒会の手伝いをして帰ってきて、制服姿から着替えることもできないほどに。

　それに、なんだか体がうまく動かない。すでに眠ってしまった木この花はなを見て、自分も眠ろうと思うのに、寝床まで行くことすらできないほどに。

　なので今回は店売りのキャンディで我慢してもらおうということで、凪なぎはコタツの上にきれいにラッピングされたキャンディをならべて、渡す相手を思い浮かべる。ちなみに数が足りない場合、犠牲になるのは一いち条じようだ。こういう時、同性の友人はありがたい。

　火か車しやと鵺ぬえ。

　火車は地獄に帰ってしまったが、鵺に渡せば届くシステムらしい。……そのあたりも考慮して悪くなりにくいキャンディを選んだのだが、いったいどのようにして現世から地獄に物を送るのか、今もってその方法は謎なぞに包まれている。

　飛ひの縁えん魔まと姑う獲ぶ鳥め。

　好みや性格など、正直よくわからない二人だが、キャンディならば嫌いとか食べられないということはそんなにないだろう。

　藤ふじ紫むらさき。

　木花の件をはじめ、様々なところで世話になっている。本当は別口でなにかお礼を用意したほうがいいのかもしれないが、行動範囲やら趣味やらがかなり不透明なので、今度時間をとって本人に意見を聞きながら埋め合わせを行おうと思う。

　木花。

　殺せつ生しよう石せきの件で一番色々なことに耐えていたのは彼女だと思う。よくがんばったね、的な意味でも、なにか今度、うちで好きなものを作ってあげるのがいいかもしれない。

　赤あか染ぞめ。

　命を失いそうになったりしたが、彼女は相変わらずで安あん堵どする。赤染は本当に強い。清きよ原はら凪が人間的に強くなろうとしたならば、見習うべきは彼女なのかもしれない。……その強さに甘えて色々迷惑をかけている気もするので、怒られないうちになにかお礼をしておこう。

　和泉いずみ先輩。

　……世話になっている。

　心配もかけているし、気にしてもらっている。

　それに、せっかくの気遣いを無下にしてしまった。

　清原凪から妖よう怪かいの力は失われたけれど、これからは普通の後輩としてお世話になることが多くなるのだろう。

　なにか、しなければならない。

　けれど、もう少し待ってほしい。今はちょっと、物事を考える力が低下している。木この花はなを止めた日から、体にも頭にも、なにより心にも、倦けん怠たい感かんが付きまとい続けているのだ。

　渡すメンバーは以上。一いち条じよう、火か車しや、鵺ぬえ、飛ひの縁えん魔ま、姑う獲ぶ鳥め、藤ふじ紫むらさき、木花、赤あか染ぞめ、和泉いずみ先輩。合計九個の包みは欠けることなくコタツの上に並んでいる。あとはトートバッグに詰めて学校に持っていく用意をするだけだ。

　わかっている。

　カウントするのは、一回目ではない。

　繰り返し繰り返し、まるでなにか重要なことを忘れているかのように、あるいは思い出すことを恐れているかのように、数えては悩み、また数え直している。

　足りないものは、わかっているのに。

　足りないままでいいと、そう決断したのに。

　延々回る考えが、また振り出しに戻りかける。

　その時、扉が開く音がした。

　施錠を忘れていたことに、凪なぎは初めて気付く。不用心だったな、となんだかぼんやり思って、それから、誰だれが来たんだろう、という疑問に行き当たる。

　ドタドタと、ペースの速い足音がリビングに近付いてくる。

　その荒々しさに、強盗でも入ったかと凪は思い、立ち上がった。

　けれどよく考えたら、今は大した抵抗ができない。

　今の清きよ原はら凪は、本当に、ただの高校一年生男子でしかないのだ。

　しかし、ホワイトデー前日、偶然鍵かぎの開いていただけの凪の家に奇跡的なタイミングで強盗が訪れた、ということはなかった。

　来客は、ある意味で必然。

「なんでこんなとこにいるのさ……！」

　息を切らせ、怒ったような表情をした、私服姿の和泉恋れんだった。

「なんでって」凪はきょとんとする。「俺おれの家だから、だけど」

「……それは、冗談で言ってるよね？」

　和泉がポニーテールを引っ張りながら、笑顔で凄すごむ。

　凪は一瞬言葉に詰まり、

「……橘たちばなの結婚式が今日だって教えてもらったけど、俺は、行けない」

「なんでさ」

「橘が、自分の意思で選んだんだ。……それに、俺にはもう、橘を守れるだけの力もない。俺は、今や九きゆう尾びの狐きつねでもなんでもなくて、ただの、弱い人間なんだよ」

「……あのさぁ！」

　和泉は声を荒げて、けれど、深く深く息をついて勢いを鎮め、

「……あのさぁ、凪なぎくん。それで納得してるわけ？」

「納得なんて……でも、橘たちばなが幸せなら、俺おれは、なにも言えない。……今の俺には、橘の『居場所』を名乗れる力がないから」

「大切なんでしょ？」

「大切だから、」

「奪いたいでしょ？」

「……」

　凪は思う。……奪いたい、という言葉にされるとつい否定したくなるが、つまるところ、橘を失ってみて自分が抱いている想おもいは、それだった。

　そばにいないと、寂しい。

　だから、そばにいてほしい。

　きれいに繕わなければ、それは『奪いたい』という言葉にも、できる。

　凪は答えることができず、和泉いずみを見る。

　和泉は――とても、とても、とても、迷ったような顔をしたが、

「……無力だからそばにいちゃいけないとか、無力だから止められないとか、無力だからわがまま言えないとか、そういうの、ないと思うんだよね。無力だっていいじゃん。ただの人間が妖よう怪かいの『居場所』になったっていいじゃん。そういうくだらないことにこだわるの、おかしいと思うのさ」

「でも」

「でも、じゃなくてさ。……行動してから後悔すればいいと思うのさ。相手が幸せかどうかなんて、考える必要ないと思うのさ。人がどう、とか考えずに、自分の気持ちで動けばいいのさ」

　しかし凪は思う。そう言う和泉こそ、人一倍、他者に気を配るタイプではなかったか。

　いつも他者を――自分を、橘を、みんなを気遣ってくれている、優しい先輩では、なかったのか。

　だから、凪は、また和泉に気を遣わせてしまっているのだと思った。

　うじうじと悩んで、つらそうにしているから。和泉が優しい、望みどおりの言葉をかけてくれているのだと推測した。

　けれど、その推測は、和泉の顔を見れば、間違いであることにすぐに気付く。

「後悔するよ」

　そう言う顔が、本当に悔いるようで、本当につらそうで。

　だから凪には、和泉の言葉が優しい励ましなどではなく、実体験から来るアドバイスなのだと、理解できた。

「相手のことばっか考えて、自分の気持ちをないがしろにしたら、きっと、ずっと、すごく後悔すると思うのさ」

　和泉いずみは、泣きそうな笑顔を浮かべ、

「だから、行っといでよ。……好きな人には幸せになってほしい、ってのはさ、もっと身勝手でいいと思うのさ。なにもかも足りない今の凪なぎくんだからこそ、もっと身勝手に、もっと後先考えずに、もっともっと、自分の気持ちに正直に行動したらいいのさ」

「……」

　今日は、結婚式。

　そこに乗り込んで、橘たちばなを奪うのか。

「でも、俺おれには力がない……」

「力は、あの大層な焔ほのおだけじゃないでしょ」

　とん、と和泉に胸を叩たたかれる。

　呼応して跳ねる心臓の音に気付いた。

　――清きよ原はら凪はもう妖よう怪かいではない。

　炎は出せない。管くだ狐ぎつねは操れない。誰だれかに命を狙ねらわれても人並みの対応しかできない。

　本当に、本当に、本当に九きゆう尾びの狐きつねだったころと比べると弱い。

　でも、橘のことを想おもえば、心臓が跳ねる。

　そうして送り出された血液が全身を回る。



    

  
    
      



    

  
    
      　すると、倦けん怠たい感かんに支配されていた体に、力が入った。

　その力はなに一つ壊せないほど弱い。

　けれどその力は――身を焦がすほどに、熱い。

「ね？　ただの人間でも、好きな人のためなら、強くなれるでしょ」

　九きゆう尾びの力が残した焔ほのお。

　今もこの胸で燃えている。

　ただ――少しだけくすぶっていただけだったのだ。燃料さえ足してやれば今もまた轟ごう々ごうと燃え盛る焔になる。

　そんなことも気付けなかった。

　和泉いずみはいつも、凪なぎが自分で気付けないことを教えてくれる。

「ありがとう、和泉先輩」

「……で、行くのかな？」

「ああ」

　どうすれば力のない今の自分が、妖よう怪かいたちの群むれから橘たちばなを連れ出せるかは、わからない。

　橘がついてきてくれるかも、わからない。

　むき出しの心は強くやわらかい。だから、攻撃されれば傷つくし、血を流して死んでしまうこともあるかもしれない。

　けれど恐怖と不安を塗りつぶす。

　熱さにまかせて歩みだす。

　絶対に成功する確証がないからこそ、絶対に成功させる熱量を以もつて挑む。

「行っておいで」

　ばしん、と和泉に背中を叩たたかれる。

　廊下を抜け、靴を履き、ドアを開ける。

　八月の日を思い出す。……あの日は玄関を開けたらそこに橘がいた。

　今はいない。これから、連れ出すのだ。

「じゃあ、和泉先輩」

「うん」

　玄関まで送ってくれた和泉にあいさつをして、凪は駈かけ出した。

　目指す場所は学校。

　和泉に聞いた、橘の結婚式場だ。



　　　３



　凪を見送り、和泉は笑っていた。

「まーた鍵かぎかけ忘れて。不用心だなぁ、もう」

　合鍵など当然持っていないし、施錠せずに家から出るのも気が引ける。木この花はなはもうとっくに寝ているだろうし、起こすのも悪い。……結果の報告を聞くためにも、しばらく家にいようか、と和泉いずみは結論した。

　コタツの近く、先ほどまで凪なぎのいた場所に腰を下ろす。

　おそらく明日のホワイトデーパーティーのためだろう。綺き麗れいなラッピングが、ところ狭しと並んでいた。

　数は九。どれもこれも同じで、どれか一つが本命、ということもなさそうだ。

「凪くんのことだから、一いち条じようくんとかにも渡す気なんだろうなぁ……」

　男から男へのホワイトデーってどうなんだろ、と和泉は首をかしげる。

　まあたぶん、というか絶対、あの律儀な子は性別とか関係なく、ひょっとしたらもらってない相手にもお返しを用意してるだろうけれど。

　そうなると、九という数は、足りない。

　そして――全部同じ、上も下もない九個のお返しを見て、気付く。

　渡す人の中に本命がいないんだから、そりゃあ、差なんてつけないよね。

　結論は出ていた。理解していたし、応援していた。今だって言葉を尽くして想おもいをぶつけて、橘たちばなを奪いに行けと、発破をかけた。

　だから、成功を祈ろう。

　失敗して帰ってきたら慰めよう――なんていう考えは、振り払って。

　橘が隣からいなくなったら自分が隣に、なんていう想いは、ぶち壊して。

「……ちょっとぐらい、あたしも力になれたかな」

　今まで、無力でなにもできなかったけれど。やっと今、力になれたことを誇って。

　和泉恋れんは、凪の成功を祈って待つことにした。
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　街灯のない夜道を月明かりだけを頼りに進む。

　鉄の門扉を乗り越えればそこは、夜の学校だ。

　清きよ原はら凪は息を殺して校舎に忍び込む。

　学校はすでに暗い。けれど凪は知っている。音もなく気配もなく、厳かに狐きつねの嫁入りは行われているのだと。

　見つかれば終わり。けれど、見つからずに抜けられるとは思っていない。

　案あんの定じよう、昇降口にたどり着く前に、赤い着物を着た、五、六十センチほどの大きさの、狐耳が生えた少女が、ふわりふわりと凪の眼前に立ちふさがった。

　管くだ狐ぎつね。

　狐きつねの挙式の受け付け係にして警備員。

　招かれざる、力なき者を八つ裂きにして式の安あん寧ねいをたもつ存在。

　見つかったのは予定調和。……とは言え、対策はない。今の凪なぎは心得のないただの人間だ。管狐を撃退はおろか、操作も説得もできない。

　けれど――

『！』

　管狐は、手持ちの半紙にそんな文字を浮かび上がらせた。

　……正直、管狐の見分けはつかないのだが、凪はひょっとしてという思いを込めて、

「ええと、おまえ、うちにいた管狐……だよな？」

『あたふた』

　管狐が右往左往している。

　緊張感がそがれることおびただしい。

『べっ、べつにあんたのことなんて覚えてます九きゆう尾びさま』

　管狐のキャラがぶれている。

　なにこれ。

　凪は考える。……主しゆ筋すじ、妖よう狐こや九尾の狐などには従順で、それ以外の妖よう怪かいにはツンデレな管狐だが、今の凪がどういう存在かわからず、態度を決めかねているのだろうか。

　なににせよ、問答の余地はありそうだ。

「管狐、その……よければ、こっそり橘たちばなのところまで案内してもらえるか？」

『にゃーん』

「いや、猫のふりしても、おまえが管狐なのはとっくにばれてるから……」

『!?』

　これ、冗談じゃなくて本気なんだよなぁ。

　笑っていいのかあきれていいのかわからない凪の目の前で、管狐はおろおろしたあと、

『橘さまにおこられるのこわい』

　子供みたいなことを言いだした。

「俺おれが代わりに怒られるから、案内してくれないか？」

『べつにあんたのためなんだからね！』

　新たなキャラが開拓されたようだった。

　かくして、管狐の案内を得ることに成功した凪は、夜の校舎を進んでいく。

　もともと歩きなれた場所だ。どこになにがあるかは大体把握している。

　けれど――一階、かつて鬼の襲撃により崩れた場所、昔通れず、今もまた通れないように閉ざされている、防火扉の前に来る。

　ここからは、知らない場所だ。

　管くだ狐ぎつねが柏かしわ手でを打つ。

　すると、防火扉が、左右に開いた。

　……まさか観音開きするとは思っていなかったので少々おどろきつつも、凪なぎはさらに先へと進む。

　そうしてほかのフロアと変わらぬ道を歩いていると、不意に、鍾しよう乳にゆう洞どうのような場所に出た。周囲の壁が土壁に変化し、道の先には、重厚なくろがねの扉が見える。

『ここから先が式場』

　管狐はそのような文字の浮かび上がった半紙を凪に示す。

『もう仕事にもどらないと』

「ああ、そうか。悪いな、こんなとこまで……」

『べつにあんたのためじゃないけど御武運を』

　最後までツンとデレのせめぎあいに決着をつけられないまま、管狐が去っていく。

　……扉の向こうに、橘たちばながいる。

　おそらく、多くの妖よう狐こと、橘の相手、橘の親も。

　奪うというのは、すべてを敵に回すことであり、橘を、すべてと敵対させることだ。

　凪は己に問いかける。

　自分はそこまで、わがままに橘を奪いたいのか。

　責任がとれるかわからないのに、力が及ぶかわからないのに、それでも後先考えず、扉の向こうにいる橘を取り戻したいのか。

　八月から始まった、『人間として普通』とは言い難い日々を、惜しいと思うのか。

「……」

　ここが最後の分岐点。扉を開ければ後戻りはできない。

　だから凪は、ことさら力強く足音を響かせ――

　――扉を、開けた。

　急に、和風の部屋に出る。

　赤い絨じゆう毯たんの敷かれた畳の間。

　左右には膳が並んでおり、出席者がずらりと並んでいる。隠そうともしていない。全員、妖狐だ。

　そして中央。広く空間がとられた場所に、黄金の屏びよう風ぶを背に座る、橘。

　白しろ無む垢く姿に、夏の日がフラッシュバックする。

　けれど、すぐ隣に須す磨まがいるのが見えて、凪は現実に立ち返る。

　橘は白無垢姿で、須磨は紋付き袴はかま姿。……こうして並んでいるのを見ると、見た目の年齢や、容姿の美しさなども釣り合っていて、似合いの二人に見える。

「凪なぎ……？」

「橘たちばな――」

「来たぞかかれー！」

　橘になにかを言う間もなく、須す磨まが立ち上がり、号令した。

　凪はおどろく。展開が早すぎる。須磨がまるで予期していたかのように動いている。号令と同時に戸惑いもなく隊列を組んで、橘とこちらのあいだを塞ふさぐ出席者たちを見ていると、あらかじめ自分の来訪を予測していたとしか思えない。

「え、ええ……？」

「なんじゃ、なにが起こっている!?」

　凪と同様、橘もまた状況についていけてないらしく、困惑を隠すように大声で言った。

　その声に答えたのは、不敵に笑う須磨だ。

「ふっふっふっ、我に策あり、ですよ、九きゆう尾び様。……あなたがもう九尾の力を失っているのは、この学校にいる妖よう怪かいすべてが知っている事実」

「えー……」

　そうなのか。

　自身では半信半疑、一度は納得したつもりだったがひょっとしたらまだ回復していないだけでしばらく経ったら復活するんじゃないか、ぐらいにも思っていたのだが、どうにも本格的に、清きよ原はら凪は九尾の力を失っているらしかった。

　しかし凪本人より先に学校にいる全員が知っている、というのは、なにか、誰だれかの意図というか、情報操作を疑ってしまうような話である。誰がそんなことして得するかは、本気でわからないが。

「というわけで、これだけ妖よう狐こがいればあなたには負けません。……いやしかし、すごく意外でした。一応可能性に備えて準備はしていたものの、まさか本当に来るとは。けど、邪魔はさせませんよ。群むれの繁栄のため、なにより僕の誇りのため、あなたにはお帰りいただきます」

　じりじりと狭まる包囲網。

　退路はつぶされていないから、逃げることはできそうだった。

　けれど、ここで逃げる気はない。

　凪は意を決して、特攻する。

　妖狐たちが形成する壁は、分厚く、堅けん牢ろうだ。このままぶつかっても勝算はないが、勝算などなくともこじ開ける覚悟がある。

　いよいよ衝突、と凪は歯を食いしばる。

　けれど、ぶつかることはなかった。

　――不自然な風が、妖狐の壁を割った。

　吹ふき散らされ散り散りになる妖よう狐こたち。凪なぎは不意にできた道を通って、須す磨まと橘たちばなのところまで行く。

　須磨がひるむのが見えた。

「く、く、来るな！　来ないで！　ほんの出来心なんです！　あとに退ひけなかっただけなんです！」

　完全に心が折れている。

　凪は、須磨の前まで来ると、その真横を通り過ぎ。

「一体なんなんじゃ、さっきから――っ、おい、凪!?」

　そのまま、米俵でも抱えるように、橘をかついで、走り抜けた。

「お、追え！　僕の花嫁を逃がすな！　っていうかなんだよこの風！」

「……ふ、ふ、ふ、通りすがりの、天てん狗ぐ？　仮面」

「誰だれおまえ!?」

　屏びよう風ぶを倒して駆け抜ければ、向こう側にも扉がある。

　にわかににぎやかさを増した式場をあとにして、さらに走る。

　洞どう窟くつのような、横も上も土に囲まれた場所を抜け、さらに走って、走って――

　――凪はいつしか、見慣れた校庭の端、武道場跡地へとたどり着いた。

「降ろせ！　降ろさんか！」

　じたばた、ようやく状況を呑のみこめたらしい橘が暴れだす。

　ただの人間の体力では、もう支えきれなかった。

　ふらふらとバランスを崩しながら橘を地面におろし、凪はそのまま、尻しり餅もちをついて倒れこむ。

　すると、橘がずんずん近づいてきて、腰をかがめ鼻先をこちらに突き付け、

「なぜ来たのだ！」

　意外――でもない、怒りの言葉を、投げつけてきた。

　凪は律儀に理由を述べかけて、言葉に詰まる。

　これから橘に言うのは、むき出しの気持ち。

　相手の出方をうかがわず、自分の意思だけで、自分の身勝手で発する、願望だ。

　だから、どうなるかわからない。

　断られれば傷を負う。

　立ち直れないかもしれない。

　けれど凪は、緊張で震える手で、橘の両肩をがっしりとつかんだ。

「奪いに来た」

「……」

「須磨から、群むれから、橘の親から、橘を奪いに来た。力はないけど力ずくで、強制力がないけど強制的に、橘たちばなを大事にするためにおまえの意思を無視して、奪いに来たんだ」

「……なぜだ」

　橘はいじけたような表情で視線を逸そらし、

「おまえは、私の行動に言及しないのであろう？　おまえは、私の意思を尊重するのではなかったのか？」

「尊重して、任せて、好きにさせて、満足できなかった。そばにいてくれないと、さびしかった」

「ならば、そう言えば良かったであろうに。私はおまえの言葉には逆らわん。おまえは私の命を救った。おまえは九きゆう尾びの狐きつねだった。おまえには私を自由にできるだけの力と恩義があったのだから――」

「それじゃダメなんだ」

　聞きたいのは、力とか恩義とか、そういう話ではない。

　もっと単純で、もっと純粋な、気持ちの問題だ。

「自由にできるから自由にするんじゃ、ない。俺おれは、なんの力もない、なんの強制もできない今の立場で、橘を奪って、橘を納得させて、橘のそばにいたかった」

　橘の『居場所』が、どこかわからない。

　橘の幸福が、どこかわからない。

　けれど、凪なぎは気付いていた。

「おまえの『居場所』は知らないけど、俺の『居場所』は、おまえのそばだったんだ」

「……今の私は、おまえに従順ではないぞ」

「それでもかまわない。たぶんそれが『並び立つ』ってことで……きっと、並び立ちたいと思う、そばにいたいと思う、いないと寂しいと思う、この心の動きが、恋をしてるってことなんだ」

「馬ば鹿か者ものが」

　橘が、再び黄金の瞳ひとみをこちらに向けた。

　どことなくいじけたような、恨みがましい――けれど、柔らかに輝く、瞳を。

「ごめん」

「今さら、なんと言って親に謝れば良いのだ。式も、縁談も、もう最終段階まで来てしまったのだぞ。私は、群むれのために生きる機能になっていたのだぞ」

「……ごめん」

「ここでおまえについていったら、本当に、もう二度と、群には戻れんし、居場所を失うのだぞ」

「ごめん……」

「それでも、引き下がらんのか。今度こそすべてを失なくした私を、ただの人間ごときが、背負いきれるというのか」

　橘たちばなから突き付けられる最さい後ご通つう牒ちよう。

　けれど、実に今さらだ。

　こちらは、ここに来た時点でとっくに結論を出していたのに。

「引き下がらない。後先を考えないで、欲望を押し付けたい。無力だからこそ出せる全力がある。昔の俺おれが全力を出したら、力ずくで、街を滅ぼして群むれを黙らせて、橘の意思なんか関係なく、連れ出すことができた。……でも、今の俺の力ずくじゃ、そんなことできない」

「まあ、そうだな」

「だから、聞かせてくれ。俺は橘を奪うけど、今の俺じゃ、橘の協力なしには橘一人奪えない。……俺は、橘を奪ってもいいのか？　橘の幸福が俺の隣にあるかはわからないけど、それでも橘は、俺の隣に来てくれるのか？」

　沈黙が下りた。

　凪なぎは自分の鼓動を音を聞く。……音は耳元までせり上がり、全身を揺らして、今にも口から飛び出しそうだ。

　橘にも伝わってるんじゃないかな、と不安になる。

　けれどそれもいいかもしれない。……思えば、橘と暮らしてから、こういうふうに生の気持ちを橘に聞かせることは、しなかった。

　だから、今初めて気持ちを語って。

　今初めて、心を伝えて。

　そして、今初めて、冗談めかすでもなく、なにかの目的のためでもなく。強くもない偉くもない清きよ原はら凪に本音を伝えてくれと、求める。

「私は、おまえの背中ばかり見ていた」

　長い長い、沈黙ののち。

　不満そうに、不ふ遜そんに、橘は声を出す。

「危険から遠ざけられて、守られて、ずっとずっと、おまえの背中ばかり見せられていた。並び立ちたいと言って、おまえはそれを受け入れたけれど、結局私は、おまえの役に立つことはなかったし、おまえの行動に影響することもなかった」

　悔いるように、恥じ入るように、橘はこちらを見て、

「ようやく、私のほうを見てくれたな」

　……浮かべた笑顔に光る涙は、黄金の朝日に照らされ輝く朝露じみていた。

　――こうして、自分から視線を合わせて橘と向かい合うのは、ひょっとしたら、今が初めてかもしれない。

　見上げられるでもなく、見下ろすでもなく、向こうから来るでもなく、横に並ぶでもなく。真正面から言葉と視線をぶつけあう。……そんな経験が今までなかったことに、凪なぎは初めて気付いた。

　もっと早く向かい合っていれば。

「これでやっと――」

　そっと、橘たちばなは顔を近づけて、

「――不意を打たずとも、急いで追いつかずとも、おまえと口づけができた」

　ついばむように、凪の唇に、唇を触れさせた。

「……ああ」

　ここまで、橘を待たせることも、なかったのかもしれない。

「ずいぶん遠回りをした。私は、私の誇りを懸かけておまえを狐きつねに戻せなかった。私は賭かけに負け、おまえを魅了することはついぞ叶かなわなかった」

「……」

「だから、約束などという、過去に交わされた契約ではない」

　橘はぎゅっと唇を引き結び、

「まさか、もう断るまいな？　――私を娶めとれ。私の夫となれ。恥を雪そそぐためでなく、おまえが私を死なせないからでもなく、なにもかも捨てた私を、今度こそ幸福にしてみせるがいい」



    

  
    
      



    

  
    
      「ああ。約束する」

「……待ちくたびれたぞ、馬ば鹿か者ものめが」

　橘たちばなは、目の端に涙を浮かべながら、笑った。



　――こうして。

　すれ違いや障害もあったけれど、清きよ原はら凪なぎはやっと、橘を手に入れた。

　九きゆう尾びの狐きつねの強さではなく。

　人間としての、力で。



    

  
    
      
ふぉっくすている・あふたー





　前日が本番だったような気もするが、つつがなくホワイトデーパーティーは終了した。

　春休みも始まったある日。花見の場所を、花見に行く全員で花見の場所を下見する――という、勢いとノリと、来年最初のイベントの準備帰りのテンションが全すべて悪いと言わざるを得ないような、よくわからない催しを凪は行っていた。

　まだまだ蕾つぼみの桜の天てん蓋がいを見ながら凪は回想する。

　橘を連れ出してからの一週間が怒ど涛とうすぎて、こうしてのんびり日中から外を歩くのは久々だな、と。





　怒涛の一週間になにがあったかと言えば、なんだか予想外に広まっていた『清原凪が完全に人間になったという噂うわさ』が本当かどうか妖よう怪かいの生徒たちに証明を求められたり、橘が群むれから完全に自由になったり、赤あか染ぞめ兄が卒業したり、火か車しやが九く条じようを連れて地上に来たりと、そういうことだ。

　……冷静に振り返ると、ちょっと許容量を超えるぐらい色々ありすぎた。

　凪なぎが九きゆう尾びの力を喪うしなった証明、これはいいだろう。焔ほのおの一つも出せないんだよ、と来た妖よう怪かい来た妖怪に説明しただけだ。

　中には疑う者もいたが、それはどうしようもない。『できない』という証明は、なかなか難しいのである。





「凪、どうしたのだ、自分の掌てのひらなんぞじっとながめて」

　橘たちばなが、じっと黄金の瞳ひとみで見上げてくる。

「いや」

　凪は、橘の制服の肩のホコリをとりながら、「なんでもないよ」とかぶりを振る。

　橘は「そうか」と言って視線を前に戻した。

　凪はじっと、その髪に隠れた黄金の背中を見て、思い返す。





　群むれから完全に自由になった。

　……うん、あんまり、今でもなにが起こったか理解できていない。

　橘の母に一人呼び出されたところまでは、理解できる。

　普通、あんな奪い方をしたのだ。色々な場所に遺恨が残ってしかるべきなのだ。

　だから、お叱しかり、あるいは殺される可能性まで考慮に入れて、それでも凪は橘を伴わず、一人で橘の母に会いに行った。

　けれど、凪を迎えた橘の母は、意外な言葉を放ったのだ。

「よろしいのではございませんかな」と。

　思わず聞き返す凪に、橘の母はたおやかな笑みを返してさらに続ける。

「群の繁栄など、人間に降った時点であってなきがごとし。……若狐きつねがあんまりにも懸命に進言してくるものゆえ、話にのってみたものの、結果はこのような有様。

　ですので、よろしいのではございませんかな。

　結局のところ、娘の幸福を願うのが、母の在り様でございますれば。

　貴方あなた様が橘を幸せにしてくださるかはわかりませぬが、たとえ仮かり初そめでも、現在娘が幸福であれば、構いませぬ。

　どの道、男女の仲など幻想でございますれば。あとがどうあれ、最初の幸福が大きければ、あとは万事問題なしでございまする」

　正直、あんまり聞きたくない結婚観だった。

　けれどこうして橘たちばなと凪なぎの仲は親に認められた。

　……将来がどうなるかはわからないけれど、とりあえず今は、素直に喜んでもいいのではないだろうか？





「なにをぼんやりしてるんだ？　まったく理解し難いなおまえは。まだ春休みボケには早いだろうに」

　おでこの右をコツコツと人差し指でたたきながら、赤あか染ぞめが背後から歩いてくる。

　相変わらず、歩き方が堂々としている。身長の都合で凪のほうが足は長いはずなのだが、それでも余裕で追い抜かれそうになるほどに大きなストライドだ。

「……というか、冷静に考えて、俺おれたちはなにをしてるんだろう」

「花見の下見だろうが。とは言え、この人数じゃ、桜がないだけで本番となにも変わらない気もするけど。……おい一いち条じよう、おまえはなにをしてるんだ」

　赤染が鋭い視線を前に向ける。

　そこでは、一条が大きな手で、桜の枝をつかんでいるところだった。

「えっ、その、枝を持って帰ろうと……」

　一条は怯おびえきった顔で、赤染に向けて苦笑いをする。

　赤染はいらだったようなため息をつき、右デコをコツコツ、

「公共物の桜を勝手に折ろうとするとは、度し難いねおまえは。そこに直れ。さもなくば死んでいいよ」

　赤染が歩調を速めて一条に近づいていく。

　凪は見送りながら、赤染の兄のことを想起した。





　卒業していく赤染兄と、言葉を交わす機会があった。

　というよりも、向こうから声をかけてきて、校舎裏に呼び出された。

　意外すぎて怖い。いったいどんな愚痴と小言を言われるんだろう、と凪は身構えたものだが、実際にかけられた言葉は違った。

「感謝している」

　学校ぐるみで『凪に意外な言葉を言う週間』でも行っているのかというぐらいに、最近凪を呼び出して言葉をかけてくる相手は、凪をおどろかせる。

「君のお蔭かげで妹の命を使わずに済んだ。いつか来るその時は引き延ばされた」

「……やっぱり、生徒会長は、その時が……赤染の命を犠牲にしても封印しなきゃならない妖よう怪かいが出る時が来るって、思ってるんですか？」

「ちなみに俺おれはもう生徒会長ではないのだが。……いやいい。呼びやすいように呼べば。……そうだな、その時は来る。人間が妖よう怪かいの上に立っている限り、人間と妖怪が二つに分かれている限り、深刻な対立はあるだろうし、対立するならば、我々は人間として、妖怪を封印せねばならず――我が一族の女は、その能力ゆえに、命を犠牲にして妖怪側の主力を封じねばならない。これが、血脈であり、宿命だ」

　断固として言う生徒会長の表情には、最初に会った時の固さがあった。

　凪なぎは考える。

　そんなふうにあきらめるのはよくない、と。

「人間と妖怪でも、対立しないで済む道はあると思います」

「そんなものがどこにある」

「この学校に」

「……」

「人と妖怪の境なんて、ほんとは、ないのかもしれません。……少なくとも、俺は感じなかったし、今も、ちょっと妖よう力りよくが使えなくなっただけで、前となんら変わってないと思います。だから、人間と妖怪は、わかりあえるし、争わないで済むとも、思います」

「そうか」

　生徒会長の声はやはりゆるぎない。

　凪はこれしきの言葉じゃなにも伝わらなかったか、とあきらめかけたが、

「ならば、証明してみせてくれ」

「……」

「君ならば、やれるかもしれない。人間と妖怪がどうこう、などというお題目は達成できないかもしれないが、俺の妹にただの人間の暮らしをさせるぐらいは、してくれるかもしれない。……期待はしない。好きにしろ」

　その口ぶりはいつもの生徒会長そのもので、凪はなんだか、ようやく安心できた。

　だから、期待されないなりに誠意を込めて、凪はうなずいた。





「にゃっ、ぎっ、くーん！　ちょっとあたしとお話しよっかー？」

「こらこら、邪魔してはなりませんよ」

「うぐえ」

　声におどろき、振り返る。

　そこには、にこにこと微笑ほほえむ姑う獲ぶ鳥めと、姑獲鳥に首根っこをつかまれて死にかけている飛ひの縁えん魔まがいた。

　……なにしてるんだろう、この先輩たち。

　凪なぎが悩んでいると、隣にいた橘たちばなが一歩、飛ひの縁えん魔またちのほうへと歩み出て、

「なにをしておるのだ貴様らは……。漫才なら花見の席でやるがよい。気が早いぞ脳内小春日和ども」

「あらあらごめんなさいねぇ橘ちゃん。飛縁魔さんったら、一足早く常とこ春はるの国に行ってしまったようで……」

「ちなみにその『常春の国』とは、三さん途ずの川の向こうにあるのか？」

「さて、どこにあるかまでは存じ上げませんが……私はですね、橘ちゃん、この世にただ一つだけ許せないものがあるのですよ」

　ずずい、と笑顔のまま、そして飛縁魔の首を小手先の技で絞めたまま、姑う獲ぶ鳥めが橘に顔を寄せた。

「……聞いてやろう」

　迫力に負けるように、橘がうめく。

　姑獲鳥はやけにすごみのある笑顔で、

「浮気と子供を大事にしない人が、嫌いなのです」

「二つあるではないか」

「死ぬ！　マジ死ぬから！」

　飛縁魔が復活してじたばたしだすのだが、姑獲鳥の腕力は見た目よりだいぶ強いようで、びくともしない。

「……というか飛縁魔、貴様、いいのか」

「あ？　なにがだよ」

「凪はもう、人間なのだぞ。その人間の前でそんな情けない姿をさらしても問題はないのか、と聞いておるのだ」

　その一言に、飛縁魔は一瞬凍りつく。

　けれど、照れたように、

「人間を『人間』って言うのは、あたしも橘も姑獲鳥も、みんなひっくるめて『妖よう怪かい』って言うみたいなカンジだなー、なんて……とにかく、凪くんはいいの！」

「よくありませんよ」

「ぐえ」

「というわけで、飛縁魔さんは、死なない程度にお仕置きしますので、これで」

　そう言っておだやかに頭を下げ、最後まで飛縁魔をひきずりながら姑獲鳥は先へ先へと進んで行く。

「……これが、飛縁魔を見た、最後であった」

「縁起悪いからやめなさい」

　つぶやく橘に凪は思わず注意した。

　いやもう、本当にあの二人は、いつも元気で、うらやましい。

「やれやれ、つまらないね」

　耳から入って脳を震わすような、低い声が聞こえた。

「……なにがつまらないんだ？」

　凪なぎは自分の声にかすかな緊張がふくまれていることを自覚した。

　どうにもこいつの相手は慣れない。きっと、記憶にあるのが戦いばかりだからだろう。

　凪は表情が硬くならないように気を付けながら、声のほうを見る。

　するとそこにいたのは、少女と見み紛まがうような美少年。

　制服の集団の中にあって、スーツ姿の、鬼九く条じようだった。

「つまらない、本当につまらないよ。おまえは力を失うし、妖よう怪かいのくせに人間になるし、おまえの周囲は頭が平和になるようなくだらない茶番ばかりだし。……妖怪は絶滅すべきで、それ以外ないと思っていたのに、それ以外にやりようがあると身を以もつて示されちゃ、僕は今まで一体なにをしてきたんだろう、って気持ちにもなるよ」

　ふう、と九条はため息をついた。

　凪は理解する。……そうだ、九条は好戦的だが、その根底にあるのは『人間社会のために』という気持ちなのだ。

　九きゆう尾びの狐きつねを狙ねらっていたのも、人の世に害を及ぼすと判断したから。

　ならば、今の自分は、九条と争う理由がないのだと。……もう存在そのものを理由に戦いを仕掛けられることはないのだと、ようやく、理解したのだ。

「……というか、人間界に出て来れたんだな」

「ああ、僕を閉じ込めてた組織の頭がすげ替わったからな。やれやれだ。地獄で混乱を治めていたほうが、まだ楽しかったよ」

「貴方あなた、せっかくわたくしが厚意で連れてきて差し上げましたのに、その口ぶりはなんですの？」

　不機嫌そうな声が凪の隣に並んだ。

　くるくるとよく巻かれた髪が印象的な、気の強そうな少女。

　制服姿の集団の中、九条と二人だけ私服、こちらはゴスロリを着た、火か車しやである。

「というよりも、貴方、邪魔ですわよ。貴方が凪と話すだけ、わたくしが凪と話す時間が減るのですから、少し遠慮してはくれませんこと？」

「遠慮もなにも、恨み言……というか八つ当たりの百や二百はぶつけたい相手でね。これでもかなり遠慮をしているほうなんだよ」

「それならばわたくしは、思い出話と未来の話の千や二千はしたいのですわ。いいからおどきなさい。あるいは灰になりなさい」

「……知らないかもしれないけど、僕は、戦いを求められれば喜んで応じるぞ」

「知っていますわよ。殺せつ生しよう石せきと十尾の狐きつねの話が出回り混乱した地獄では、随分と活躍していましたからね。このわたくしが労ねぎらうだけの価値は認めて差し上げますわ。ただし、わたくしに刃向うのであれば、その限りではありませんけれど」

「面白い、乗った」

　一触即発の様子で火花を散らし合う火か車しやと九く条じよう。

　凪なぎは困るしかできない。この二人が本気で争いあったら、もう、今いるメンバーで止められるだけの力がある者はいない。

　けれど二人とも抑える気はあまりなさそうで、火車は赤い髪を炎に変化させつつあるし、九条の右腕が次第に肥大してスーツの袖そでを今にも突き破らんとしているのが見える。

　どうしてくれよう――と凪が困り果てていると、

「ぬえ！」

　二人のあいだから、鈴付き首輪をつけた、ツインテールの少女が生えてきた。

　鳴き声がほとんど名乗りだが、鵺ぬえである。

「だめですよう、ねえさまも、九条さんも。仲良くしてくださいねえ」

「……ふん、鵺に免じて許して差し上げますわ」

「…………」

　九条が沈黙している。

　その表情は、非常に筆舌に尽くしがたい。困惑しているようにも見えるし、あきれているようにも見える。怒っているようにも見えるが、どれかと言えば、苦手な食べ物を山盛りで出されて、しかもそれを絶対に食べなければならないような顔――とでも表現すればいいだろうか。

「ぬえー、ぬえー、九条さんも、ねえさまに逆らったらいけませんよう」

「……なんだろうな、君を見ていると、争ったりいがみ合ったり、がんばったり、そういうのがすさまじくくだらなく思える」

　ようするに、気が抜ける、ということだろうか。

　そんな九条を見て、火車はため息をつく。

「それにしてもまったく……この鬼は、わたくしの部下である自覚が足りませんわね。教育の必要性を感じますわ」

「……はっ」

「ちょっとなんですの!?　なんですのその、なんですの!?」

　言葉にならないらしい。

　九条はさっさと先に行ってしまう。火車もあとを追い、

「ぬえー。では、鵺もこれで」

　ぺこりと頭を下げて、鵺も二人についていった。

「……というか凪なぎよ、思うのだが、あの鬼めはなんのために連れて来られたのだ？　いらぬいさかいの種にしか見えんのだが」

「うん、なんでだろう……」

「それ、は～、藤ふじ紫むらさきが、呼んだ、から」

　橘たちばなとのあいだに割り込むように、藤紫が顔を出す。

「……よくわからない」

「藤紫の意図のほうが、よくわからないけど……」

　苦笑いを浮かべる凪。

　藤紫はじっと、感情のない瞳ひとみで凪を見上げたあと、

「藤紫は、今も、ずっと、妖よう怪かいが人間になる方法をさがしてる。……糸口が見つからない。今度、なぎに～、協力？　して、もらいたい感じ」

「あ、ああ、俺おれでよければ」

「もみしだく」

「どこを!?」

「もめるばしょあらば」

「ないよ！」

「おい天てん狗ぐ貴様、私の許可なく凪になにをしようとしておるか」

　橘が、藤紫の顔を押して凪とのあいだから追い出す。

　藤紫は頬ほおを押しつぶされながらも表情を変えず、

「おしいことをした。藤紫がめいんひろいんのルートも、あった、のに」

「……真剣に意味がわかりません」

「でも、藤紫は、まんぞくしてる。橘以外はきっと、なぎを人間にできなかった」

「……天狗」

「つまり――よくやったって、褒ほめてやってるんだよ」

「だから、藤紫……ちょいちょい出てくるそのキャラは誰だれなんだ」

「いちじょーが赤あか染ぞめにころされそうなの、で～、藤紫は隣でみてくる」

　そう言うと、まるで飛ぶかのように両腕を大きく広げて、赤染たちのほうへと行ってしまう。

　凪と橘はあっけにとられて顔を見合わせる。

「橘おねえちゃん！」

　そんな橘の背中に体当たりするように、木この花はなが抱きついてきた。

　橘はかすかによろめくが、どうにか木花を支えきる。

「あっちでねぇ、咲いてる桜があったよ」

「む、本当か。よくやったぞ木花」

「えへへ……」

　はにかむ木この花はなを見て、凪なぎは自分の顔がほころぶのを感じた。

　橘たちばなが戻って来てから、木花と橘の仲が、急速に進展したような気がする。……いや、『進展』とか言うとなにか違う気もするのだが、とにかく、いっそう仲良くなった。

　本当にこうしていると、姉妹にしか見えない。

「やほやほ、凪くん。にやにやして、ちょっと怖いよ？」

　凪の肩を後ろからぽん、とたたいて、和泉いずみも現れる。

　凪は和泉へと振り返り、

「すいません和泉先輩、木花の引率みたいなことさせちゃって」

「引率っていうか、まー、一応同学年だからね」和泉はポニーテールをぐいぐいと引っ張って、「しかしほんと、このままお花見もどきしちゃえばいいのにさ。下見ってなによ下見って。こんだけ雁がん首くびそろえたら本番と変わんないじゃんさ」

「ははは……まあ、そうだな」

「あー、ほんと……ま、いっか。来年度も生徒会とか手伝ってね」

「いいよ」

「持つべき者は後輩の友だね。ほんじゃ、あたしも行くよ。なんか火か車しやとか赤あか染ぞめちゃんとかが色々大変な感じなんで、注意に行かないと」

「ご苦労様です……」

「というわけで、木花ちゃん、力貸してくれるかな？」

「が、がんばるよ……」

「あはは」

　笑って、和泉が進んでいく。

　木花も続く。

　……というか、赤染と火車がなにをしているんだろうか。

　凪は視線を前へと移す。……うん、なにをやっているんだろう。お互いに腕を組んで胸を突き合わせて口論しているが、ここからじゃ内容が聞き取れない。

　凪は考える。あの二人が口論に発展させてしまいそうな話題、なにかあっただろうか？

「なーぎくん」

　考え込む凪に、和泉が振り返って声をかけた。

「なに？」

「誰だれかの代わりじゃない、自分だけの人生は見つかったかな？」

「……」

　凪は思い出す。

　九月。和泉にだけ話したことのある、昔話。

　清きよ原はら凪なぎの代わりに、清原凪の体で生きようという、九きゆう尾びの狐きつねの決意。

　……思えば、今の自分は『誰だれ』なのか。

　結局、迷い続けるままで、凪は自分が誰なのか、わからない。

　けれど、

「ああ、見つかったよ。俺おれが誰でも、俺のしたいことは、変わらないから」

「そっか」

　そうして、和泉いずみは赤あか染ぞめたちのほうへと走っていく。

「凪、恋れんと話しておったのは、どういうことだ？」

　見上げてくる黄金の瞳ひとみ。

　凪は少しだけ考えて、

「俺さ、前に、おまえのこと、妹みたいだって、大事な存在だって――『居場所』になりたいって、言ったじゃないか」

「うむ」

「それ、無しにしたい」

「……言葉の意味によっては燃やすぞ」

　橘たちばなの手厳しさに、凪は笑う。

　本当に、変わったと思う。

　今の橘は、昔、死を選ぼうとしていたころとは違う。

　生き生きとしていて、輝いている。

　だからこそ――

「俺じゃおまえの『居場所』にはなれないんだ。あと、なりたくもない」

「……あれだけのことをしておいて、三み行くだり半はんとはいい度胸じゃな」

「いやいや、そうじゃなくてさ。『居場所』はやっぱ、俺がなるでも、橘がなるでもなくて、一緒に見つけて行こうって思ったんだよ」

「……」

「やっぱり俺は人間だから、おまえの居場所になるなんてできなかった。人間になりたいって言いながら九尾の力頼みだったんだ」

　特殊な力がなくなって初めて気付く。

　清原凪は、心も体も、弱い。

　ただの人間が妖よう怪かいを『守る』など、できない。

　だから、

「見栄も驕おごりもなく、全部、さらけ出すよ。弱音も吐くし、かっこ悪いとこも、もっと見せると思う。……そうやって力を抜いて、ずっと一緒に、歩いていきたいと思ってる」

　凪は、右手を橘に向けて差し出す。

「俺おれの人生はおまえの隣にある。……俺が『なに』であっても変わらない。それが、俺だけの人生だ。……でも、橘たちばなの協力がなかったら、そんな人生は歩めない。だから、手を取ってほしい。ずっと、手をつないで歩いてほしい」

　じゃないと、自分の人生すらままならない。

　それほど、人間は弱くて。

　そして――ずっと、今の想おもいを抱き続けることができるぐらいに、人間は強いのだと、凪なぎは信じている。

　橘は、黄金の瞳ひとみでじっと凪の手をながめていたが、

「まあ、よかろう」

　不ふ遜そんに言って、手を取る。

「私はおまえを魅了した。……もっとも、おまえはもう狐きつねには還れんようだが、不思議と気分は悪くない。この勝負、私の勝ちと考えてよいやもしれん。だからおまえは――」

　橘は、背伸びをして、唇を凪の耳に寄せて、

「――これで完全に、私のものだ」

　誰だれにも聞かれないように。

　こっそりと、静かに、けれど断固として、言い放った。

　凪は笑う。

　不意に頭を撫なでたいような気分になったが、やめておいた。

　しっかりと握られた右手の感触だけで、今は充分だったから。

　そんなわけで、二人してどこへ向かうのかはまだ決まらないけれど。

　とりあえず目指す場所は、まだつぼみの桜の樹の下、みんなのいる場所。

　二人は手を握って、笑い合いながら、ゆっくりと歩いて行った。



    

  
    
      
あとがき



　初めまして。あるいはお久しぶりです。

　最近、周囲からダイバージェンスできるんじゃねーのと言われている者です。

　できるわけがない。

　話は変わりますが編集部周囲のリア充空間が怖くてなかなか編集部に行けない日々が続いております。あくまで冬ふゆ木きの勝手なイメージですが、編集部はなぜか知らんけどリア充空間に建っていることが多い気がします。

　作家への嫌がらせでしょうか。

　それとも『この程度の苦境で音を上げるような軟弱者はいらん！』という頑固おやじ系の優しさ（？）なのでしょうか。

　そんなのはいいから甘やかされたいです。

　一か月ぐらいのんびりしたいです。

　さて、今回はあとがきが７ページもあるそうなので、改行多めでお送りします。

　ねたばれと言っていいか微妙な内容になること請け合いなので、そういうの嫌いな方はどうぞあとに読んでください。

　ふぉっくすている？　もこの巻で終わりです。

　ハッピーエンド＆橘たちばなエンドを達成すべく色々がんばってまいりました。バトルなしでお送りしようとした時もありました。

　一巻発売時点ではこの物語がラブコメに分類されるとは知らずずいぶんおどろいたり方向性迷ったり、犬洞いぬがほらさんの描く絵が素敵すぎてほかのヒロイン攻略するストーリーにしかけたり、色々大変なこともありました。

　今思えばいい思い出です。

　駄文コーナーに入りそうなのでこのへんで注釈を入れておきます。

　当時候補にあったのは和泉いずみ先輩と藤ふじ紫むらさきＥＮＤです。

　藤紫は投稿時から気に入っていましたが、和泉先輩はイラストが来て急激に気に入ったキャラです。

　当然、キャラクターを書くからには頭の中に映像の一つもありますが、実際に絵師さんの手により形になると、予想を超えることがままあります。

　幼いころから小説ばっかり読んでいて、当時は文字を書くことは魔法のようだと思っていました。ないものをあるように、あるものをないように、違うものを違和感なく、同じものを異質に。文章はすごい、物語はすごい、と思って育ったわけです。

　文章作品のジャンルは色々ありますが、ライトノベルはなんだか特殊な感じがします。

　まずは文章。冬ふゆ木きは異様に固い言い回し＆改行をまったくしないという書き方を長くしていたのですが、ライトノベルの読みやすさととっつきやすさにはおどろかされました。

　ライトノベルを目指すようになってからかなり文章は矯正したつもりですが、まだまだライトノベルになれていない気がします。まだがんばります。

　あとはキャラクター。ライトノベルのキャラクターはすごく『煎じ詰めてる』感じがします。デフォルメされてる、というか。感覚的な話ですが。

　殺人事件で言うと、事件が起こって死体が見つかりトリックを暴いていく、という感じではなく、トリックを最初に見せてそのトリックでどういう事件を起こせるかをエピソードにしていく、という感じです。

　なにを言っているか伝わらない気がします。

　しかし、わかりやすく言えという注文はお断りしております。

　ここから本題です。イラスト云々の話に戻ります。

　ということでまあ、キャラクターの書き方とか見せ方とか作り方とか色々研究が必要なのですが、ライトノベルのすごいとこは、絵師さんからいただいたイラストに、自分で書いたはずのキャラのことを教えられる、というところじゃないかと冬木は思います。

　絵がついて、キャラクターを好きになりました。

　凪なぎ、橘たちばな、管くだ狐ぎつね、藤ふじ紫むらさき、赤あか染ぞめ、和泉いずみ、一いち条じよう、九く条じよう、飛ひの縁えん魔ま、姑う獲ぶ鳥め、鵺ぬえ、火か車しや、木この花はな、ぬらりひょん。

　和貴、田辺川、水粂、べリアル先生、剣の王、小金井、赤、出雲、近藤。

　そしてレーベル違いますけど、遍、珠樹、百目鬼、ハナ、白、帯、愛、唯、さち。

　イラストを見て、イラストの力を知りました。

　新しいシリーズの『無気力勇者と知りたがり魔王』でも、勇者、アイアリス、ヴィヴィ、ミナギ、レイラ、リーと、様々なイラストをいただいております。

　自分一人じゃなしえません。

　絵のクオリティはもちろん（冬木の画力は著者近影参照）、『自分ではない誰だれかからはこう見える』という感覚は、絶対に自分ではどうにもならないものです。

　冬木は当時、ヒロインは一冊使い切りのつもりで書いておりまして、二冊目から違うヒロインとの話をするつもりでいました。

　ですがまあ、色々ありましたし。それに、こんな魅力的なキャラを一冊で終わらすのはもったいないな、という心境にもなりました。

　すさまじい乱文です。尺稼ぎとかじゃなく、思いついたまま思いついた順番に書いています。構成とかはしません。右であげたキャラは『絵がついているもの』ですが、ひょっとしたら抜けてるかもしれません。抜けてたら絵師さんにちょっと本気で土下座しないといけない気がします。

　ともかく、あれこれ言いましたが、つまりは感謝の気持ちが止まらないという話です。



　ここらで謝辞にうつります。



　担当編集の児こ玉だま拓たく也や様。

　冬ふゆ木きはプロット書けない病に罹患しているので、プロットらしきものをあげても本文では変わってるとか結構ありました。

　新シリーズも企画→本文というプロットなし進行です。ご迷惑をおかけしております。

　これからもこんな感じですので（プロット書け）きっと必要スキルがそろうまでまだまだかかると思います。

　完璧なるプロットがあがるのはいつの日になるのか。

　そして完璧なプロットとはなんなのか。

　それからプロットをじっくり書いて本文にうつるような時間的余裕はあるのか。

　わからないことだらけです。

　ひとまずは、デビュー作２作品、ありがとうございました。

　これからもどうぞよろしくお願いいたします。



　イラストの犬洞いぬがほらあん様。

　本作が橘たちばなＥＮＤになったのは犬洞さんのお力が大きいです。

　実際、冬木は一巻を書き終わった当時、橘とか妖よう怪かいの力とか全部どこかに放り投げて和泉いずみ先輩ＥＮＤとか考えてました。

　このエンディングで良かったです。ありがとうございます。

　それから、作品以外のところでも橘を愛してくださってありがとうございます。

　お礼を言おうと思っているあいだに年が明けて二月ほど経ってしまいましたが、竜に乗った橘のイラスト、冬木もいただきました。

　それから、ポストカードなども描いていただきました。

　犬洞さんのお力添えあっての『ふぉっくすている？』でした。本当にありがとうございます。

　新シリーズもまた縁があったらよろしくお願いいたします（本題）。

　本当にありがとうございました。



　そして、この本にたずさわってくださったすべての皆様。

　ならびに、読者のみなさま。

　ラブコメだったでしょうか。

　それともほかのなにかだったでしょうか。

　みなさんのメインヒロインは誰だれでしょうか。

　なにせ直接会話できない距離にいらっしゃる皆さんです。手さぐりで『どうしたら楽しめるか』を追い求めるしかありませんでしたが、どうだったでしょうか。

　知りたいことは色々あります。

　感謝の念にみたされております。

　ありがとうございました。またよろしくお願いいたします。



　冬ふゆ木きはまだまだ色々な物語を考えております。

　商業誌でできそうなものから、止められそうなものまで色々です。

　そのすべてがライトノベルです。

　すっかりラノベにはまっております。

　そんなラノベたちをながめ、耳を澄ませば、締め切りの足音が聞こえます。

　……ちょっと喫茶店行ってきます。

　それではまた。



冬木冬ふゆ樹き



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　冬木冬樹（ふゆき・ふゆき）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞出身。

　　あとがき時のネタ不足で自分の近況を切り売りしているのでいつもネタが不足している。

　　ここまでお世話になり、ありがとうございました。

　　またどこかでお会いしましょう。



　イラスト

　犬洞あん（いぬがほら・あん）

　　７月９日生まれ。Ｏ型。

　　名古屋生まれの原画家・イラストレーター。

　　白無垢の橘に綿帽子か角隠しを…と思ったのですが、耳が隠れちゃうので断念しました。

　　けも耳は正義です！

　　http://yaplog.jp/inuan/
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